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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次




序　章

第一章　歪んだ王国

第二章　あやつり人形

第三章　初恋は実らない

第四章　誰が小鳥を殺したの？

第五章　父と息子

終　章

あとがき








































　序章







　闇やみ空ぞらの一画を、焚たき火びが赤く染そめている。

　潮しおが混じった夜風を受け、揺ゆらめく炎は周囲を取り囲む簡素な天幕を、そして焚き火の側そばに座った黒くろ髪かみの男の姿を、不規則に照らし出していた。

　額ひたいから左ひだり頰ほおにかけて包帯で覆おおい、身じろぎもせずに炎を見つめている男の側に大おお股またに歩み寄ってくる人影がある。

「まだ寝てねえのかよ、馬ば鹿か」

　呆あきれたようにそう言う男も、黒髪に黒い瞳ひとみを持っていた。しかし浅黒くたくましい肉体を軽装に包んだその姿は、ここラグラドールに住まう民の典型的な特とく徴ちようを備えている。

「アズベルグの支配権は例の、俺と大変仲のよろしい連中に移ったようだぜ」

　忠告に返答がないとみるや、伝令から得たばかりの情報を口にしながら、バルロイ・レクサンドールはどっかりと焚き火の側に腰を下おろした。

「特にシャンテの奴やつは、前々から俺を邪じや魔ま者もの扱いしていたからな。噂うわさじゃアズベルグで気に入りの男を見つけたらしいが、誰か知らんが気の毒なこった。今ごろあの女に、骨までしゃぶられているだろうよ」

　炎を挟はさんで相対する包帯の男は、ふざけたバルロイの物言いにもあまり反応を示さない。包帯に覆われていない右眼で、睨にらむようにじっと焚き火の炎を見つめている。

「──お嬢じようちゃんは、ディネロの手を離れてシルディーン王宮へ連れて行かれたようだ」

　続く言葉に、包帯の男はぴくりと肩かたを跳はねさせた。その様をちらと一いち瞥べつしてから、バルロイが尋たずねる。

「どうする？」

「取り返す」

　焚き火から眼を動かすことなく返ってきた答えに、バルロイは肩を竦すくめる。ま、そうだろうな、とつぶやいてから、ひと呼吸置いてこう提案した。

「だがその前に、まずはゆっくり休んで、ちゃんと体を治なおせ。片眼じゃ何かと勝手が違うだろう？　もう少し慣らしてから、その上で」

「取り返す」

　みなまで言わせず、繰くり返された言葉にバルロイは無ぶ精しよう髭ひげの目立つあごを搔かいた。その言葉以外知らないかのように、淡たん々たんと繰り返される「取り返す」にさすがに辟へき易えきした様子でため息をつく。

「──あのなぁ」

「アズベルグの平和と、アリシアたちの無事のために茶番を受け入れたんだ」

　続くはずだった忠告を、氷のように冷たい声がさえぎった。片眼の奥に炎を宿した男には、譲じよう歩ほの気配は全くない。

「どちらも守る気がないなら、取り返す」

　海からやって来る風が、ひときわ強く焚き火を揺らす。積まれた薪まきの一部が崩くずれ、散った火花が儚はかなく消えてから、バルロイは静かに口を開いた。

「レネも王宮に行った」

　これには驚いた様子で、包帯の男が顔を上げる。バルロイは苦笑いして、視線を夜空に投げた。

「あの馬鹿、例の国王陛へい下かが『お前が俺のところに来るなら、お前の大好きな団長への処しよ遇ぐうを考えてもいい』なんて手紙をよこしたのを真に受けて、のこのこ行っちまったようだ。……別にあいつだからという訳じゃないが、部下は取り返しに行かないとな」

「……なら」

　焦じれたような言葉を、バルロイはさっきのお返しとばかりにさえぎった。

「レネが我が身を顧かえりみない行動に出たのは、今の俺たちに奴らとまともに事を構えるだけの力がないからだ。国王陛下とも、〈翼つばさの祈いのり〉ともな。お前もそれは分かっているだろう？」

　あっさりとした指し摘てきに、包帯の男は一いつ瞬しゆん返答に詰つまった。バルロイたちがラグラドール内部での争乱に敗走し、敵対勢力が駐ちゆう屯とんしているアズベルグ方面へ逃にげることもできず、ラグラドールの外はずれであるこの地で立ち往おう生じようしていることはもちろん知っている。

　しかし黙だまり込んだのも一瞬で、すぐにむきになったように反論を始めた。

「だからといって、このまま手をこまねいているつもりか？　あのクソ国王が、女を呼び集めて何をするつもりかはお前にも」

「最後まで聞けって。誰も諦あきらめる、なんて言っていないだろう？」

　性急さをなだめる、バルロイの眼の奥にも炎が飛び火したようだ。

「勝算は低い。だが、ない訳じゃない。だから今は、少しだけ焦あせりを抑おさえて、ひとまずは体を治せ。ちょいと長旅になりそうなんでな」

　そう言うなり立ち上がったバルロイは、焚き火の火を蹴け飛とばし始めた。薪を崩して無理やり炎を消してしまうと、「詳くわしいことは明日の朝話す、さっさと寝ろよ」と言い置いて、自分の天幕へと向かっていってしまう。

　あっという間に真っ暗な中に取り残された男は、深くため息をついて夜空を見上げた。バルロイの言うとおり、片眼では距きよ離り感かんが分かりにくく、月も星も妙みように遠く感じる。

　それでも。

「取り返す」

　囚とらわれのお姫様を救い出すのは、いつだって王子様の役目なのだ。

「絶対に、取り返す。だから……、待っていてくれ」

　正確な距離は分からない。けれど在あることだけは分かる月へ、星へ、彼は祈るようにつぶやいた。








　第一章　歪んだ王国







　シルディーン王国中央部、歴代国王の住まいであるエルナンド地方。

　四方を古くから続く名門貴族たちに囲まれたこの地は、国教〈翼つばさの祈いのり〉の理想にぴったりの地理条件を備えている。始祖王エルナンドに王権を与えた聖女アーシェルが身を投げた海は、ここにはないからだ。

　あるのは真まっ青さおな空から降り注そそぐ夏の日差しと、さわやかな風に揺ゆれる草原。北の辺境アズベルグ地方などとは比べるべくもなく、広がる景色は生命力に満ちている。

「やっぱり陽ひはよく当たるし、土地も肥こえて作物の育ちも良さそうねえ」

　膝ひざの上に置いた本を片手で押さえながら、亜あ麻ま色いろの髪かみの少女は豪ごう華かな馬車の外に流れる景色を見やる。昼下がりの陽光が眼鏡めがねの縁ふちをきらりと輝かがやかせるが、薄い胸の下には悲しいほどささやかな影しかできない。

「でも、全く怖こわくないわね……せめて雨でも降れば別だけど……」

　残念そうにつけくわえた彼女の膝の上にあるのは、シルディーン内で長く乙女おとめたちの心を捉とらえている恋愛小説『夢の王子様』。だがこれは彼女本来の好みではない。

「この本を読むには相応ふさわしい景色かもしれないけれど、ずっとお姫様が竜りゆうにさらわれて助けられて、の繰くり返しだし、すぐに飽あきてしまってだめね……竜の描びよう写しやも少ないし……」

　没ぼつ落らくした名家に生まれ育った身には、ぼろぼろの生家でならより楽しめる上に、人気がない分安く手に入りやすい恐きよう怖ふ小説はありがたい娯ご楽らくだった。『夢の王子様』の作者が多くの恐怖小説の作者でもあると知る身では、黒竜グレイドゥがもっとすごい怪物だったらお得だったのに、とつい考えてしまう。

「死神姫」なる物ぶつ騒そうな二つ名に、ある意味相応しい趣しゆ味みを持つ彼女の名はアリシア・フェイトリン。──この夏が始まるまではアリシア・ライセン〈強きよう〉公こう爵しやく夫人と呼ばれており、本人は今もそうだと思っている。

　シルディーン各地方に家名を刻きざむ地方伯フェイトリンの令れい嬢じようでありながら、一度目の婚こん儀ぎの際に夫が死亡したことにより、その価値は下げ落らく。やむなく成り上がりのライセン家当主カシュヴァーンに言い値で買われた、という一般的な見解は、大筋では合っている。

　だが、不信心で有名なカシュヴァーンが神への誓ちかいを立てての正式な婚儀を行わなかったために、哀あわれな令嬢は婚こん姻いん無効としてようやく「アズベルグの暴君」から救い出されたという見解は……アリシア自身は、絶対に認められない。

　無意識に拳こぶしを握にぎり締めると、左手の薬指にはめた指輪が強く意識された。踏ふみにじられた愛の証あかしに触ふれながら見ると、平和な景色も少し違った風ふうに見える。

「……でも、もうすぐ戦争が始まるかも、しれないのよね……」

　思わず口にしてしまい、アリシアははっと口元を押さえた。

　アズベルグを旅立ってから早四日、単調な馬車の旅に慣れすぎて忘れかけていたが、アリシアはひとりではないのだ。カシュヴァーンでもメイドのノーラでも「息子」であるルアークでもなく……両親を亡なくして後のち、婚家で新たに得た「家族」たちを奪うばい取った仇きゆう敵てきの「友達」が、見張りについているのである。

　だが、本来不ふ穏おんな物言いを咎とがめるべき金きん髪ぱつの青年は、アリシアの向かい側でぼんやりしている。

「クリストン卿きよう？」

「あ、ああ、どうかしましたか、アリシア様」

　アリシアに名を呼ばれ、マーベリック・クリストンもはっと顔を上げた。

　これまで個性の濃のう厚こうな面々に囲まれていたせいか、いかにも育ちのいい貴族の子弟、という以外に特徴のないマーベリックの印象は非常に薄い。ただでさえ眼の悪いアリシアは、しょっちゅうカシュヴァーンの執しつ事じ兼けん幼おさな馴な染じみであるトレイスと見間違えてしまう。

「あの、逃にげようなどとは思わないことですよ？　ご存じでしょう、国王陛へい下かは恐おそろしい方だ。くれぐれも、あの方の機き嫌げんを損そこねるようなことはなさらないように」

　いささかずれた台詞せりふを口にする、その顔色は悪い。前王の「不幸な死」を契けい機きに新王となったゼオルディスのことを、マーベリックはひどく畏おそれている。

　もっともゼオルディスを畏れているのは、マーベリックだけではない。半年前まで存在すらほとんど知られていなかった王子は、地方伯と王家が絶対的な存在として君くん臨りんするかつてのシルディーンの姿を取り戻そうとしており、そのためには手段を選ばない王となったのだ。

　──ゼオルディスのことを考えると、薄い胸の中で嵐が湧わき起こるのを感じた。ぶるっと小さく体を震ふるわせたアリシアに、マーベリックは慌あわてて謝罪を始めた。

「も、申し訳ない、脅おどかすようなことを申し上げて……！　大丈夫ですよ、国王陛下は少なくとも無む闇やみに女性に手を上げるような方ではありません。あなたはいつものように脳天気に、いやその、そうだ、無む邪じや気きに、無邪気に微笑ほほえんでおられればよろしい!!」

　アリシアが怯おびえたと取ったマーベリックが、懸けん命めいに力づけてくれる。しかし彼には悪いが、震えたのは恐怖からではない。

　そもそも恐怖小説大好きなアリシアにとって、「怖い」という感情は馴な染じみ深い。震えるとすれば喜びのためだ。

　けれど今、ざわざわと全身に広がっていく感情は、長い間心の底に封ふう印いんしていたもの。

「……ええ、分かっていますわ。第一、戦せん闘とう能力もお金も視力もない私がここで逃げ出したところで、どうしようもありませんもの」

　だが今、それをマーベリックに説明しても無意味だ。いつものようにおっとりと答えてやると、彼は少しだけ安心した顔になった。

「あ、ええ、そうですよ。こんな手の込んだ真ま似ねをしてまで手に入れようとするぐらい、あなたは国王陛下のお気に入りだ。きっと、あなたは大丈夫……、あなたは……」

　そしてまた、心ここにあらずな様子に戻ってしまう。正直今の状態のマーベリックだけが見張りなら逃げられるのではないか、とも思うが、「贅ぜい沢たく」を覚えたアリシアの望みはひとりだけ逃げおおせることではない。

　ならばこのまま、王宮に行く。

　決意を新たにするアリシアをよそに、マーベリックはひとり暗い顔をして考え込んでいる。そういう表情がまた、苦労性しようのトレイスに重なって見えるのだ。

「トレイスのお尻しりは、今頃無事かしら……」

　王家の直ちよつ轄かつ領りようにされてしまったアズベルグ地方を預かる三人のラグラドール人のひとり、シャンテ・キャストリーに妙みように気に入られたトレイスは、今もアズベルグに残っている。「私も王宮に行きます!!」と叫さけぶ彼の必死さは無論アリシアへの忠誠心のためだが、己おのれの貞てい操そうの危機という理由も大きいだろう。

「ま、まあでも、カシュヴァーン様も、トレイスは一度ぐらい女性と付き合うべきだともおっしゃっていたものね……ディネロ様もいるんだから、そうひどいことには……」

　アズベルグ家当主ディネロ・アズベルグの名を口にすると、きゅっと胸が痛んだ。

「……ごめんなさい、ディネロ様」

　アリシアの「運命の相手」を自称した彼に散々な目に遭あわされたとはいえ、すべてはゼオルディスにそそのかされたゆえのこと。本来のディネロは「いい奴やつにしかなれない」とシャンテに嘲あざけられてしまうぐらい、動かない表情の下に優しさと思いやりを隠かくした穏おだやかな人格者だ。

　血筋も財力も権力も容姿も性格も申し分なく、何よりアリシアをひそかに想ってくれていた男の辛しん抱ぼう強い求婚を蹴けった。おまけにそのこと自体は少しも後こう悔かいしていない。

　だからこそ謝罪の言葉が口を衝ついたのだし、こう誓いもする。

「カシュヴァーン様は、絶対に取り返しますから」

　ディネロを傷つけることを承しよう知ちで、その手を拒こばんだのだ。

　彼のためにも、カシュヴァーンのことを諦あきらめるなんて絶対にできない。







　ひそやかな誓いを立てたアリシアを乗せて進んだ馬車は、夕暮れが迫せまり始めた時刻にシルディーン王宮へと辿たどり着いた。

　なだらかな丘に挟はさまれた白はく亜あの城に、こうしてやって来るのはもう三度目だ。一度目も二度目も決してこちらが望んで訪問した訳ではなかったが、拉ら致ち同然に連れて来られたのは初めてである。

「まあ、やっぱりお金のかかった作りねえ」

　様々な感情はさておき、金の匂においを感じると自動的に眼が輝いてしまうアリシアだ。しかし、いざ車停めを離れて王宮へ入ろうという頃には、小首を傾かしげていた。

「なんだか使用人が減りました？　私の眼が悪いせいかしら」

　すぐ横を歩いているマーベリックに尋たずねると、眉み間けんにしわを寄せてぶつぶつ言っていた彼は狼ろう狽ばいして聞き返してきた。

「……あ、ああ、申し訳ない、何かおっしゃいましたか!?」

「いえ……、あの、その、ク、クリストン卿もお尻の安全には気をつけて下さいね」

　大きすぎる反応に面食らったアリシアは、適当なことを言ってその場をごまかした。マーベリックもマーベリックで「お気き遣づかいありがとうございます」と真ま面じ目めに礼を述のべ、またひとり、思し索さくの中へと戻ってしまう。

　小さなため息をついたアリシアは、改めて周囲を見回した。

「暗いのは、私の視力のせいだけではないわよね……？」

　前回の招まねきは大だい規き模ぼな仮か装そう舞ぶ踏とう会かいであったから、あの時と比べれば召めし使つかいたちの数が少ないのは当たり前だと最初は思った。

　だが今は、王宮へ続く道の左右に掲かかげられるべき松たい明まつの一部に火が入っておらず、幾いく人にんかの従じゆう僕ぼくたちが懸命にかけずり回っている。人数の少なさももちろんだが、彼らは明らかに手て際ぎわが悪く、それがアリシアにさえはっきり分かるというていたらくだ。

　考えてみれば王宮を取り囲む城下町に入る段階で、妙に手間取っていたような覚えもある。

　後うしろ暗いところがあるからかと思っていたが、いらいらしたマーベリックが「話は通してあるはずだ！」と叫んだのが聞こえたような。あれは報告が行き届いていなかったからではないか。

「お給金をけちっているから、みんなちゃんと働かないとか……？　おかしいわね、前ぜん宰さい相しよう閣かつ下かから没ぼつ収しゆうしたお金が、たっぷりあるはずなのに……」

　前国王ランドレイの暗殺を目論もくろんだ挙あげ句く、ゼオルディスに返り討うちにされた前宰相イーダル・スタンバール。発表された内容のすべてが真実である、とはアリシアも思っていないが、領地を召めし上げられたスタンバール家の財産がそっくりそのまま国庫に入ったのは間違いないはずだ。

「まあでも、お金持ちはけちだからお金持ち、という話もあるし……」

「アリシア様、何をしていらっしゃいますか、こちらへ!!」

　しげしげとあちこちを見回していたら、いつの間にかマーベリックに完全に追い抜かれていた。慌てたアリシアは思索を中断し、今にも王宮内へ足を踏み入れようとしている彼に小走りに駆かけ寄った。

「全く、あまり手間をかけさせないで下さい!!」

　王宮に着いたことでかえって気が急せいているのか、怒りだしたマーベリックにアリシアはおとなしく謝った。

「ごめんなさいトレイス、じゃなかったクリストン卿。そうですわよね、私がもたもたしていると、あなたまで陛下に怒られてしまいますものね」

「ええ、全くですよ。ただでさえ最近は、使用人どもの手際が悪く、何をするにも時間がかかるのですから!!　さあ、行きますよ!!」

　素す直なおなアリシアの謝罪に被かぶせるようにして、マーベリックはいらいらと怒ど鳴なり散らす。怒る気持ちも分かるが、そもそもアリシアは好き好このんで王宮に来た訳ではない。

「マーベル卿なら……」

　ゼオルディスの別の「友達」の名が、我知らず口を衝いた。途と端たんに、王宮内へと続く石段を上っていたマーベリックが眼を剝むいて振り返る。

「何かおっしゃいましたか!?」

「きゃっ!?　あの、ごめんなさい、マーベル卿なら黙だまって怒っただろうと思ってもが」

　以前一度、ライセン家への使者を務つとめたこともある「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」フロリアン・マーベルは、優美な美び貌ぼうの持ち主だが人形のように無ぶ愛あい想そうな青年だ。彼なら面と向かって怒鳴ったりしなかっただろう、と口を滑すべらせたアリシアが慌てて口元を押さえると、

「……悪かったですね、マーベル卿、いえ、マーベル伯はく爵しやくではなくて。何せあの方は、今や国王の義理の兄君だ。そうそう王宮を離れる訳にはいかないんですよ!!」

　すねたように吐き捨て、再び前を向いたマーベリックの背に、アリシアは屈くつ託たくなく問いかけた。

「あ、そうでした、あの方は伯爵位を賜たまわったのでしたわね。ではクリストン卿は、まだ爵位もなくてお暇ひまだから私を呼びに来て下さったの？」

「──そのようなことは、国王陛下にお聞き下さい!!」

　再び振り返ったマーベリックはそう怒鳴り、近くにいた門番たちが忍び笑いを漏もらしたのに気づいて顔を真っ赤にした。

　だが、とにかくアリシアをゼオルディスに会わせなければならない、と思い直したのだろう。怒りを嚙かみつぶし、無言で足を速めた。







　謁えつ見けんの間まへと続く広々とした廊ろう下かを、マーベリックと二人の従僕に付き添われたアリシアは黙もく々もくと歩いていく。

　初めて王宮に来た時と同じく、廊下の左右には見事な絵物語が描えがかれた柱が立ち並んでいる、はずだ。はずというのは、いささか急ごしらえ感の否いなめない真しん紅くの緞どん帳ちようによって柱が覆おおわれてしまっているからである。

　何百年もの昔、人々が神を信じなくなった時代にただひとり信しん仰こうを貫つらぬいた少女アーシェル。彼女が迫はく害がいを受けるところから始まり、ついには翼持つ聖女となったアーシェルが始祖王エルナンドに王権を授さずけるところまでを描いた、シルディーン王国の建国神話。

　ゼオルディスは〈翼の祈り〉第二階かい梯ていの聖職者・ナディールと結けつ託たくし、先日の戴たい冠かん式しきでこの建国神話を再現。当代聖女アーシェルから王冠を戴いただく、という演出で地方伯たちの嬉うれし涙を誘さそったが、この事態を予期していた先々代聖女アーシェル・ソルラスカより破門を受けるという事態を引き起こした。

　そのために、苦肉の策として柱の絵物語を覆い隠してしまったのだろう。しかしゼオルディスのやり口としては妙に粗そ雑ざつというか、ひねりがないような気もする。

　これもやはり、使用人たちの数が減っていることと関係しているのだろうか。気にはなったが、そこを追及するのは後だ。

「国王陛下、アリシア・フェイトリン様がおみえです」

　謁見の間に続く扉とびらが開き、緊きん張ちようを孕はらんだマーベリックの声が客人の到着を告げる。

　旧姓で名前を呼ばれたことが合図になった。小さなアリシアの体の中に、誰にも消せない炎が生まれ、広がっていく。

　負けない。

「──お久しぶりですわ、国王陛下。お召しにより参上いたしました、アリシア・ライセンでございます」

　まずはひと言、宣戦布告めいた名乗りを上げると、マーベリックがぎょっとした顔になった。いら立ちがその眼を過よぎったが、アリシアはすでに歩き出している。

「わ、私は、知りませんからね……」

　言い訳めいたことを口走るマーベリックを引き連れるようにして、アリシアは堂々と謁見の間に足を踏み入れた。







　壁面すべてを埋うめ尽つくす鏡張りの謁見の間に、特に以前と変わった様子はなかった。

　ただし正面にある玉座に悠ゆう々ゆうと腰かけているのは臆おく病びようで有名だった前王ランドレイではなく、新王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。アリシアを「アズベルグの暴君」から救った、と吹ふい聴ちようしている黒髪の青年は、いつものようににやにやと笑っている。

　元々ゼオルディスの額ひたいから頰ほおにかけては、右眼の上を分断するように走る醜みにくい傷きず痕あとがある。左右にぶれた傷口により口角が引っ張られ、何もしていなくても笑っているように見えるのだ。

　しかし今、ゼオルディスは間違いなく笑っていた。明るく、快かい活かつに。

「よく来てくれたな、アリシア！　会いたかったぞ」

　向かって左に宰相となったジスカルド・オーデル、右に降こう嫁かした元王女エルティーナ・オーデル。金髪美形夫妻を従えたゼオルディスは、にこやかにアリシアを出で迎むかえてくれた。

　だが、いつもなら同じように側そばに控ひかえているはずの銀髪美形兄妹の姿はない。アリシアの疑問に気づいたゼオルディスが、すかさず説明してくれる。

「ああ、ミューゼはまた体調を崩くずしていてな。侍医の話では、早そう産ざんになるかもしれないので、部屋で休ませているところだ。フロリアンは妹に付き添そっている」

　ゼオルディスの戴冠式と同時に結婚式を執とり行った、王おう妃ひミューゼ・フィラル・ド・シルディーン。雪の妖よう精せいのような儚はかなげな美貌を持つ彼女が妊にん娠しんしていることは、アリシアも聞き及およんでいる。

　おめでたいことのはずなのに、どうして妃ひ殿でん下かは最初お兄様に御み子こを授かったことを黙っていらしたのかしら──一瞬過去に意識を飛ばしたアリシアを、ゼオルディスがじろじろと無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ回す。

「お前は見ない間に少し瘦やせたか？　だが元気そうで何よりだ」

　断れない状況に追い込んでおいての招しよう待たいを、なんら悪びれる様子はない。あえての名乗りに気づいていないはずがないのに、そこにはいっさい触れない。

　とはいえアリシアも、この夏が始まる前であれば脳天気に挨あい拶さつをして、最近お勧すすめの恐怖小説の話などができたように思う。カシュヴァーンを筆頭に、周囲の人間のほとんどがゼオルディスを嫌きらっていることは承知していたが、同じ趣味を持つ読書仲間だと認識していたから。

　何よりアリシアには、「嫌い」という感情がなかった。

　正確には、あったけれど封印していた。そんなものは、権力も財力も腕わん力りよくも視力もない没落貴族の娘が持っていても無む駄だだったからだ。

　けれどゼオルディス自身がもう一度、「嫌い」を教えてくれた。

「──本当に、お久しぶりですわ、陛下」

　きりりと表情を引き締めたアリシアは、まだ判断に迷っているマーベリックを捨て置き、つかつかと玉座に向かって進んでいく。

　……しかし相変わらずの視力のために、合わせ鏡により無限増ぞう殖しよくした景色に惑まどわされ、その足は途中で大きく標的からずれた。

「はは、相変わらずだなアリシアは。おい、レネ」

　一直線に大きな鏡に向かって突撃しそうになっているアリシアと、おろおろしているマーベリックの姿を眺めてゼオルディスが指示を出す。

「えっ、レネ!?」

　予想外の名前を聞き返したのと、アリシアの体が強く引き留められたのはほぼ同時だった。

「……お久しぶりです、アリシア様」

「レネ、まあ、どうしてここに!?」

「私はこっちです、アリシア様」

　鏡に向かって話しかけるアリシアに淡たん々たんと突っ込むのは、カシュヴァーンと親しい傭よう兵へい団長バルロイの部下であるレネだ。白に近い色の髪は短く、筋きん肉にくと化した胸はアリシア以上に真っ平らで、普段は少年にしか見えない。

　しかし今のレネは、ろくな着替えも持たずにやって来たアリシアよりよほど華か美びな、藍あい色いろのドレスに身を包んでいる。以前ここで見たようなかつらこそつけていないが、少なくとも少年には見えない。

「あ、あらごめんなさいね、そしてありがとう。でもレネ、もしかすると、あなたも陛下に呼ばれて……？」

　奇き跡せき的てきな確率で本物のゼオルディスを仰あおぎ見たアリシアに、レネはかすかにためらってからうなずいた。

「はい。……国王陛下の護ご衛えいを仰おおせつかっております」

「えっ」

　意外な発言に、アリシアは眼の前が真っ暗になった気がした。

「まさか、レクサンドール子し爵しやく様も、陛下に下ったの……!?」

　現在ラグラドールでは、彼らがはるか南の大地に住んでいた頃から信仰していた大地の女神派と、ひそやかに勢力を伸ばしていた〈翼の祈り〉派との衝しよう突とつが続いているはずだ。〈翼の祈り〉によるアズベルグ強きよう襲しゆうに援えん軍ぐんとして駆けつけてくれた後、バルロイは大地の女神派として戦線に舞い戻ったはずだが、以降の情報は何も聞かされていない。

　だがバルロイは、決してアリシアたちの完全な味方ではないのだ。国こく籍せきも民族も宗教も違うのだから、利害の一いつ致ちにより手を結んでいるだけだと日頃彼はうそぶいている。

　だから、バルロイがゼオルディスに従うことは責められない。現在の戦況を見れば正しい判断だろうし、どうにもならないことはどうにもならない、がアリシアの主義だ。

「アズベルグの支配権も奪われてしまった今、買収もできないし……でもとりあえず、ノーラには機会があれば言いつけましょう……」

　バルロイご執しゆう心しんの元メイドの名を挙あげ、口の中でぶつぶつ言っていると、ゼオルディスが軽けい薄はくな笑い声を上げた。

「はは、バルロイも来てくれればありがたかったんだけどな！　残念ながら俺の招きに従ってくれたのは、可愛かわいい可愛いレネだけさ」

　挨拶のようにバルロイに「結婚して下さい」と迫っているレネだ。他の男の、しかもゼオルディスの戯ざれ言ごとには全く反応しなかったが、無言でアリシアを玉座に向かって押しやった。

「……ありがとう、レネ」

　ひとまず、レネたちのことは後回しだ。気持ちを切り替え、今度こそ玉座の前に立ったアリシアを、ゼオルディスはにやにやしながら眺めて続ける。

「お前もたぶん知っているだろう？　ソルラスカとかいうばあさんに、『先生』という凄すご腕うでの暗殺者が従っていることをな」

「……錬れん金きん術じゆつ師しオーバンに化ばけたその方を、あなたとナディール様が王宮に潜もぐり込ませたこともありましたわよね」

　このことは、ずいぶん前から分かっていたことだ。アリシアらしからぬ、問い詰つめるような物言いにもゼオルディスは飄ひよう々ひようとうなずく。

「そんなこともあったな。だがお前も知っているとおり、俺は〈翼の祈り〉に破門されてしまった。奴らはラグラドールで内乱を起こし、その勢いでシルディーンに攻め込もうとしているらしい」

　これも、とっくに分かっていることだ。……実際シルディーンの北の辺境であるアズベルグには一度攻め入られ、なのに王家の援軍はなかなか来てくれず……

　突然〈翼の祈り〉側が兵を退ひいた後、ようやく姿を見せたと思ったら、彼らが携たずさえた剣は愛いとしき人へと向けられた。

　──あの時と同じ感情の炎が、胃いの腑ふを焼き始めている。

　固く拳を握り締めるアリシアの様子を観察しながら、ゼオルディスは流りゆう暢ちようにしゃべり続けた。

「とはいえ今のところ、ラグラドールでは混戦が続いているようだ。だいぶ〈翼の祈り〉が根を張ってはいるようだが、元々ラグラドール人は自分たちの女神に対する愛着が深いからな。大地の女神派の中でもレネの愛しい団長様は劣れつ勢せいのようだが、大たい勢せいはまだ決していない」

　バルロイのことを持ち出され、レネが瞳ひとみを鋭するどくしたが、意に介かいした風なく状況説明は続く。

「だからこそ、このまま膠こう着ちやく状態が続けば、一発逆転を狙ねらってくる可能性は高くなる」

　笑いながら、彼は人差し指で己の喉のど笛ぶえをかき切るような真似をした。『先生』による暗殺の暗あん喩ゆだろう。

「本当ならルアークに護衛を頼みたかったんだが、行方ゆくえ不明じゃ仕方がない。そこで可愛い可愛いレネに、お願いしたんだよ。暗殺者に狙われる、かわいそうな俺を守ってほしい、とな」

　不意打ちで出てきた「息子」の名が、冷たく心臓を握り締めた。全身に広がりつつあった怒いかりの炎と相反するその痛みは、ひどく鮮せん明めいに感じられた。

「……ルアークのことなんか知らないと、この間おっしゃったのに」

「迂う闊かつにあの死神の名前を出せば、お前やカーシュの立場が悪くなるかもしれない、と思ったからさ。ああ、でも、あの状況であんなに呼んだのに出て来なかったところを見ると、本当にお前の空想の『息子』だったのか？　はは、なら悪かったな」

　白しら々じらしい言葉の刃やいばが心に刺ささる。痛みを感じる神経を閉じて、「なかったこと」にしてしまいたくなる。

　でも、もう惑わされない。

　今のアリシアには、ゼオルディスがふざけた口調の陰かげで相手をいたぶって楽しんでいるのが分かる。

　なぜなら彼もまた、アリシアにとっては「特別」な男。この世界でたったひとり、「特別」に「嫌い」な男。

「レクサンドール子爵様のことを、何かおっしゃったのですね。そうでなければレネが、大好きなあの方から離れてこちらへ来るはずがありませんわ」

　心の眼は的確にゼオルディスを捉とらえているが、本物の眼はいつも対象からずれている。まっすぐジスカルドを睨にらみつけての糾きゆう弾だんに、ジスカルドは気まずそうに視線を逸そらし、ゼオルディスはそんな二人を見て猫ねこのように喉を鳴らした。

「おやおや、ずいぶん怖い顔をするようになったな、アリシア。いつだってお前だけは、俺にも優しく微笑みかけてくれたのに。ねえ、姉上？」

「……そうね」

　上うわ目め遣づかいの弟に、エルティーナはかすかに鼻の頭にしわを寄せながらうなずいた。紫むらさきの瞳に気遣いの色を浮かべ、不安そうにアリシアを盗み見ている。

「いろいろ大変だったのだから、ちょっぴり機嫌を損ねるのも無理はないけどな。しかし、間に合ったようでよかったよ」

　アリシアの胸中に吹く嵐に気づいていないはずもないのに、ゼオルディスの態度は変わらない。カシュヴァーンを追放した時と同じように、彼は殊こと更さらに優しい口調で尋ねかけてきた。

「お前はまだ、ディネロと初夜を迎えてはいなかったようだが、間違いないよな？　見たところ妊娠しているようでもないし」

「……えっ」

　公おおやけの場での恥はじ知らずな確認に、アリシアは言葉を失う。

　ディネロに襲おそわれかけた際の記憶が蘇よみがえり、燃え盛さかっていた感情の火に冷たい息が吹きかけられた。結婚前ならとにかく、明確な知識を得た今は羞しゆう恥ちに四し肢しが強こわ張ばり、身動きできない。

「陛下、公衆の面前であまりそういったお話は……」

　見かねた様子でエルティーナが進言したが、ゼオルディスはどこ吹く風だ。

「いや、これは大切な確認ですよ、姉上。これから結婚を申し込む女性の過去の男関係は、すべて把は握あくしておきたいのが人情ではないですか」

「え、えっ？」

　続いての爆ばく弾だん発言に、アリシアが抱いだいた羞恥は吹っ飛んだ。吹っ飛びすぎて、現実感がなくなった。

「あ、え、ええと……嫌いやだわ、私ったら、とうとう耳まで悪くなったのかしら……？」

　自分の聴ちよう覚かくを疑いだしたアリシアに代わり、追及し始めたのはエルティーナである。

「なんですって!?　ゼオルディス、いいかげんにしなさい、今の逼ひつ迫ぱくした状況が分かっているの!?　国王の結婚は、軽々しく冗談にしていいことではありません!!　第一あなたには、すでに懐かい妊にんした王妃がいるでしょう!?」

　へりくだった態度を忘れ、顔色を変えて叱しかりつける姉に、ゼオルディスはわざとらしく肩を竦めた。

「何度お願いしても、姉上は俺を『ゼオ』とは呼んでくれませんねえ。ですがおっしゃるとおり、王族の婚こん姻いんは冗談ごとではない。だから姉上だって、義あ兄に上うえとの婚儀の前には、散々過去の女関係を確認されたでしょう？」

　突然始まった昔話に絶句したエルティーナから、ゼオルディスは意味ありげな視線をその夫へと向ける。

「何せ義兄上はおもてになる方ですから。まあ相手にした数は多いが、さすがに付き合い方がお上手なので隠し子などがいる様子は」

「……陛下、誠に申し訳ありませんが、フェイトリンの令嬢に結婚を申し込むとはどういうことですか。宰相である私も、何もお聞きしておりませんが」

　内心冷や汗ものだろうが、表面上は冷静にジスカルドが割り込んできた。エルティーナも怒りに表情を強張らせたまま、いったん黙る。

　含ふくみ笑いを浮かべたゼオルディスは、アリシアに向き直って説明を始めた。

「愛するお前が己の耳を疑わずにすむように、一から順に話そうじゃないか。俺が例の『先生』を警けい戒かいしているのは、ラグラドールの内乱が泥どろ沼ぬま化かしていることも一因ではある。だがそれ以上に、教団が認めた真なる聖女であるお前を手に入れれば、逆げき鱗りんに触れることが眼に見えているからさ」

「……真なる聖女……？」

　思わぬ単語が出て来たので、アリシアも聴覚に疑いを抱くのはやめた。確かにそんな話は聞いたことがある、と思ったのを読み取ったらしく、ゼオルディスはにやっと笑う。

「その様子だと、お前もカーシュから聞いているんだろう？　〈翼の祈り〉の中では、お前こそが真の聖女である、との噂うわさが前々から流れていたんだ。クロエが〈灰色〉に穢され、我こそが真の聖女と豪ごう語ごしていたソルラスカが死んだ今、宙に浮いたアーシェルの座に就つけるのはお前しかいない」

「えっ、ソルラスカ様は亡くなったのですか!?」

　仰ぎよう天てんしたアリシアに、ゼオルディスは「間かん者じやの話では、そうらしいぞ」とうなずいた。

「奴ら自身が喧けん伝でんしている様子さえあるから、死んだのは間違いないんだろう。詳くわしい死因は不明だが、俺の父上と同じく近しい者より『不幸な死』を贈おくられた、と見るのが妥だ当とうだろうな。……おかしいなあ、最強の暗殺者に守られていたはずのあのばあさんが、なんで殺されたんだろうな？」

「……陛下」

　危険な発言を、ジスカルドが宰相らしく制する。苦々しいその顔をちらりと仰ぎ見てから、ゼオルディスは薄く笑って話題を変えた。

「そういう訳でな、アリシア。幸いにと言うべきか、俺は〈翼の祈り〉に破門された身だ。おかげで重婚禁止の戒いましめからも解放された」

　おもむろに立ち上がるなり、玉座を下おりてアリシアのすぐ側にひざまずく。かすかに身じろぐ彼女の左手を取り、改めてこう告げた。

「俺と結婚、いや再婚してくれ、アリシア。聖女アーシェルを第二妃として迎え、〈翼の祈り〉を支配下に置けば、俺の王国の礎いしずえは完かん璧ぺきだ」

　獲え物ものを見定めた蛇へびのように、その指先はうねうねとアリシアのそれに絡からみつく。ディネロからカシュヴァーンへ譲ゆずられ、加工した後アリシアへと贈られた指輪にも、遠慮なしに触れてきた。

「シルディーンだけでなく、クルセージュを含めた近きん隣りん数ヶ国をも支配できるかもしれない男の、愛人じゃなくて第二妃だ。悪い話じゃないだろう？　もちろん断ればお前だけでなく、周囲の人間がどうなるかは、意外に賢かしこいお前には分かるよな」

　形だけ膝を折って伝えられた内容は、非常に露ろ骨こつな脅きよう迫はくだった。アズベルグ地方の平和を盾たてに取り、無む抵てい抗こうのカシュヴァーンの左眼を斬きりつけて追放した時と同じやり方。

　ここで嫌だと言えば自分だけでなく、周囲の人間にも累るいが及ぶだろう。

　アリシアは、黙ってゼオルディスを見下ろした。

　そして静かに、その手を撥はね除のけた。

「！　アリシア様」

　おとなしく控えていたレネが、緊張を孕んだ声を上げる。マーベリックは青ざめてうつむき、オーデル夫妻もわずかに身じろいだ。

「……へえ？」

　ゼオルディス本人は、大して意外そうな顔もせずに立ち上がった。冷ややかな眼を過ぎる醜い傷痕や、傷の引きつれにより生まれた無感情な笑みは、「怪物」と畏れられるに相応しい。

　だが生あい憎にく、アリシアは恐怖を好む。視力も悪い。何より、違う「怪物」を愛している。

「先ほどのご質問にお答えしますわ、陛下。私は、ディネロ様の妻にはなっておりません」

　かすかな胸の痛みを無視して、宣言する。

「そして、あなたとも結婚しません。愛人にもなりません。だって私は、カシュヴァーン様の、カシュヴァーン様だけの妻ですから！」

　ひと息に言い切ると、アリシアはゼオルディスに向かってぺこっと頭を下げた。

「改めてご挨拶申し上げます、国王陛下。早さつ速そくですが本日は、お願いがあって参りました!!」

　ついいつもの順じゆん応のう性せいを発はつ揮きして、妙にいらいらしているマーベリックや、素そ知しらぬ顔で主導権を握るのが得意なゼオルディスの作る流れに乗ってしまっていた。けれど逃げる素そ振ぶりも見せずに王宮へやって来たのは、唯い々い諾だく々だくと新王の脅迫に屈するためではない。

　無駄な足あ搔がきをしなかったからこそ、両親亡き世界でアリシアは傷つくことなしに生きてこられた。生家があるフェイトリンに戻された時には、もう一度昔のように生きられるのではないかと自分に期待したけれど、だめだった。

　カシュヴァーンがいて、ルアークがいて、ノーラがいて、トレイスがいて、ティルナードがいて、セイグラムがいる。あの「贅沢」を知らなかった頃には最も早はや戻れない。

　戦う時が来たのだ。

「まず我が夫、カシュヴァーン・ライセン強公爵の追放を取り下げて下さい。爵位と領地を返還し、カシュヴァーン様をアズベルグの領主に戻して下さい。アズベルグに駐ちゆう屯とんしているラグラドールのみなさんには、申し訳ないですが祖国にお帰り願って下さい」

　当然の願いを、まずは口にする。

「次に、私とカシュヴァーン様が正式な夫婦であることをお認め下さい。私たちは、その、互いに愛し合っている夫婦なんです。神様の前で誓うことは難しいですけど、しょ、初夜も完了しています、し、ご希望ならあなたの前で夫婦の誓いを立てますわ!!　私たちも陛下もどうせ破門されているのですから、構いませんわよね!!」

　カシュヴァーンに「神の前で誓え」とは言えない。けれどどうしても、形式を整えないと夫婦として認められないというのなら、国王の前で誓えば問題ないだろう。

「さらに、新しん興こう貴族から無理やり領主の権限を取り上げようとするのはおやめ下さい。私も没落した地方伯の端はしくれですが、世の中の流れを強引に変えようとしても反発されるだけです。このままではきっと戦争が、いえ内戦が起こります！　そうなればクルセージュもですが、ラグラドールのみなさんや〈翼の祈り〉の方々にも攻め込まれてしまいますわ!!」

　新興貴族に分割統とう治ちされているフェイトリン周辺には国王軍の兵士がうろつき、アズベルグは王家の直轄地にされてしまった。おまけに事実上アズベルグを治おさめるのが被差別対象のラグラドール人、とくれば、新興貴族はもちろん、地方伯だって困こん惑わくと恐怖しか感じないだろう。

　そもそもの前提として、この国はすでに新興貴族なしでは立ち行かない。それは、地方伯至上主義のジスカルドでさえ認めている事実だ。いくら一部のラグラドール人と手を結んだとはいえ、武力で覆くつがえそうとは馬鹿げている。

　このままでは、無用に国内が荒れるだけだ。そうなれば動き出すのは、以前からゼオルディスが仮想敵国としていた西の大国クルセージュ。アズベルグという足がかりを得たラグラドール人たちや、王家と決別した〈翼の祈り〉教団も、こぞって進軍してくるに違いない。

「もうひとつ、クロエ様とガーゼット侯爵様を解放して下さい！　クロエ様は何も知らず、ナディール様たちに操られていただけなんですから!!　あ、ナディール様はいいです」

　ナディールと結婚して人の娘となった直後、ソルラスカたちの裏切りにより投とう獄ごくされてしまったクロエ。聖女アーシェルたらんと、彼女はどこまでも真面目だっただけだ。

　無力だったことは非難の対象になるかもしれないが、しょせんは象しよう徴ちようでしかないアーシェルに罪はないだろう。気の毒な面はあるものの、明確な野望を持って動いていたナディールには、少し頭を冷やす必要がありそうだが。

「ガーゼット侯爵様は確かに『飾りの王』となることを承しよう諾だくして下さいましたが、それはあなたのやり方に不安を感じたからです！　あの方はいつも、同じ本好きとして、陛下のことを気にしていらっしゃいました!!」

　ジスカルドと並んで宰相にも指名された、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット。「悪あく食じき大公」と呼ばれるほどの着道楽と食い道楽で有名な老ろう紳しん士しは、多くの恐怖小説と少女小説の著者でもある。

　かつて王位を争った戦いに疲れ、政治の表舞台から姿を消していたグラネウスが、カシュヴァーンに担かつがれることを承知したのはゼオルディスを憎にくんでいるからでも畏れているからでもない。ゼオルディスを「ゼオ」と愛称で呼び、「かわいそうな子だ」と語るその眼には、いつも憐あわれみの光があった。

「あと、レネをレクサンドール子爵様のところに返して下さい。そして最後に、私を含めて迷めい惑わくをかけたみなさんに、ちゃんと謝って下さい!!」

　ずけずけと、言いたい放題に要求を並べたアリシアが黙ると、室内はしんと静まり返った。

　オーデル夫妻は顔を見合わせて固まり、レネは無言でどこからか取り出したナイフを構えている。唯ゆい一いつ聞こえる声といえば、聖女の加護を願うマーベリックのか細い祈りだけだ。

　こんなところもトレイスと似ているわ、と思っているアリシアに、今度はゼオルディスの声が聞こえてきた。

「──そうだな。愛するお前の望みなら、ある程度は叶かなえてやってもいい」

「ある程度」が「どの程度」かは言わず、ゼオルディスは条件を出した。

「ただし、お前が俺の妻となればの話だ」

「嫌です」

　迷いのない速さでアリシアが即答すると、ゼオルディスは片かた眉まゆを上げてみせる。

「なぜ？　俺は『お金持ちで優しくて寛かん容ような、私の理想の旦だん那な様』になる自信はあるぞ？　なにせ俺は、周囲の人間を幸せにするために生まれてきたのだから」

　アリシアの『理想の旦那様』像までゼオルディスは知っているようだ。一時期共同戦線を張っていた『先生』、もしくはその手下であるギゼから得た情報だろうが、残念ながら一部抜けがある。アリシアでさえこの間まで意識していなかった、重大な抜けが。

「いいえ国王陛下。あなたは私の理想には足りません」

　しゃんと背筋を伸ばし、断言する。

「なぜなら私は、私から『家族』を奪ったあなたのことが大嫌いだからです!!　『お金持ちで優しくて寛容な、私の愛する理想の旦那様』にはなれませんわ!!」譲れない意思を瞳に閃ひらめかせ、声高らかに国王の要求を蹴る様は──まるで、「アズベルグの暴君」と呼ばれたカシュヴァーンのようだった。







「ははははははははははははは!!」

　水を打ったように静まり返った謁見の間中に、その場にしゃがみ込んで大笑いするゼオルディスの姿が映うつっている。

「はは、は、き、聞きましたか、姉上、義兄上！　ああ、最高だ、なんて図ずう々ずうしい、ひどい、やはりアリシアだ、すてきだ、ひどい、素晴らしい……!!」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のオーデル夫妻は、硬こう直ちよくしたきり答えない。彼らを置き去りに、目元に涙すらにじませてひとしきり笑ってから、ゼオルディスはふっとこんな質問をした。

「しかし、この俺の求婚をそんなに簡単に蹴るということは、やはりルアークはお前の側にいるんだな？」

「……いいえ」

　先ほど急にルアークの話題を出したのは、ゼオルディスにとってもルアークの腕うでは警戒すべきものだからだろう。抜け目のない問いに、アリシアは胸苦しさを覚えながら首を振る。

　理由は分からないけれど、ルアークは今、側にはいない。それだけは、間違いない。

　牽けん制せいのために噓うそをつくことも考えたが、レネもいるのだ。そんな噓はすぐにばれてしまうだろう。

　素直なアリシアの答えに、ゼオルディスは珍しく本当に驚いた顔をした。

「──するとお前、まさかなんの切り札も持たずに、ただ俺に図々しい要求をするために王宮に来たのか？」

「ええ、だって用意する時間もありませんでしたし、逆らえばトレイスやディネロ様をひどい目に遭わせるとクリストン卿がおっしゃいましたし」

「じゃあお前……、俺の命令に従わなければ、自分も周りの人間もひどい目に遭わされることを承知で、ああも厚かましい要求をしたのか？」

「だって他に手はありませんもの。私は陛下のことが嫌いですけど、陛下は私のことを好きだとおっしゃるから、直接お願いすれば言うことをきいて下さるかもしれないと」

　どこまでも図太い答えをみなまで聞かず、ゼオルディスは再び座り込んで笑い出す。

「ひ、はは、なんだ、俺はてっきり、この場で、暗殺、父上と、同じ、ははは……！　ミューゼ、呼べなくて、残念だと、はは、ははははは……!!」

　子供のように大口を開けてげらげらと、その場にいる全員を無視して。笑って、笑って、笑い続けてから、やがて彼は立ち上がった。

「……本当に、カーシュが羨うらやましいな。こんな女に、こんなに愛されて」

　アリシアを見下ろすその顔からは、引きつれた口元が作る笑みさえ消えているように見えた。

　真ま面じ目めな表情のゼオルディスが伸ばした手が、アリシアの頭に触れる。アリシアは一いつ瞬しゆん身じろいだが、されるがままに眼だけで彼を睨んだ。

　案の定また視線が微妙にずれていることもあり、睨まれてもゼオルディスは涼すずしい顔だ。奇妙に優しい手つきで亜麻色の髪を撫なでながら、

「何度も繰り返すが、お前が俺の第二妃になるのなら、お前の望みのいくつかは叶えてやれると思うぞ？」

「嫌です」

　雰ふん囲い気きを違たがえたゼオルディスにも、もうアリシアは流されない。

「第二妃では不満か？　欲張りな姫君。では第一妃にしてやろう。新生シルディーン王国の王妃として、ともに歴史に名を残そうじゃないか」

「嫌です。いくつかではなく、すべての望みを叶えて下さるのでなければ意味がありません。そして私の望みの中には、あなたと結婚しないことも含まれています。第一エルティーナ様もおっしゃったとおり、妃殿下に申し訳ないですわ」

　アリシアの立場からしてみれば、今まで要求したことは要求のうちに入らない。取られた物を取り返す、ただそれだけのことだ。

「本当なら賠ばい償しよう金きんもいただきたいところですけれど、あなたが私たちから奪ったものすべて、返して下さるのならよしとします。望みを叶えていただけないなら、あなたのことをもっとずっと嫌いになりますし、真の聖女としてもう一回破門して差し上げます!!」

　ゼオルディスが真の聖女とやらにこだわるのなら、それも使うまで。得たばかりの武器を用い、決断を迫るアリシアに、ゼオルディスはいつものようににやっと笑った。

「なるほど、実に『贅沢』で、使えるものはなんでも使う、アリシアらしい返事だな」

　明るく快活な笑みを取り戻した彼は、アリシアの髪を撫でていた手を引っ込めた。

「だがまあ、自分の立場はわきまえてもらわないとな、何もできないお姫様」

　代わってその手は、降りかかりそうな火の粉こに怯えてか、今にも逃げ出しそうにしているマーベリックへと合図を送る。

「少し頭を冷やしてもらおう。ああ、そう身構えるな。お前の大好きな場所で、懐なつかしい顔に会わせてやるよ。──レネ」

　怯ひるみを見せたアリシアの退路をふさぐように、レネがすぐ後ろに出現した。大きさはアリシアの手と変わらないが、節ふしくれだち骨張った、傭兵の手が彼女の手首を摑つかむ。

「レネ……!!」

「……申し訳ありません、アリシア様。私が陛下の言うことに従っていれば、不利な状況に陥おちいっているバルロイ様たちをアズベルグ地方に受け入れてもいい、とのことですので」

　すがるような表情を避さけるように、レネは眼を伏ふせてそう弁明した。

「無駄よ、レネ。シャンテ様は絶対に、レクサンドール子爵様もその部下のみなさんも好みじゃないもの!!」

「男は三十まで」と豪語する美少年好みのシャンテが、たとえゼオルディスの命令とはいえ、いかつい傭兵たちを厚こう遇ぐうしてくれるとは考えにくい。

　必死に説得を試こころみたものの、レネだってそんなことは承知の上だろう。愚ぐ直ちよくに沈ちん黙もくを守る彼女に引きずられ、謁見の間の外に連れ出されそうになる。

　このままではいけない。何かしなければ、と焦あせったアリシアは、無我夢中で叫んでいた。




「ファ、ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやく!!」




　それはいつか、ゼオルディスが手紙に書いてよこした名前。

　あの仮装舞踏会の夜、フロリアン・マーベルに唱えた時には大きな反応を引き出すことができた魔法の呪じゆ文もんだ。

「アリシア!?」

「アリシア様っ!?」

　シルディーン王宮限定で効力を発揮するという呪文の効果は、今回もてきめんだった。オーデル侯爵夫妻やマーベリック、衛えい兵へいたちまでまともに顔色を変えている。

　一方、呪文をアリシアに教えた本人であるゼオルディスは、一瞬眼を見張った後くすくすとおかしそうに笑い始めた。

「はは、お前のその、なんでも使おうとする姿勢は大したものだ！　しかしカーシュは、本当に俺のことを何も教えていないんだな」

　過保護なことだ、と笑われ、アリシアは単刀直入に聞いた。

「あの、一体、ファネリー・バルスタット女男爵ってどなたですか？」

　カシュヴァーンにもルアークにも苦い顔をされるので、この名の人物についてアリシアが持っている情報はほとんどない。強しいて言うなら家名からして地方伯ではないことと、爵位を持つ女性は珍めずらしいということぐらいだ。

「分からないならとりあえず聞いてみよう、という姿勢も潔いさぎよくていいな。ますますお前を妻にしたくなってきた」

「あ、では他の方法を探します」

　あっさり引き下がったアリシアに、「そういうところがさらに好きだ」とゼオルディスはにやにやする。

「では大好きなお前に、手がかりをやろう。そうだな、お前とカーシュとノーラ」

「……え？」

「こっちのほうが分かりやすいか？　カーシュとレジオール・ハルバーストとジーナ・ハルバーストとマリアンヌ・ライセン。さあレネ、頼んだぞ」

「え？　カシュヴァーン様と、カシュヴァーン様のお父様と、義理のお母様と、本当のお母様……？」

　一方的な手がかりに、アリシアはかえって混乱してしまった。そんな彼女の手を、王の命めいを受けたレネが再び引く。

「と、とにかく私は、あなたの妻にはなりませんからッ!!」

　せめてもの叫びを聞いて、すべての鏡の中でゼオルディスが笑う。そんなことが言えるのは今のうちだ、と言いたげに。

「子供はたくさん作ろう。ではまたな、アリシア」

　恐ろしいひと言に怯える暇もなく、アリシアは謁見の間から引きずり出されてしまった。







　レネ、そしてマーベリックと彼が手配した数人の兵士に取り囲まれたアリシアは、王宮の裏門から外へと連れ出された。ここで抵抗しても無駄なことは明らかなので、おとなしく指示されたとおりの方向に歩を進めていく。

「あのう、クリストン卿。あなたは、ファネリー・バルスタット女男爵という方について何かご存じ？」

　王宮の裏側には、表と比べても遜そん色しよくがないほどに美しい庭が造られていた。お金持ちは見えないところもお金持ち、と思いながら尋ねると、マーベリックは盛せい大だいにむせた。

「げほっ、な、なぜそんなことを私に……!?」

「陛下が教えて下さらないから、お友達のあなたはご存じかと思いまして」

「馬鹿なことをおっしゃらないで下さい、聞いてはいけない名だということぐらいは分かっているはずだ!!　大体私が彼女について漏らした、などと知られたら、国王陛下にどんな目に遭わされるか……!!」

　心底怯えきった様子のマーベリックに叱られ、アリシアはおとなしく引き下がった。

「御ご前ぜんを辞しているからいいかと思ったのですけど、それもそうですわね。申し訳ないですわ、クリストン卿……」

「本当ですよ！　全く陛下も、どうして私にあなたの世話をさせるのか……!!　ああ、もうたくさんです、私だって忙しいんだ。後は任まかせたぞ、レネ!!」

　常識人のマーベリックは、これ以上付き合えないと思ったようだ。レネにアリシアを押しつけると、大股に歩いていってしまった。

「マーベル伯爵様よりは暇そうでいらっしゃったようだけど、やっぱりお忙しいのね」

　のほほんとマーベリックを見送ったアリシアの眼が、レネと合う。アリシアが何か言う前に、彼女に先を越されてしまった。

「申し訳ありませんが、私もお答えできませんので」

「……ええ。分かっているわ、レネ」

　レネも何かを知っている様子だが、さっきマーベリックが言っていたとおりだ。彼女が情報を漏らしたと知れば、ゼオルディスは嬉き々きとして責め立てるだろう。

　つまり、他の人に聞くしかない。そう結論づけたアリシアは黙々と歩き続けたが、予想に反して一行の足は王宮の外に向かう。

「あら、こっち？」

　牢ろうは王宮の地下にあるのかと思っていたが、別な場所のようだ。

　万一囚しゆう人じんが脱走などした場合、王族の身に危険が及ぶ可能性もあるのだから当たり前よね、と納なつ得とくしたが、城壁の外に出る様子はない。そして、人目を避けているためか道こそ違うが、周囲の風景には覚えがある。

「まあ……ここは、図書館？」

　辿り着いた先は、この王宮の中で一番アリシアが好きな場所。赤い煉れん瓦がを積んで作られた、王立図書館だった。

　ゼオルディスは、本好きのアリシアのためにわざわざ図書館に軟なん禁きんするつもりなのだろうか。

「そういえばあの方は、『図書館の幽ゆう霊れい』と言われているのよね……」

　そんなことを思い出している間に、湿しつ気け対策のための分厚い扉が開かれ、兵士が無機質な声で命じる。

「お入り下さい」

　他にどうしようもなく、アリシアは建物内に足を踏み入れた。立ち並ぶ書しよ架か、無数に並んだ古い本の香り……一瞬、状況も忘れて歓かん喜きの声が漏れそうになる。

　けれどアリシアには、カシュヴァーンが贈ってくれた図書室があるのだ。

　もうあの場所に戻ることは、できないのかもしれないけれど。

　しゅんとしているアリシアを引き連れ、一行は一階の隅すみへと向かっていく。そちらに別室でもあるのかと思ったが、どう見ても壁と本棚だけだ。

「嫌ね、私ったら本当に眼が悪くて」

　ひとりごちるアリシアの足元に、ひとりの兵士が屈かがむ。がこん、という鈍にぶい音がして、湿しめった空気がドレスの裾すそをそよがせた。

　図書館の床の一部が持ち上がり、その下に階段が見える。

「足元にお気をつけ下さい。湿気で本が傷いたみますので、お早く」

　急な展開にぽかんとしていたアリシアだが、「本が傷みます」のひと言には敏びん感かんに反応した。

「ああ、そうね、貴重な本が黴かびてしまっては大変!!」

　勢いで床の穴に飛び込みそうになったアリシアを、レネが無言で素早く止めた。







　レネに半なかば抱かかえられるようにして無事に降り立った地下室は、奇妙な空間だった。内部にいた兵士と今来た兵士が小声で打ち合わせをしているのを尻目に、アリシアはきょろきょろと視線を巡めぐらせる。

　元々は、多すぎる蔵書の一部を収めるために作られたのだろうか。階上と同じように本棚が並んでいる部屋もあったが、その大半は。

「牢……？」

　鉄てつ格ごう子しに区切られた陰いん気きな個室。アリシア好みの本にはしょっちゅう出てくる、地下牢。

　といっても、壁は苔こけむし、床は泥まみれ、虫だのねずみだのがあたりを這はい回って、という風ふ情ぜいではない。むしろ鉄格子の区切りが浮いて見えるぐらいで、内部は貴き賓ひん室しつと称しても差し支つかえがないぐらい整っている。

　さらにこの場を異空間めいて見せているのは、優ゆう雅がな監かん禁きん室しつの中にいる翼持つ美少女だ。ぱっちりと瞳を見開いた彼女は、次の瞬間猛もう然ぜんと鉄格子にしがみついてこう叫んだ。

「アリシア……!?」

「アーシェ、じゃないわ、クロエ様!?」

　仰天したアリシアは、思わずしげしげと元聖女アーシェル・クロエを見つめる。病人のように青ざめた肌、艶つやをなくした淡あわい色の髪など、疲労は明らかだが、見て分かるような怪け我がはなさそうだけれど……

「あの、大丈夫ですわよね、ひどい目に遭わされたりは……、きゃっ!!」

　自分の視力の程度を分かっているアリシアは、本人に確認を取ろうとした。だが兵士たちは悠ゆう長ちような会話をする暇を与えず、クロエが入れられた牢の向かい側にアリシアを押し込もうとする。

「面会ではない……？　貴様ら、なぜアリシアを牢へ!?　国王の命令か!?」

　血相を変えてクロエが怒鳴る。音が響ひびきやすい地下室中にその声は響き渡ったが、兵士もレネも答えないしアリシアはそれどころではない。

「い、いたた……！」

　乱暴に手首を摑まれ、痛みに悲鳴を上げると、それまで黙っていたレネがまなじりを吊つり上げた。

「扱いに気をつけなさい！　この方は聖女アーシェルにして、いずれ王妃になられる御お方かた。ここへ閉じ込められるのは、ほんの一いつ時ときのはずなのですから!!」

　鋭い叱しつ咤たに、兵士たちが慌てて力を緩ゆるめる。そのまま牢へ入れられてしまったが、アリシアはレネに礼を述べた。

「レネ……、私は聖女でもないし王妃にも絶対ならないけど……、ありがとう」

　一瞬何か言いたそうな眼をしたレネは、小さく頭を下げると兵士たちと共に去っていってしまった。








　第二章　あやつり人形







　レネたちが去ってもしばらく、クロエは大声で追及し続けていた。

「おい、一体国王は何を考えている!?　〈翼つばさの祈いのり〉はどうなった、ソルラスカは!?　答えろ!!」

　残っているのははじめから階段の下に控ひかえていた見張りの兵士だけだというのに、クロエはなおも天てん井じようを向いて怒ど鳴なっている。兵士たちに怒られないかと心配するアリシアだが、彼らは様子を見に来る気配さえない。

　牢ろうの頑がん丈じようさに安心している、というより、ただの怠たい惰だ、あるいは無関心が感じられた。

「やる気のある使用人は、ここにはいないのかしら？　あの、クロエ様、たぶんもうみんな行ってしまったと思いますわ」

　私に見えないだけかもしれないけど、と思いつつ、そっと声をかけてもクロエは叫さけぶのをやめない。そして彼女の眼はレネたちが去った方角ではなく、あくまで天井を向いている。

　まさか本当に誰かいるのかしら、と思った瞬しゆん間かん、脳のう裏りを過よぎったのは──『図書館の幽ゆう霊れい』。

「もしかして、ここには本当に幽霊が……!?」

　胸の高鳴りを覚えた瞬間、クロエの隣となりの牢から突然男の声が聞こえた。

「うるさいですよクロエ様、ぎゃあぎゃあわめかないで下さい」

「ひゃっ!?」

　驚きと喜びの声を上げたアリシアだったが、皮肉っぽい声こわ音ねには聞き覚えがあった。

「たとえ声が届いたところで、奴やつらはあの国王陛へい下かの犬だ。吠ほえる以外の能はありませんよ」

「まあ、ナディール様もここに！」

　斜ななめ右へと視線を動かしたアリシアの眼に、緩ゆるく波打つ緋ひ色いろの髪かみが鮮あざやかに映うつった。〈翼の祈り〉第二階かい梯ていの高位にあり、聖女アーシェルだったクロエを妻として第一階梯に上のぼり詰めたナディールだ。

　だが彼の野望はその成じよう就じゆの直後に、ソルラスカによって砕くだかれた。ゼオルディスの顔に泥どろを塗ぬった罪により、クロエと揃そろってここに投とう獄ごくされていたようだ。

「あら、ナディール様ったら、まるでレクサンドール子し爵しやく様みたい」

　久しぶりにナディールを見たアリシアは、思わずそう言ってしまった。

　アリシアが知っているナディールといえば、常に薄うす化げ粧しようを施ほどこした優美な美青年だ。しかし牢の中の彼はもちろん化粧などしておらず、瘦やせこけたあごには無ぶ精しよう髭ひげがまばらに生はえている。

　無む邪じや気きな指し摘てきは、アリシアとしてはあくまで無精髭を指してのこと。だが神経が高ぶったナディールには、違う意味に聞こえたようである。

「……はは、そうでしょうね。だって私は〈灰色〉だ。〈汚お泥でいの民〉の血を引いているのだから、奴らと似るのも当然ですね!!」

　シルディーン人とラグラドール人の間に生まれる〈灰色〉。両方の民から差別される生まれが、ナディールの化粧と野望の理由だ。

「……やめろ、ナディール。アリシアに悪気だけはないことは、貴様にも分かっているはずだ」

　叫ぶのをやめたクロエに冷静な声で制され、ナディールはふんと肩かたをそびやかして牢の奥に引っ込んだ。

「あの……、ここでしゃべると、声が上にも聞こえるんですか？　まさか、幽霊が伝えてくれるとか？」

　眼を輝かがやかせて尋たずねたアリシアに、クロエは苦笑いして天井を見やる。

「相変わらずで何よりだが、残念ながら違う。どうやらこの牢の天井には、湿しつ気けを上部に逃がすための管くだが通っているらしい。そこを伝って、上に声が聞こえるようなんだ」

「まあ、そうなんですか」

　味気ない解説にがっかりしたアリシアと一緒に、クロエもため息をつく。

「久しぶりに外部から人間が来たのだから、少しでも情報を得たかったのだがな。しかしまあ、声が聞こえていたところで、ここにいるのはどいつもこいつもあの国王の手下だ。どうせ何も教えてくれんだろうが……くそっ」

　歯は嚙がみして、あまり元聖女とは思えぬ悪態をついたクロエをアリシアが慰なぐさめる。

「ひとまずは、落ち着かれて下さいな。よろしければ私が、いろいろとご説明して差し上げますから」

「……お前の説明で分かるかどうか心配だったから、奴らを引き留め……、いや、まあ、聞こう」

　口を濁にごし、クロエが仕切り直そうとした瞬間、ナディールが割り込んでくる。

「その女が投獄された理由なら、国王の命令に決まっているでしょう？　ふん、大方また訳の分からない発言をして、とうとうあのげてもの好きの王さえも怒らせてしまったのでしょう。いい気味だ、はは」

「貴様は黙っていろ、ナディール！」

　いらいらと叫んだクロエに、アリシアはあの戴たい冠かん式しきからの状況の説明を始めた。







「……そういう訳で、私はここに入れられてしまったんです」

　ひととおりアリシアが語り終えた時、クロエは真まっ青さおになっていた。

　彼女の時間は、投獄された瞬間で止まっていたようだ。アリシアの説明も、状況が状況なせいか比ひ較かく的てき簡かん潔けつで分かりやすく、それがかえって混乱に拍はく車しやをかけている。

「大体のことは分かったが……しかし、ソルラスカが……、それは、本当なのか……？」

　ソルラスカの死が悲しい、というより、彼女が死んだこと自体が信じられないのだろう。アリシアも、三セイグラム分怖こわかったあの老女が簡単に死ぬとは思えないが、

「私もご遺い体たいを見た訳ではないのですが、国王陛下のあのおっしゃりようだと、間違いないかと。何より、〈翼の祈り〉教団のみなさんがそうおっしゃっている、というお話ですし……」

　ソルラスカが生きているのなら、自分の死を喧けん伝でんするような真ま似ねを許すはずがない。ナディールを政治的に抹まつ殺さつした彼女もまた、何者かに害されたと見るのが自然だろう。

「ノートレー様……いや……」

　全く存在感がないが、一応〈翼の祈り〉の第一階梯にあるはずの男の名をクロエがつぶやいた。だがそれはない、とすぐに首を振る。

「まさか、『先生』が？　あの操あやつり人形のような男が？　まさかな……」

「ノートレー様もありえませんよ。何せ本物のノートレー様は、すでにこの世にはいない」

　急に割り込んできたのは、またナディールだった。反射的に諫いさめようとしたクロエだが、すぐにぎょっとした顔になって問いただす。

「なんだと!?　ナディール、どういうことだ!!」

　ははは、とナディールが神経に障さわる笑い声を上げる。

「やっぱりお気づきではなかったのですね、聡そう明めいな元聖女様。私にとってもソルラスカばあさんにとっても邪じや魔まだったので、何年も前に信者のひとりとすり替えました。毎日酒を飲んで女と楽しむだけで、めったに外に出ることもなかったですし、お気づきにならなかったのも無理はない」

　化粧の力を借りずとも十分美しい顔が、悪意に醜くねじれた。

「たとえ顔を合わせたところで、享きよう楽らくの日々に脳が溶とけてしまったあの男と、まともに話が通じることはなかったでしょうがね？　どこの馬の骨とも知れない農民には、いささか過ぎた贅ぜい沢たくだったようだ」

「貴様ら、なんということを……!!」

　鉄てつ格ごう子しの跡あとが残りそうなほど顔を押しつけ、クロエは横よこ目め遣づかいにナディールを睨にらみつける。

「今となってはノートレー様も、早めに死んでおいたほうがよかったのでは？　今ごろパーシア様と、至いと高たかき国で幸せに暮らしていらっしゃるでしょう。お二方の進む道に、翼の加か護ごがあらんことを!!」

　馬鹿にした調子で聖句を唱え、彼はまた牢の奥へと引っ込んでいった。

「……ノートレー様こそが、とっくに操り人形になっていた、という訳か……」

　握にぎり締めていた鉄格子から体を離し、クロエが深いため息を吐く。その動きにつられ、偽にせ物ものの翼ががさがさと乾いた音を立てた。

「では、残った第二階梯の誰かが教団を動かしているのか？　くそっ、一体どうなっているんだ……」

　苦々しいクロエの独白を聞きながら、アリシアも考え込む。

「『先生』が、操り人形……？」

　ルアークもそんなことを言っていたような気がする。雇やとい主ぬしの命令を完かん璧ぺきにこなすだけ。任務に不要なことなら己おのれの名前すら忘れてしまった、ジェダさん以上に自分がない人だ、と。

　しかし、アズベルグにて初めてまともに顔を合わせたあの時、最後に自分の足元にひざまずいた『先生』。その眼にも、「やはり、あなただ」という台詞せりふにも、かすかな熱が感じられたような覚えがある。

「……レオニアも、行方ゆくえ知れずなのだな」

　ささやくようなクロエの声に、アリシアははっと我に返った。

「……はい、残念ながら」

　ずっとクロエのことを気にしていた、ぐうたら聖職者のレオニア。伸び放題だった前髪を切られたために、ナディールとは逆方向に印象が変わった彼の行方は杳ようとして知れない。

　クロエは聞かず、アリシアもあえて言わなかったが、レオニアは元々拉ら致ちされたアリシアを逃がそうとした罪で捕つかまった後、〈翼の祈り〉から脱走してきたのだ。身を寄せるところがあるとは考えにくく、とっくにどこかで野の垂たれ死じんでいてもおかしくない。

　──だがそんなことを言うのなら、カシュヴァーンだって同じだ。

　レオニアと仲が良く、同じく〈翼の祈り〉から脱走した身の上である絵師のリュクともども、きっとどこかで生きているはず。

「レオニア様は、たぶんクロエ様のことを探しています。クロエ様が王宮にいることをお伝えして以来、乗り込む機会をうかがっていらっしゃいましたから」

「レオニアが……？」

　繰くり返す声は、怪け訝げんそうではあったが、底には控えめな喜びが感じられた。

「はっ、あの面倒くさがりが来るものか!!」

　間かん髪はつ容いれず怒鳴ったのは、またしても隣の牢のナディールである。音が響ひびきやすい地下である上に、アリシアとクロエは通路を隔へだてているのである程度大きな声で会話せざるを得ず、彼にもすべて筒つつ抜ぬけなのだ。

「ナディール様、ひどいことをおっしゃらないで！　確かにレオニア様は昼は昼寝して夜も寝ていらっしゃいますけど、必要であれば起きていられる方です!!」

　アリシアの反論にも、ナディールは馬ば鹿かにしたように笑うだけだ。クロエも苦笑して首を振る。

「……レオニアについては、私もナディールの言うとおりだと思うぞ、アリシア」

「そんな……」

　ぐうたらするためだけに独自の発明をするような男だが、時折見せる真剣さはいつもクロエのためだった。そう力づけようとした瞬間、クロエは聞こえるか聞こえないかぐらいの声でひとりごちた。

「来てくれなくていいんだ」

　表情を隠かくすようにうつむくと、クロエはそっと両手を組み合わせた。いまだ翼を背負った元聖女の姿は、痛々しいまでに美しい。

「今となっては、共に祈りの日々を過ごした人々が、ひとりでも幸福に生き延のびること……それだけが、私の願いだ」

　ソルラスカ、パーシア、ノートレー。教団上部の人間が次々と死を迎えた事実が、生き真ま面じ目めな少女の肩に重く伸のしかかり、その表情を翳かげらせている。

「……レオニア様の幸福には、クロエ様の無事も入っていますわ」

　精一杯の慰めを口にすると、クロエは悲しく微笑ほほえんだ。

「……すまないな。お前も……、つらい目に遭あったというのに、自分たちのことばかりで……」

「いえ……」

　今度はアリシアがうつむいてしまう。

　できるだけ簡潔な説明に留めたものの、先ほど改めてカシュヴァーンが追放された時のことを思い出してしまったためだろう。生なま癒いえの心の傷が、ひりひりと痛んだ。

「……ガーゼット侯こう爵しやく閣かつ下かも、どこにいらっしゃるかご存じないのですね」

　痛みから逃げるようにアリシアが確認すると、クロエも苦い顔でうなずいた。

　カシュヴァーン追放と同じ時期から王宮に軟なん禁きんされていると思われるグラネウスは、図書館の地下にはいなかった。ナディールの正面の牢にいるのかと期待したがそうではなく、クロエたちもグラネウスについては詳しよう細さい不明らしい。

「で、でも、ガーゼット侯爵様は国王陛下と仲良しですもの！　お年を召めしていらっしゃるし、きっと王宮内のちゃんとしたお部屋に幽ゆう閉へいされているのですわ。衣い装しよう部屋も大きいものを用意しないといけないし、お食事だって珍めずらしいものを用意しないといけないし」

　着道楽、食い道楽が行きすぎて、常人にはついていけない高みに達したグラネウスだ。古い王弟の血を引く高名な地方伯でもあるのだし、無む下げにはできまいとアリシアは期待するが、

「……分からんぞ。直接的に玉座を狙ねらった、という意味では、ガーゼット侯爵の罪が一番重いのだ。お前の夫に担かつがれただけ、という言い分を認める国王とも思えない」

　暗い眼をしたクロエが、楽観論をすげなく否定する。

「で、でも！　もしも処刑されておしまいなら、それを陛下が公表しないとは思えませんわ!!　幽閉しているとの噂うわさは流れているようですし、きっとより効果的な時期を……、狙って……」

　フェイトリンにて、子供たちもそんな噂をしていた。あの時のことを思い出しながら反論したアリシアの声は、か細く途切れる。

　たぶんグラネウスはこの王宮内のどこかで、優ゆう雅がな虜りよ囚しゆうとして時を過ごしているのだろう。刻一刻と近づいてくる処刑の日を、待ちながら。

　二人、声もなく黙だまり込み、しばらく時が過ぎた。息苦しい沈ちん黙もくを終わらせようと、アリシアはふと思い出したことを尋ねる。

「あの、クロエ様は、ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやくという名前に心当たりはありませんか？」

　突然の質問に、クロエは戸と惑まどった様子でまばたきした。

「バルスタット……？　いや、知らない名だ。地方伯ではないようだが……、女性で爵位を持つとは、珍しいな」

　やはりこの呪じゆ文もんは、シルディーン王宮内でしか通じないのだろう。〈翼の祈り〉本ほん拠きよ地ちよりめったに外に出ないクロエは、アリシアと同程度の推測しかできないようだ。

「その女性がどうかしたのか？」

「国王陛下に関わる方のようなのです。もしかしたら、この方について何か分かれば、有利になるかも……」

「私は何もお答えできませんよ!!」

　まだ聞いてもいないのに、ナディールが叫んだ。クロエはしかめ面つらをしてつぶやく。

「……ナディールめ、何か知っているようだな。だが……、あいつに聞いても、おそらく何も教えてくれまい」

　一時はゼオルディスと手を組んでいたナディールだ。王宮内の事情にも詳くわしい様子だが、彼が素す直なおに協力してくれるとは思えない。

「そうですわねえ、でもすでに失うものがない方のほうが、聞きやすくはあるんですけど……」

　事はカシュヴァーンたちでさえ口に出すことをはばかるような問題だ。すでに失しつ脚きやくしたナディールのほうが、聞く側の負ふ担たんもないのだが。

「……本当に、遠えん慮りよというものを知らないですね、あなたは……」

　不ぶ躾しつけな言葉まで、きっちり聞こえていたようだ。ぶつぶつとうめいたナディールは、急にこんな質問をしてきた。

「あいつは、どうなりました」

「あいつ？」

「……ギゼですよ。あの……、私を告発した、〈灰色〉の」

　歯切れの悪い言い方で口にされた少年のことは、アリシアも知っている。

　元〈玩具おもちやの兵隊〉であり、その中で常に一番だったルアークのことを深く憎にくんでいる〈灰色〉の少年。先日の戴冠式の際に『先生』の使者を務つとめ、ナディールの出生の秘密を公おおやけにした人物だ。

「どうでしょう……？　私は何も聞いておりませんけど」

『先生』の命めいに従った結果ではあろうが、直接的にナディールの野望を砕いたのはギゼだ。しかも『先生』同様、当初はソルラスカと共に急進派の代表だったナディールに仕つかえていたはずである。

　恨うらんでいるのだろうか、と思いつつ、何も知らないのでそう答えると、ナディールはまた急に元の調子に戻った。

「はっ、では何もしゃべれませんね。現金な死神姫にはお分かりでしょう、今のあなたに協力したところで得られるものなど何もないのですから!!」

「それもそうですわね」

　そのとおりなので、アリシアは気にせずクロエに眼を戻した。

「やっぱりナディール様も、教えて下さらないようですわ。困りましたわね、ナディール様ほどお詳しくて、かつ聞きやすい方は他にいらっしゃらないのに……」

「……そのようだな」

　聞いていたクロエのほうが気疲れしたようだ。変わりがなくて何より、などとため息をついて、

「……私たちだけで話していても、らちが明かないようだ。お前も疲れただろう、少し休め」

　クロエこそが、一気に与えられた情報に疲ひ弊へいした様子だ。肩を落とした彼女の体に食い込む偽物の翼が重そうで、アリシアは思わず言った。

「あの……、クロエ様、ところでその翼は……その、まだ、背負っていらっしゃるんですね。重くありませんか……？」

「……、ああ……」

　苦く笑い、クロエは背にした翼に触ふれる。海鳥の羽根から作られたそれは、よく見ればあちこち抜け落ちて、茶色く変色している部分も多かった。

「婚こん儀ぎを挙あげたとはいえ、私は直前まで聖女アーシェルだったのだ。国王としては、まだ私を『聖女』として使えるかもしれないと思い、ここに閉じ込めているのだろうからな」

　だから下おろせない、とクロエは言いたいのだろう。しかし先ほど、ゼオルディスは教団が「真の聖女」と騒さわいでいるアリシアを手に入れた、と喜んでいた。

　もう偽物の翼など、必要ないのではないだろうか。

「あの……」

「……もしも教団が、お前を本物の聖女として認めたなら……どのみち、不要になるだろうがな」

　アリシアの考えを読んだように、クロエが先んじてそう言った。

　何を言えばいいか分からず、戸惑うアリシアに彼女はくるりと背を向ける。地下牢の薄うす闇やみには、汚れた翼も白く見える。

「──怖いんだ」

　震ふるえる声が、後うしろ姿のクロエから発せられた。

「聖女アーシェルに選ばれて以来ずっと、この姿で生きてきた。最初はつらくて、苦しくて、勝手にこれを外はずそうとしてはひどく折せつ檻かんされたものだが……今となってはもう、翼を失った自分を、想像できない」

　そつなく整えられた牢の隅すみ、小さな寝しん台だいに彼女は座った。慣れた様子で背負った翼を持ち上げながら、そのまま横になる。

「誰よりも、この翼に救われていたのは……私なのかもしれないな」

　細い声を最後に、クロエは黙ってしまった。

「クロエ様……」

　小さく彼女を呼んだアリシアだが、答えは返ってこない。疲れを覚えたアリシアは、自分も寝台に向かった。

　寝台の脇わきに小さな本ほん棚だながあり、『踊る墓地』だの『目覚めたら角が生えていた』だの興味深い題名が気にはなったが、疲ひ労ろうが限界を超えている。馬車の長旅を終えて早々にゼオルディスと直接対決し、そのまま牢に送られたのだから無理もない。

　クロエ様は、あれ以来陛下の寝室に呼ばれたりしていませんか？

　言い出せなかった質問が喉のどに引っかかっていたが、ナディールに丸聞こえの状態ではさすがに無神経すぎて、口には出せなかった。







　誰もいない暗い闇の中に、アリシアはぽつんと立っている。

　右を見ても闇。左を見ても闇。寂さびしくて悲しくて、大きな声で大好きな人を呼ぶ。

「カシュヴァーン様ー!!」

　呼んでも返事がないことなど分かっている。分かっているのだ、彼は。

　けれど、それをアリシアだけは認める訳にはいかないから、繰り返し呼ぶ。

「カシュヴァーン様！　カシュヴァーン様!!　カーシュ様……!!」

「なんだ？　アリシア」

　何度目かに、思いがけずあっさりと答えが返ってきた。驚く暇ひまもなくあっという間に広い胸に抱き込まれ、熱い口づけを受ける。

「ん、んっ……は……、あ、カ、カシュヴァーン様、よかった……！　帰ってきて下さったのですね……！」

　うっとりするような感かん触しよくに酔よいしれながら顔を上げたアリシアに、カシュヴァーンは優しく微笑んだ。明るい日差しを浴あびて、黒い髪と瞳もきらきらと輝いている。

「もちろんだ、俺のお姫様。お前が呼べば、いつだって駆かけつけるさ」

『夢の王子様』に書いてありそうな台詞をさらりと口にしたかと思うと、大きな手で髪を撫なでてくれた。

　いつしかあたりは、色とりどりの薔ば薇らの花が咲き誇ほこる花園に変化していた。抜けるように青い空から降り注そそぐ陽光を浴びて、はっきりと見えるカシュヴァーンの顔は相変わらず武ぶ骨こつで、三十四歳ぐらいに見えるが、悲ひ惨さんな傷きず痕あとは見受けられない。

「カシュヴァーン様……」

　こみ上げる「おなかが痛い」に瞳ひとみが潤うるむ。私からも口づけをねだってもいいかしら、と頰ほおを染そめながら考えていると、今度は腰に手が回った。

「あ、あら、カシュヴァーン様ったら……」

　はしたない想いを読み取られたのかと、恥はじらうアリシアの体はなぜか後ろに向かって引き寄せられた。

「え？」

　そのまま仰あおのいた額ひたいに、そっと口づけが落ちる。

　背後にもうひとりカシュヴァーンがいて、アリシアを後ろから抱きしめていた。

「え……、カ、カシュヴァーン様……、え？」

　眼を見開き、思わず眼鏡めがねを直すアリシアの頰にも唇くちびるが触れた。

　耳たぶのあたりをくすぐるように撫でる指先を感じる。

　うなじに熱い息がかかった。

「ひゃ、あっ、きゃああああああっ!?」

　五人、六人、いやもっとか。気がつけばアリシアは、大勢のカシュヴァーンに取り囲まれていた。














　ある者はいつもの黒ずくめの貴族服、ある者はいつか見た「吸きゆう血けつ鬼き」に仮か装そうした姿。金きん糸しの縫ぬい取りが入った礼服で決めた者、グラネウスが贈ってきた「暴君」の衣装を着た者、反対にあまり服を着ていない者……あらゆる格好をしたカシュヴァーンが、揃ってこちらを見ている。

「え、な、なんで……!?」

　呆ぼう然ぜんとするアリシアに、彼らは口々に答えてくれる。

「お前が呼んだからだ」

「寂しかったんだろう？　アリシア」

「俺たちはずっと一緒だ」

「さあ」

「仲良くしよう」

　蕩とろけるように甘い声が降り注ぎ、複数の手が、指が、体のあちこちを撫で回していく。

「た、確かに、寂しかったですし、お呼びしましたけど、こんなに何人も呼んだつもりは……、きゃあっ!?」

　まだ混乱中のアリシアに構わず、カシュヴァーンたちは遠慮なしに触れてくる。

「どうしたんだ」

「俺に会いたかったんだろう？」

「俺も会いたかった」

「抱きしめたい」

「触れたい」

「口づけをしたい」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめられて息苦しい。降り注ぐ口づけの雨に耐たえきれず顔を背そむけても、背けた先で別のカシュヴァーンに唇をふさがれてしまう。

　夫に強く抱きしめられることにも、口づけをされることにも餓うえていたつもりだったけれど、なんというか、多い。

　こんなに次から次へといかがわしい真似をされては、「おなかが壊こわれ」て死んでしまう。

「ん……、んっ、ト、トレイスも来て！　たくさん来て!!　たくさんのカシュヴァーン様を止めて!!」

　絶え間ない口づけに、肌はだを滑すべる指先に息を荒くしながら、アリシアは破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうの発達著いちじるしい執しつ事じの名を呼んだ。

「カシュヴァーン様はもう十分です！　トレイスが足りませんの!!　トレイスが……」







「うーん、うーん、カシュヴァーン様がひとり、カシュヴァーン様が二人……、はっ!!」

　破廉恥な悪夢にうなされていたアリシアが再び目覚めた時、あたりは真っ暗だった。

　地下牢だから暗いのも当たり前だが、通路に灯ともされていた灯はほとんど消えている。この空腹具合からして、実際に夜になったのだろう。クロエもナディールも眠っているらしく、なんの物音もしない。

「カシュヴァーン様、いないわ……」

　夢の中ではつい「もう十分」などと言ってしまったことを、たちまち後こう悔かいした。

　現実はこんなにカシュヴァーンが不足しているのに、なんて「贅沢」なことを口走ってしまったのだろう。

「……あんなにいらっしゃったんだから、ひとりぐらい残っていてもいいのに……」

　しょんぼりとつぶやいたアリシアは、あることに気づいた。

「……まあ、私、お食事にも気づかないで寝ていたのね」

　牢の中央部に置かれていた卓たくの上に、食事の支し度たくがされていた。暗がりに一層覚おぼ束つかない視力ではなく、鼻先をくすぐる匂においを鋭するどい嗅きゆう覚かくが捕とらえた結果だ。

　貴族が食べるものと考えるとささやかだが、囚しゆう人じんに与えるものとは思えないほど内容も量も豪ごう華かだった。そうと分かった途と端たん、素直なおなかが音を立てて鳴る。

「そうよね。疲れたら寝て、おなかが空すいたら食べなきゃ」

　夢の残ざん滓しにまだ後ろ髪引かれる思いはするけれど、夢は夢。

「本物のカシュヴァーン様は、ひとりしかいないけど……、生きていらっしゃるもの。きっと」

　ならアリシアも生きていなければ、二度と会えない。

　気持ちの切り替えに成功したアリシアは、眼が慣れるのを待って寝台を下り、早さつ速そく食事に手をつけ始めた。

「やっぱりここは、貴人を幽閉するための場所なんだわ」

　内装といい扱いといい、普通の罪人とは雲うん泥でいの差だ。王城内の図書館の下、という場所もそれを裏づける。

　表に出せない、粗そ略りやくにもできない罪人を閉じ込めるための牢、と考えるのが妥だ当とうだろう。アリシアの好きな本にもよく出てくるから分かる。

「とすると、ここにはきっと、政権争いに敗れたたくさんの王族や貴族が……!!」

　ゆでられた鳥肉をごくんと飲み込み、にわかに興奮し始めたアリシアははっと気づいた。

「だから、『図書館の幽霊』なんだわ」

　その存在すらほとんど周囲に知られていなかった王子ゼオルディスは、おそらくここに閉じ込められていたことがあるのだ。興味深い題名の本がたくさん置いてあるのも、きっと彼の趣しゆ味みなのだろう。

　そう思うと、また胸の中に怒いかりの炎が燃え上がってきた。わざわざ自分と同じ牢を選んで閉じ込めるなど、悪趣味にも程がある。

　カシュヴァーン様だったら本棚を蹴けるところね、などと考えたアリシアだったが、思い直して首を振る。

「……でも、本に罪はないもの」

　怒ることを思い出した現在も、物に当たるのはアリシアの趣味ではない。壊したらもったいないし、うっかり高価なものを壊してしまえば修理にお金はかかるし、何もいいことはない。

　それに、この牢には閉じ込められる人間も限られるが、閉じ込める権限を持つ人間もまた限られるはず。

　おそらくは前国王が、息子であるゼオルディスを牢に入れたのだ。もしかすると提案したのは前ぜん宰さい相しようイーダルあたりかもしれないが、少なくとも、そのことに反対をしなかったのは間違いないだろう。

　──つらかっただろうに。

「あら、でもあの方、社会勉強のため身分を隠し、他家に預けられていたって……？」

　両親を失い、後こう見けん人にんの家を転々としていたティルナードと偶ぐう然ぜん出会い、いじめた経いき緯さつをゼオルディスはそんな風に語っていたような。

「王宮に帰って来てからしばらく、ここに入れられていたらしいよ。人格を矯きよう正せいするためだったって話だけど、今のあの人を見る限り、逆効果だったとしか言いようがないよねえ」

　ひとりごとに対し、さらりと返ってきた内容にももちろんだが、その声にアリシアは眼を見開いた。

　視力以外の感覚には自信がある。ましてこの声を、聞き間違えるはずがない。

「──ルアーク!!」

　いつからそこにいたのだろう。鉄格子に軽くもたれるようにして、銀ぎん髪ぱつの少年が牢内に立っている。

「ごめんね、カシュヴァーンおにいちゃんじゃなくて。ここにいるのがあの人だったら、アリシアでももっと早く気づけただろうにね」

　体の線をぴたりとなぞる黒い上着、吊つり気味の大きな緑の瞳。悪戯いたずらっぽい笑顔も、何もかも、変わっていない。

　元〈玩具の兵隊〉、『先生』の弟で子しでもあった凄すご腕うでの暗殺者。そしてアリシアとカシュヴァーンの「息子」となった、ルアークだった。










　作法を忘れて食器を放り出し、アリシアは立ち上がってしまった。

「ゆ……、夢でも、幽霊、でも、ない、わよね……？」

　もしくは視力の悪化が高じて幻げん覚かくでも見えているのかと思ったが、眼が覚める気配はないし、近づいてもルアークは消えたり増えたりしなかった。いつものように、にこにこと笑っているだけだ。

「おなかが空いてるんでしょ？　アリシア。とりあえず、それ全部食べちゃいなよ」

「ご、ご飯は後で食べられるから！　ああ、それより、ルアーク、よかった、ルアーク……!!」

　感極きわまったアリシアは、ルアークの手を両手で取ってぎゅっと握り締める。

「はは、ご飯より俺を優先してくれるなんて、ずいぶん熱ねつ烈れつな歓かん迎げいだね」

　軽口を叩たたく彼の手を、アリシアは確かめるように何度も握った。

　同年代の少年と比べて細くて小柄であっても、やはり男の手だ。戦せん闘とうにより鍛きたえられた手の平は皮ひ膚ふが厚く、ごつごつしていて、そして、暖かい。

　本物だ。

　生きている。

「だ、だって、ルアーク……、私、ルアーク、し、死んでしまったのかとおもっ、よかった、よかった……!!」

　不ふ吉きつな想像を口に出さないようにしていたが、それも最も早はや過去のものだ。けれど言葉にすると、今まで抱かかえていた不安が堰せきを切って流れ出した。

「よかった、『先生』に、こ、殺されちゃったんじゃないかと思って、心配、してたの、でも、本当によかった……！」

　ぽろぽろと涙をこぼすアリシアを、自分の手を握った彼女の手を、薬指に光る約束の指輪を、ルアークは順繰りに見た。そして、こう言って笑った。

「今からする話を聞いても、そうやって歓迎してくれると嬉うれしいんだけどな」

「……ルアーク……？」

　いぶかしげに見返した銀色の頭が、すっと下がる。

　驚くアリシアの足元に恭うやうやしくひざまずいたルアークの口から、およそ聞いたことのない、よそ行きの声が出た。

「アリシア・フェイトリン様。あなたこそが永きに渡り切望されていた、まことの聖女アーシェル。どうか我らと共に、〈翼の祈り〉教団へお越し下さい」

　あ然としているアリシアの足元から、ルアークがさっさと立ち上がる。

「なんてね」

　ちらりと舌を出し、おどける様は普段のルアークだ。

　しかし今の台詞は不思議と冗じよう談だんとは思えず、涙も引っ込んだアリシアは思わず尋ねた。

「ルアーク、どうしたの？　命に別状はなさそうだけど、本当はものすごく頭を打ったりしているの？」

「いや、そうじゃないよ。いたって正気。だから、勝ち馬に乗ることにしたんだ」

「勝ち馬……？」

　アリシアの好きな種類の単語ではあったが、なぜか嫌いやな予感がした。

「平たく言うと、俺は『先生』の部下に戻ったんだよ。だから、あの人も認める聖女アーシェルであるアリシアを迎えに来たって訳」

　嫌な予感はすぐに当たった。両手を頭の後ろで組んだ、見慣れた姿勢になったルアークは気楽な口調で話し続ける。

「アリシアにとっても、悪い話じゃないと思うよ？　ラグラドールでの戦いは、今のところ〈翼の祈り〉側が優勢。いくら無敵の傭よう兵へいさんたちでも、身内にこれだけ裏切り者がいたとは思わなかったみたいだね」

　あのレネがバルロイの側を離れ、ゼオルディスの護ご衛えいになっているぐらいだ。大地の女神を信じるラグラドール人側の戦況が不利なのは、事実だろう。

「対するシルディーン側は、アズベルグをラグラドール人に明け渡して防ぼう衛えい線せんにするつもりみたいだけど、役に立つかな？　国内の不満はかなり高まっているみたいだし、傭兵さんたちがそこまで熱心に働いてくれるかはちょっと疑問だね」

　アズベルグがラグラドール人の直ちよつ轄かつ地ちになったことについては、アリシアも似たような懸け念ねんを抱いだいていた。ディネロは、シャンテは自分たちのものになった土地を無下に扱わないだろう、と言っていたが、だからこそアズベルグ以外どうでもいいと、あっさり敵を通過させてしまうような気もする。

「傭兵さんたちには、いったん〈翼の祈り〉と手を組んでシルディーンを陥おとして、それからゆっくり分け前を相談するとか、改めて決着をつけるとか、いろいろ選せん択たく肢しはあるし。何せ元々、手を組んできた歴史があるんだからね」

「そうね、とりあえず既き成せい事実を作ってしまってから考えても……、可能なら、戦いで双そう方ほうが弱ったところを一気に……」

　儲もうけ話の匂いがしてくると、立場を忘れて乗ってしまうアリシアだ。取り分はどうするのがいいのか、とうっかり考え始めてしまった彼女を、ルアークは懐なつかしそうに眺ながめて笑った。

「はは、相変わらず緊きん張ちよう感かんがなくていいね。悲ひ愴そうぶらないのはアリシアのいいところだけど、貞てい操そうの危機が迫せまってるんだから、ちょっとぐらい緊張したほうがいいんじゃないかな？」

「てい……？　あっ、あっ!!」

　貞操、という言葉に、アリシアは一いつ拍ぱく遅れて真っ赤になった。

　クロエが国王の寝所に呼ばれていないかどうか、心配している場合ではなかった。

　真なる聖女として再婚を迫られている自分こそが、そういう目に遭わされる可能性は高いのだ。

「……やっと自覚したみたいだね？　そう、政局がどう動こうが、このままここにいる限り、いずれアリシアはあの王様の餌え食じきにされるだけ」

　危機を思い知らせるように、ルアークは持って回った言い方をした。

「だったら、〈翼の祈り〉に来てくれたほうが得だと思うよ。『先生』は聖女アーシェルによる直接支配を行い、ゆくゆくは〈翼の祈り〉を信じるすべての国が聖女の意のままに動くようにしていくつもりだからね。第一階かい梯ていの男とも結婚せずにすむ上に、アリシア自身が数ヶ国を統すべる女王になれるんだ」

　呆然としながら、アリシアは一気に与えられた情報を頭の中で整理する。

　数ヶ国を統べる女王の税収はどれぐらいだろう、などということもちらりと頭を過よぎったが、アリシア好みの単語に紛まぎれて聞き流せない話がいくつか混じっていた。

「『先生』が……、〈翼の祈り〉を、動かしているの？　……ソルラスカ様を、殺して？」

「それは、アリシアが俺と一緒に来てくれるって約束してくれたら教えてあげる」

　茶目っ気たっぷりな言い方は軽いが、内容はあまりにも重い。

「ど……、どうして、『先生』のところに戻ったの？　いつから……？」

「だからそれも、一緒に来てくれるって約束してくれたら、教えてあげる」

　繰り返される「教えてあげる」が、会う人ごとに繰り返していた質問を思い出させた。

「──ファネリー・バルスタット女男爵」

　そっと口に出した名に、ルアークがかすかに瞳を揺らす。

「ルアーク、前にこの名前の方について、知っているようなことを言っていたわよね……？」

「そうだね。知ってる」

　初めて「魔法の呪文」を口にした時、ルアークも側にいたのだ。だがあの時は、下へ手たに口に出さないほうがいい名前、ということしか聞けなかった。

「それも、一緒に来てくれるって約束してくれたら教えてあげるよ、アリシア」

　今回の反応も似たようなものだ。やっぱりね、とがっかりしたが、ルアークにはもうひとつ聞きたいことが残っていることを思い出した。

「……ギゼがどうしているかも、教えてくれる？」

　虚きよを衝つかれたらしく、ルアークが驚いたように聞き返してくる。

「ギゼ？　なんで？」

　よほど驚いたのか、妙みように険のある聞き方にアリシアは慌あわてた。

「あ、あの、違うの。ナディール様が、気にしていらしたから」

　斜め右の牢のほうへと視線を投げたつもりで、実際には天井を見ているアリシアの言葉にルアークはうなずいた。

「ああ、なるほどね……」

　何か思い当たることがあるのだろう。低い声でつぶやいたルアークは、アリシアがそこを追及する前にいきなり話題を変えた。

「ナディールさんが知りたがってることまで気にするなんて、本当にアリシアは優しいね」

　そう言うルアークの唇にも、優しい、悲しそうに見えるほど優しい微笑みがある。

「時々、ちょっと誰にでも優しすぎるような気がしていたけど……でもしょうがないよね、聖女なんだから」

　もう一度微笑んだルアークの手が伸びてくる。反射的にアリシアは後ずさり、今度こそ牢の外を見た。

「邪魔しそうな人はいないよ。みんな寝てる」

　視線を読み取り、素早くルアークが言い添そえる。なんでもないような言葉に、背筋を冷たい汗が這はい下りたのを感じた。

「……殺した、の？」

　考えてみれば、さっきルアークが出現した時に放り出した食器はずいぶん派手な音を立てたはず。今までも結構長い間、この音の響きやすい牢内で話していたはず。

　再会の喜びに気を取られていたが、クロエやナディールはとにかく、牢番が様子を見に来ないのは変なのだ。アリシアを連れ出す、と堂々と宣せん言げんする声を聞き流すほど職務怠たい慢まんではあるまい。

「殺してないよ、ちょっと薬で眠ってもらっただけ。でも、アリシアが聖女アーシェルとして俺に命じてくれれば、誰でも殺してあげる」

　いつもどおりでいて、いつもどおりではない笑顔。命令を望む操り人形の笑み。

　寒気と同時に既き視し感かんを覚え、アリシアは記き憶おくを辿たどった。

　打ち捨てられた古ふる井い戸どの底。あれは今から一年と少し前、場所はアリシアの最初の嫁とつぎ先であるバスツール伯はく爵しやく家け。

　ルアークの兄・サイードを名乗っていたジェダから逃れようとして、ルアークと一緒に井戸に落ちた時と同じ眼をしている。

　一連の事件が終わった後、家族がいいんだ、とルアークは語った。

　そこまで思い出したアリシアは、知らずしゃんと背筋が伸びたのを自覚した。

　ルアークが生きていることが分かって嬉しかったけれど、もうそれだけでは満足できない。

「家族」と過ごす「贅沢」を守るためには、戦うしかない。

「……ごめんなさい、ルアーク。すごくいいお話のような気もするけど、私は聖女アーシェルじゃないわ。夫が、いるし」

「公式に、それは否定されているはずだけど？」

　ルアークに面と向かってそう言われるのは、痛かった。堪こらえるようにうつむいたアリシアに、ルアークは優しい声でささやきかけてくる。

「アリシアは何も心配しないで、今までどおりいっぱいご飯を食べて寝て、にこにこしてればいいんだよ。面倒くさいことは、俺と『先生』が全部やってあげるから。ね、だから、一緒に来て」

　伸びてきた手が、出し抜けにアリシアの左手に触れる。

　そのまま指輪が外されようとしていることに気づいたアリシアは、思わずばちん、と音を立ててルアークの手を叩いた。

「……痛い」

　本当にルアークがその気なら、アリシアに意識さえさせずに指輪を抜き取れたはず。抵てい抗こうも折り込みずみの行動だったはずなのに、アリシアの力で叩かれても平気なはずなのに、なぜかルアークはひどく実感のこもった声で「痛い」とつぶやいた。

「あっ、ごめんなさい……でも眼を覚まして、ルアーク!!」

　想像以上の反応に驚きながらも、アリシアは打ったばかりの「息子」の手を握って訴うつたえる。

「ルアーク、お願い、私は国王陛下に奪われたすべてを取り戻したいの！　今までどおり、カシュヴァーン様と、ルアークと、『家族』みんなで暮らしたいの!!」

　アリシアが帰るところはもう、生まれ育ったフェイトリンではない。シルディーン王宮でもなければ、〈翼の祈り〉の本拠地でもない。

　年中寒気と湿気に苦しめられるアズベルグのさらに辺境、暗い森の中に佇たたずむ怪あやしいライセンの屋や敷しき。あそこしか考えられない。

「お願い、『息子』として協力して!!　まずはカシュヴァーン様を探してほしいの。あの方さえ見つかれば、すぐにアズベルグは取り戻せなくても、ひとまずレイデン家を頼っ……!!」

　衝しよう撃げきで残りの台詞が飛んだ。

　急に表情を軋きしませたルアークが、アリシアを壁に押しつけてきたのだ。

　軽く背中を打ってしまったが、痛みはそれほどではない。むしろ、肩を押さえつけているルアークのほうが、よほど苦しそうな顔をしている。

「ご、ごめんなさい、そんなに手が痛かった？　謝るわ、でも」

「──いいかげん、その『息子』扱いはやめてくれないかな」

　押し殺した声が、アリシアの耳に届いた。

　驚いてまじまじと見つめたルアークの口元には、皮肉っぽい笑みが刻きざまれている。そういう表情をすると、彼はひどく大人びて見えた。

「分からないの？　家族ごっこは、もう終わったんだよ」

「……え……？　なに、言って」

　たぶん、心の防衛機能とやらが理解を拒きよ否ひしたのだろう。聞き返しそうになって、思いとどまる。

　自覚もないまま、するすると頰を伝い落ちた涙の冷たさで気づいたのだ。

　ルアークが口にした言葉も、それが本心かどうかも、本当はちゃんと分かっているのだと。

「……ごめん、なさい。気が、つかなくて……」

　自分を疎うとんでいた兄を殺したことを、ずっと引きずっているルアーク。彼にとって、「家族」は決していい思い出ばかりのものではない。

　そんなことは分かっていたはずなのに、今夜限りの噓うそでいいと言われていたのに。一瞬の感傷につけ込んで、延えん々えんと「息子」扱いし続けてきた。

　両親を失って以来、「家族」を求めていたのはアリシアのほうだったのに。

「『息子』扱いなんて、本当は迷めい惑わくだったのね。鈍にぶくてごめんなさい。私、ルアークも喜んでくれていると思って……本当に、ごめんなさい」

　深々と頭を下げて謝るアリシアには、ルアークの表情が見えない。

　けれど確かめるのが怖くて、顔を上げられないアリシアに静かな質問が降ってきた。

「ねえアリシア。俺のこと、好き？」

　これもいつか、井戸の底で聞いた言葉だ。

「……好きよ」

「息子」扱いを否定されても、それには自信を持って答えられる。おそるおそる姿勢を戻して見つめたルアークの顔に笑みはなく、ひたすらにじっと、こちらを見つめていた。

　笑ってはいない、でも怒ってもいない。ただ、アリシアの答えを待っている。

「た、たとえ『息子』じゃなくても、ルアークは私にとって大切な人よ」

　沈黙に促うながされ、アリシアはそっと口を開いた。

「何度も助けてもらったし、いつも優しくしてくれたし、おしゃべりが上手で、器用で強くて、なんでもできて、自じ慢まんの『息……』じゃない、大切な、ええと、お、お友達、よ」

　どうしても慣れた単語が口を衝つく。途中で訂てい正せいしたのだが、ルアークは気分を害したようだ。瞳の端はしを歪ゆがめ、吐き捨てる。

「友達、か」

　アリシアの予測とは違う部分が気に障った様子だが、いずれにしろ機き嫌げんが悪くなったのは間違いない。いつもへらへらと軽けい薄はくに笑っている分、まともに怒りを示されるとひどく怖かった。

「ご、ごめんなさい、友達も嫌……？　知人……？　使用人……？　通りすがり……？」

　ルアークが望むなら、彼との関係はどんな形でもいい。だけど全くの他人になるのは嫌で、なんとか妥だ協きよう点てんを探そうとするアリシアを見つめるルアークの表情が、また苦しそうに歪んだ。

「きゃっ……!?」

　突然、一層強く壁に押しつけられる。

　ルアークに抱きしめられたのだ、と分かった瞬間、アリシアは訳が分からなくなって反射的にその体を抱き返した。

　カシュヴァーン相手ならまず「おなかが痛」くなるだろうし、ディネロやゼオルディスであれば悲鳴を上げるだろう。けれど、ルアークにはそうするのが自然に思えた。

　先ほどきっぱりと否定されたばかりではあるけれど、「息子」に抱きつかれれば、「母」は優しく抱き返すものだから。

「どうしたの、ルアーク、どこか痛いの……？　もしかして、また足を折ったの……？」

　その、純じゆん粋すいな気遣いに満ちあふれた問いかけを聞いた途端、ルアークはびくっと肩を震わせた。そのまま声もなく、へなへなとその場に崩くずれ落ちる。

「あ、あら、やっぱり!?　大変、ええと、鉄格子は添え木になるかしら!?」

　混乱したアリシアのドレスの裾すそを、何かが軽く引いた。

　視線を落としたアリシアは、またルアークが足元にひざまずいていることに気づいた。先ほどよりさらに姿勢が低く、深々と下がった頭は今にも床につきそうだ。

「ルアーク、その体勢は折れた足には」

「俺だけのじゃなくていいから、みんなの聖女になって」

　アリシアの勘かん違ちがいを無視して、ルアークは急にそんなことを言い始めた。

「王様のものにも、カシュヴァーンおにいちゃんのものにもならないで」

「……ルアーク……？」

　すっかり面食らってしまっているアリシアのドレスの裾に、ルアークは唇を寄せる。

「そうしてくれたら、俺はアリシアの下僕になるよ。『先生』からだって、王様からだって、一生守ってあげる」

　わずかばかり持ち上げられた裾に、敬けい虔けんな口づけが落ちる。

「息子」がするものではない、それは殉じゆん教きよう者しやの口づけだった。














　固まったまま、どれぐらいそうしていただろうか。

「──ルアーク」

　とりあえず、足は無事らしいと理解したアリシアは、彼の名を呼びながらその場にしゃがんだ。

　聖女なら、あるいは女王なら、見下ろしたまましゃべるのが妥当だろう。生あい憎にくとアリシアはそんな大層なものではないから、はっと顔を上げたルアークと視線を合わせて語りかける。

「何に怯おびえているの？　『先生』が怖いの？」

『息子』扱いはやめてくれ、家族ごっこはもう終わった。そう言われてしまったけれど、離れてなおカシュヴァーンへの愛が揺らがないように、ルアークとの絆きずながこれでなくなってしまったとは思わない。

　ただの自うぬ惚ぼれかもしれない。でも、明らかにルアークの態度はおかしいのだ。

　きっと最強の暗殺者である彼を唯ゆい一いつ打ち負かせる存在である、『先生』に脅おどされているに違いない。金品で動く性格ではないことは、給料など払っている様子もないのにずっとアリシアたちを守ってくれていたことで証明ずみだ。

「大丈夫、『先生』にルアークをいじめないように言ってあげるわ。私は聖女アーシェルじゃないけど、『先生』がそう思っていらっしゃるなら、効果はあるわよね」

　使えるものは使う主義のアリシアである。真の聖女アーシェルと言われても全くぴんと来ないが、そう名乗ることで大切な人を救えるなら、迷うことはない。

「心配しないで、ルアーク。あなたが私のことを嫌きらいでも、私にとっては大事な、ええと……ごめんなさい、やっぱり、『息子』とか、『弟』とか、そういうものだわ。だから、私が守ってあげるから……、贅沢を言うけど、帰ってきて。お願い」

　手を伸ばし、ルアークの銀髪に触れる。

　カシュヴァーンの髪なら何度か触れたことがあるが、そういえばルアークのそれに触れるのは初めてではないだろうか。かすかな火灯あかりに光る銀の髪は、猫ねこのように柔やわらかで、触り心地ごこちがよかった。

「お願い。カシュヴァーン様とあなたがいるところが、私の家なの。二人が揃わないと、私、家に帰れないの……」

　ノーラは最早レイデン家の人間だ。可能なら月に一回ぐらい帰ってきてほしいが、そんな頻ひん度どで呼びつけていたら、セイグラムが嬉き々きとして「それほどまでにこのメイドが必要であれば、謹つつしんでお返しします」などと言い出しかねない。

「帰ってきて。そして、一緒に家に帰りましょう……」

　触れた瞬間びくりと身じろいだルアークだが、辛しん抱ぼう強づよくアリシアがその頭を撫でながら願いを口にするうちに、その場にぺたりと座り込んでしまった。

　さながら迷子になっていた犬が、やっと飼かい主ぬしのところに戻ってきたような構図だ。

　だがうつむいたルアークの表情は、ひどく切なそうだった。

「ルアーク……」

「二番って、こんな気分なんだ」

　何か言ってほしくて、もう一度名前を呼ぶと、ルアークがぽつりとそんな言葉を漏もらした。

「一番ってしんどいって思ってたけど、贅沢だったんだね、俺。……今度ギゼに謝るよ」

　指先から猫毛の感触が消える。

　あっと思った時には、ルアークの姿は牢の外にあった。かちゃり、と音を立てて、鍵かぎがかけられる。

「ルアーク！」

　慌てて立ち上がり、鉄格子にすがるアリシアにルアークが悲しそうに微笑んだ。

　次の瞬間微笑みも何もかも、その姿は視界から消えてしまう。風の動きさえ残さない、見事な身のこなしは、今思えば『先生』の鍛たん錬れんによるものだったのだろう。

「ルアーク、待って！　行かないで!!」

　たぶんもう、この牢内にはいない。

　分かっているけれど、アリシアは天井に向かって叫ばずにはいられなかった。先ほどのクロエのように、いつかのゼオルディスのように。

「ルアーク、ルアーク！　ごめんなさい、『家族』じゃなくていいの、通りすがりの第三者でもいいから！　あなたといたいの、帰って来て……!!」

　ルアークの身のこなしなら、もう図書館も出てしまっているに違いない。だけどわずかな希望にすがりたくて、アリシアは懸けん命めいにその名を呼び続けた。

「ルアーク……!!」







　喉もかれるほどに叫び続けて、どれぐらい経たっただろう。

　アリシアの祈りが通じたのだろうか。

　わずかな火灯りにもきらきらと輝く、青みがかった銀髪が視界の隅に映うつった。

「ルアーク、戻って来てくれたのね!!」

　その色だけで判断し、瞳を輝かせるアリシアに、恐きよう縮しゆくしきった声がかかる。

「あ、あの……、も、申し訳ありません、ルアークでは、なくて」

　やって来たのは、確かに銀髪の持ち主だった。

　だが彼女は女性で、まるで雪の妖よう精せいのような儚はかなげな美び貌ぼうの持ち主であり、何よりも腹部が丸くふくらんでいる。

「……『娘』と呼ばなかったから、怒らせてしまったのかしら……？　あら、違うわ、まあ……、妃ひ殿でん下か!?」

　出産が近いと噂のゼオルディスの妻、王おう妃ひミューゼ・フィラル・ド・シルディーンが頭ず巾きんに顔を隠して薄暗い通路に立っていた。








　第三章　初恋は実らない







　ルアークのことは無論気にはなったが、牢ろうに鍵かぎをかけられてしまった以上、追いかけることもできない。

　深呼吸して気持ちを切り替えると、アリシアはミューゼに挨あい拶さつをした。

「ごきげんようございます、妃ひ殿でん下か。でも、一体どうなさったのですか？」

　時刻はすでに夜のはず。体調不良で謁えつ見けんの間まにもいなかったミューゼが、なぜここにやって来たのだろう。

「……陛へい下かに、お聞きしたのです。アリシア様がいらして……、図書館の牢に、あなたを入れたと……」

　一いつ瞬しゆんゼオルディスもいるのかと思い、身を硬かたくしたアリシアにミューゼは人目をはばかる様子で続けた。

「大丈夫です。今は陛下も、他の人間もいませんわ。その、それどころか見張りの兵士が倒されているようなのですけど、例の暗殺者が来ていたのですか……？」

　どうごまかそうかと思ったが、「例の暗殺者」という言い方を聞く限り、ミューゼもルアークの存在を知っているようだ。国王か兄フロリアンが話しているのだろう。

「……ええ、実は。でも、……急に、帰ってしまいました」

　聞いていなかったのなら、真の聖女アーシェル云うん々ぬんはひとまず伏ふせておいたほうがいい、とアリシアは珍めずらしく慎しん重ちように判断した。何せミューゼは、ゼオルディスの妻なのだ。

　ミューゼが自みずから話すかどうかはともかく、あのゼオルディス相手に彼女がしらを切り通せるとは思えない。『先生』が牛ぎゆう耳じる〈翼つばさの祈いのり〉が強くアリシアを求めていることが伝われば伝わるほど、貞てい操そうの危機は迫せまってくるだろう。

　それは、ゼオルディスのことを好きなミューゼにとっても、不利益になるはず。

　薄うす闇やみの中、白すぎるほど白い美び貌ぼうを見ながら考えるアリシアに、ミューゼはためらいながら切り出した。

「私の後うしろばかりご覧になっていらっしゃいますけど……、信じて下さい。本当に、私はひとりで来たのです。実は、アリシア様と二人きりでお話ししたいことがありまして……無礼を承しよう知ちでこうして忍んで参りました。お話しさせていただいても……、よろしいですか？」

「ええ、逃げることもできませんし」

　嫌いや味みのつもりもなくそう述のべると、ミューゼは申し訳なさそうに身を縮こまらせる。

「ご、ごめんなさい、陛下がひどいことを……あの……、ですけど、これからするお話次し第だいでは……、出して差し上げられるかと思いますので」

「まあ、妃殿下、私を助けに来て下さったの!?」

　びっくりして大声を上げるアリシアに、ミューゼが急いで唇くちびるに指を当ててみせた。

「お、お静かになさって！　ここは上に声が」

「ああ、ごめんなさい、響ひびくのですよね」

　出してくれるつもりなら人が来てもいいのでは、とも思ったが、まずは二人で話したいということなのだろう。それに、ルアークが眠らせた兵士たちの説明もしなければならなくなる。

　納なつ得とくしたアリシアは、こそこそとミューゼに話しかけた。

「でも、よくこの場所がお分かりになりましたわね。ここの入口は、たぶん私以外の人にも分かりにくいと思うのですけど」

　見張りが眠っているのだから、ミューゼは隠かくされた入口からひとりで入ってこなければいけなかったはずだ。地下牢のことぐらいはゼオルディスに聞いているかもしれないが……、と思いながらの問いに、ミューゼは物もの憂うげに瞳を伏せた。

「……陛下にお聞きになっていないのですか？」

「何をですか？」

「私は昔……、よくここに通かよっていたのです。ゼオ様の、お世話をするために」

　ささやくように伝えられた言葉を聞いて、アリシアは本棚を振り返った。

「じゃあ、この牢は、やっぱり」

「……はい。昔、ゼオ様が閉じ込められていた牢です」

「まあ……」

　仮説を肯こう定ていされたアリシアは、同時にゼオルディスがミューゼを王妃にと望んだ理由にも深く納得した。

　自分同様、ミューゼが貧びん乏ぼう貴族の娘であることは知っている。このとおりの儚はかなげな美少女ではあるが、実際に妻に娶めとるなら、地位も財産もある家の女をと思うのが一般的な貴族の男だろう。

　ましてゼオルディスは一国の王なのだ。エルティーナもさっき言っていたとおり、王族の結婚は本人の意思だけで軽々しく決められるものではないのに、あえてミューゼを選んだ理由が今なら分かる。

　なんらかの理由でこの牢に閉じ込められていた王子を、甲か斐い甲が斐いしく世話する女性。そんな彼女に次第に心惹ひかれていく王子。

　なんと王道の展開だろう。実は少女向けの恋愛小説が大好きなエルティーナあたりに聞かせたら、喜んでもらえそうだ。

　もっとも、エルティーナも降こう嫁かしたとはいえ王家の一員なのだから、ゼオルディスが幽ゆう閉へいされていた事情には詳くわしいのかもしれない……、などと考えつつ、尋たずねる。

「あの、でも、どうして王子が、ここに閉じ込められていたのですか？　人格の矯きよう正せいのためと、さっき……い、いえ、風の噂うわさで、お聞きしたことがありますけど」

　危あやうくルアークのことを口に出しそうになり、なんとか方向修正する。まずかったかしら、と不安を覚えたアリシアだったが、ミューゼは感かん嘆たんのため息を吐いた。

「アリシア様は、本当に大だい胆たんな御お方かたなのですね。大たい抵ていの方は、たとえそうと知っていても、王家に睨にらまれるのを恐おそれて口にしませんのに……」

　権けん威い失しつ墜ついが嘆なげかれて久しいシルディーン王家ではあるが、無意味に不ふ興きようをかう理由もない。カシュヴァーンやルアークなども、ゼオルディスと王家の秘密について明らかに何かを知っている様子ではあったが、表立ってそれを口にすることはなかった。

「そういう方だから……、ゼオ様も、これほどまでにあなたに執しゆう着ちやくしていらっしゃるのですね」

　しみじみと語るミューゼは、つい先日結婚式を挙あげたばかりの新にい妻づま。おまけにその腹には、産み月も間近という子供がいる。

　この状況で夫に他の女へ色目を使われ、腹が立たない妻はいないだろう。胎たい教きようにも悪いことこの上ない。

　なのに、やっぱり私は眼が悪いんだわ、とアリシアは思った。

　なんだかミューゼが、ほっとしているように見えたのだ。

「あの、誤解なさらないで下さいね、妃殿下。私は国王陛下のことなんか、大っ嫌きらい！　ですから」

　思いきり抑よく揚ようをつけて言っても、ミューゼは微び苦く笑しようするだけ。余計に誤解されている気がしたので、アリシアは一生懸けん命めい説明した。

「その、陛下が大胆な女性がお好きなら臆おく病びようになりますし、眼鏡めがねがお好きなら眼鏡を外はずしますし、小さい胸がお好きならどうにかしてふくらませますし、とにかくあらゆる手段を使って嫌われたいぐらい嫌いですから、気にしないで下さい。多額の持参金を用意できない、さほどの爵しやく位いをお持ちでもない方をお妃きさきに選ばれたのは、ずっとご自分の世話をして下さっていたあなたのことがお好きだから」

「──アリシア様」

　熱心になるあまり失礼なことをまくし立てていたアリシアを、ミューゼがおもむろに呼んだ。

　決意を秘めたその顔は、いつになく毅き然ぜんとして見える。

「アリシア様。私がここへうかがったのは、アリシア様に陛下の求婚を受けてほしいからです」

「……えっ!?」

　あまりにも驚いたので、牢中に響き渡るような大声が出てしまった。

　慌あわてて自主的に口元を覆おおったアリシアだが、混乱までは収められず、おろおろしながらつぶやく。

「もが、えっ、だって、すでに妃殿下が……」

「私のことなど、どうぞ気にしないで下さい。大体、このままアリシア様が拒こばんでいても……あの方はきっと、力ずくであなたを意のままにするでしょう」

　似たようなことはさっきルアークも言っていたし、実際そうだろうとは思う。

　しかし、ではゼオルディスとの再婚を承しよう諾だくできるかと言われれば、答えは「いいえ」だ。

「……そうかもしれません。ですけど、私には夫があります。……たとえ誰ひとり、そうと認めてくれなくても」

　ルアークに面と向かって意地悪く否定されたことを思い出すと、息が詰つまりそうだ。それでも、アリシアだけはこう言い続けなくてはならない。

　私の夫は、カシュヴァーン様だけです、と。

「ええ、もちろん、アリシア様がライセン強きよう公こう爵しやくのことを愛していらっしゃるのはよく存じています」

　それでもと、ミューゼも態度を変えない。

「ですけど、陛下はとてもあなたのことがお好きなんです。おっしゃるとおりの貧乏貴族の出で財産もなく、体も弱く、人付き合いも苦手な私などより……アリシア様のほうが、王おう妃ひには相応ふさわしいですわ」

　熱意をこめて説得を試こころみるその姿は、いつも兄フロリアンの陰かげに隠れ、ゼオルディスの言いなりになっていた少女とは思えなかった。あまりの落差に、アリシアは思わず眼鏡を直してしまう。

　だが白かった頰ほおを紅こう潮ちようさせ、言い募つのるミューゼの姿も態度も一向に変化しない。それどころか、アリシアの反応の悪さに焦じれたのか、驚きの提案まで始めた。

「アリシア様が陛下の求婚を受けて下さるのなら、あなたが正せい妃ひに……ただひとりの王妃になられればいいのです。ご希望であれば、私は王妃の座を降りて、兄と一緒に実家に帰ります」

「ええっ!?」

　最も早はや声を抑おさえていられず、アリシアは鉄てつ格ごう子しを握にぎり締めて訴うつたえた。

「そんな、妃殿下は陛下のことがお好きなのでしょう!?　いけませんわ、おなかにお子様までいらっしゃるのに、そんなことをおっしゃらないで!!」

　愛する人と引き離されるつらさは、アリシアももう十二分に味わった。

　その苦しみをアリシアに与えたのがゼオルディスというのは問題だが、いくら彼とミューゼが夫婦であっても、罪まで分かち合う必要はないはずだ。

　だがミューゼは弱々しく首を振って、

「いいのです。元々王妃など、私には過ぎた役目なのですから……私は兄と二人、ひっそりと生きていけさえすれば満足できる、つまらない女なのです。ですからどうか、私に遠えん慮りよなどなさらないで」

「けど、あの、きっとおなかのお子様は王家に渡せと言われてしまいますわよ!?　下へ手たをすれば、わ、私の子ということにされてしまって、二度と会わせてもらうこともできなくなってしまうかもしれませんわ!!」

　この手の展開も、アリシアの好きな本にはよく出てくる。大抵身分の低い愛人が、意地悪な正妻あたりに子供だけ奪うばわれて追い出され、あとで出生の秘密を知った子供が復ふく讐しゆうを誓ちかうのだ。

　腹を痛めたことこそないが、アリシアはすでに二人の『息子』の母。ついさっきひとりには否定されてしまったけれど、だからこそ、愛する子供と引き離されるつらさもよく分かる。

　アリシア自身も「娘だけは」と見栄を張りすぎて、ついには死んでしまった両親の娘だ。ミューゼから「妻」の座どころか「母」の座まで奪ってしまう可能性があるのに、この状況でゼオルディスと結婚などできない。

　しかしミューゼの反応は、いたって淡たん泊ぱくだった。

「……産めばそうなるでしょうね。ですが、それも承知の上です」

　どこか遠い眼をして、ふくらんだ腹を見み下おろす。

「アリシア様は優しい方ですから、きっといいお母様におなりですわ」

　まるでそうと決まったかのように、他人事のような態度でミューゼは言った。

「……妃殿下……？」

　ここに至りアリシアは、なんとなくおかしい、と思い始めた。

　一見、ミューゼはあくまで低姿勢なのだ。なのになぜか、妙みような圧迫感を感じる。

　まるでゼオルディスと再婚してくれなくては困る、ぜひそうしてほしい、とでもいう風ふうに。

　以前にも似たようなことがあったような気がして、眉まゆ根ねを寄せたアリシアの脳のう裏りにいくつかの記き憶おくの断片が浮かんだ。肩かた先さきあたりで切り揃そろえた髪かみ、意外に豊かな胸、何かあるとすぐ失神。

　すべてを繫つなぎ合わせると、報むくわれぬ想いに目元を赤く腫はらした少女の姿が完成した。

「そうよ、コゼット様だわ……」

　故イーダルの数多い庶しよ子しのひとりであり、現在はアズベルグ家に身を寄せているコゼットだ。ディネロにひそかな想いを寄せていた彼女は、己おのれの本心とは裏腹に、アリシアに想い人との再婚を勧すすめてきた。

　しかし、なぜだろう。

　コゼットとミューゼの行動は、似ているけれどどこか違う気がする。

　ディネロを想えばこそ、彼の恋の成じよう就じゆを祈るコゼットのいじらしい姿は、今のミューゼには重ならない。

「妃殿下は、本当に国王陛下のことをお好きなのですか？」

　気づいたら、そう口に出していた。







　鉄格子の向こうでミューゼが絶句している。

　完全に虚きよを衝つかれたらしく、わなわなと唇を震わせている彼女に、アリシアは急いで謝罪を始めた。

「あっ、え、ええと……ご、ごめんなさい、私ったらなんてことを!!」

　初夜どころか子供まで作った男への愛を疑うなど、非常識もいいところだ。ゼオルディスがミューゼを娶った経いき緯さつを考えれば、貴族にありがちな政略結婚でないことは歴然なのに。

「あ、あの、ええと、私が今言ったことはどうぞお忘れになって下さい。その、と、とにかく、もう妃殿下はいらっしゃるので、私は妃殿下にはなれません。なぜなら、すでに妃殿下がいらっしゃるからで」

　挽ばん回かいしようとがんばるアリシアを、ミューゼは静かに見つめて、言った。

「アリシア様は、やっぱり、すごい方ですね」

「ご、ごめんなさい、私ってばつい思ったことを口に出してしまうんです！　申し訳ありません、でもできればここから出していただけると嬉うれしいんですけど」

　慌てつつも図ずう々ずうしい台詞せりふを聞き留とめ、静かな声が冷静に聞き返してくる。

「……それは、陛下との再婚を承知して下さる、という意味ですか？」

「いいえ！　違います。あの、わ、私は、本当に、国王陛下のことが大嫌いですから!!」

　そういう意味ではない、と強調するアリシアに、ミューゼが微笑む。

「あの方を好きになれる女なんて、いませんわ」

　よくできた人形のように整った顔が皮肉な笑みに歪ゆがむのを、アリシアは最初自分の視力のせいだと思った。

　だが次の瞬間、ミューゼは絞しぼり出すような声でこう叫さけんだ。

「私、私も……、本当は、あんな人……、大っ嫌い!!」

　澄すんだ水色の瞳の奥に炎が見える。

　アリシア自身がつい最近、自分の中に見たものと同じ。それは怒りと憎にくしみの火だった。







　言葉もなく、アリシアは呆ぼう然ぜんとミューゼを見つめていた。

　何度もこの耳で、彼女がゼオルディスに「好きです」と語るのを聞いた。確かにいつも、ミューゼのほうが積極的にそう語った訳ではなかったように思うが……

「噓うそを……、ついていらっしゃったの？」

　ミューゼは黙だまっているが、否定する様子もなかった。

「なぜ……？　王妃としての、地位と名めい誉よと財産を得るためですか？」

　アリシア自身、最初は打算でカシュヴァーンと結婚したのだ。貧乏貴族の生活から抜け出したかったのだろうか、との問いに、ミューゼは大きく首を振った。

「み、みなさんそういうことをおっしゃいますけど、違います……！　どんなに貧乏でも構いません、私はただ、お兄様と二人きりで静かに暮らせれば、それでよかったのに……!!」

　アリシアほどはっきり聞く者は少ないだろうが、この手の詮せん索さくは多かったのだろう。泣きそうに顔を歪めて否定するミューゼの指先は、大きくふくらんだ腹に食い込んでいる。

「あ、あ、だめです、妃殿下、おなかの子に障さわりますわ!!　財産目当てでなければ……、まさか、お兄様について脅おどされていらっしゃるの!?」

　バルロイのためにと、ゼオルディスに従うレネの姿が脳裏を過よぎった。ミューゼがぎくりと顔を強こわ張ばらせる。

「まあ、やっぱり！　そうですわね、世界でたったひとりの、大切なお兄様ですもの……」

　──先ほど姿を消したルアークも、実の兄にひどく執着していた。兄弟のいないアリシアであるが、「家族」を想う気持ちは分かるつもりだ。

　いつも伏し目がちで、めったに感情を表に出さないミューゼが反応するのは、ゼオルディス以外は兄のフロリアンに関してだけ。あの仮か装そう舞ぶ踏とう会かいの夜など、兄とアリシアの間に割り込もうとしてアリシアを突き飛ばしさえしたではないか。

　そういえばあの時、ゼオルディスはミューゼの懐かい妊にんをフロリアンに告つげたのだ。

　ミューゼは目め尻じりに涙を浮かべていたが、無理もないと今なら分かる。好きでもない男の子を孕はらんだと、家族に知られるのはつらかったのだろう。

「そ、そうです。たったひとりの……、大切な、人なんです」

　同情を示したアリシアに、ミューゼはすがる瞳ひとみを向けてくる。

「ですから……、助けて下さい、アリシア様……！　このままでは私は、あの方の子を産まされてしまいます……!!」

　しかし、涙ながらのミューゼの懇こん願がんに、アリシアはなんと答えればいいのか分からない。

　もちろんゼオルディスと結婚などできないし、腹の子についてはなおのこと無理だ。聖女でも女神でも女王でもない身には、都つ合ごうのいい奇き跡せきなど起こせない。

「……私は……」

　だからといって無む下げに突き放すことも難しく、アリシアは眉根を寄せて黙り込んでしまった。

「……あの、全く話は違いますけど……、妃殿下は、ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやくという名前について、何かご存じ？」

　ひとつには重い空気を変えたくて、ひとつにはミューゼなら教えてくれるかもしれないという希望から、アリシアはそう尋ねてみた。

　途と端たんに、びくっとミューゼが肩を震ふるわせる。明らかに彼女も何かを知っているようだが、それを口に出す危険性についても理解しているのだろう。

「ご、ごめんなさい、いいんです、とりあえず陛下以外の方には聞いてみているだけなので」

「……いいえ。そうですか、そんなことまでご存じなのですね……」

　しみじみとつぶやいたミューゼが、何か言いかけた。アリシアは我知らず身を乗り出したが、ミューゼは舌に乗せかけていた言葉を直前で変えてしまった。

「それについては……、陛下と結婚なされば、嫌いやでも知ることになりますわ」

　結局話が戻ってしまった。アリシアはまた、無言になるしかなかった。

　と、重い沈ちん黙もくに支配された牢内に、突然ぱちん、と乾いた音が響いた。







「えっ？」

　驚いてあたりを見回したアリシアたちに、拍はく手しゆと靴くつ音おとが近づいてくる。

　ぱち、ぱち、ぱち、ぱち。こつ、こつ、こつ、こつ。場違いに楽しげなそれらの音は石壁に反はん響きようして鳴り響き、まるでお芝しば居いの幕開けのようだわ、とアリシアは一瞬考えてしまった。

　下らない妄もう想そうに応こたえるように薄闇から進み出てきたのは、芝居がかったしぐさで手を打ち鳴らす「図書館の幽ゆう霊れい」。

　背後に無表情のレネを従えた、国王ゼオルディスだった。

「久しぶりにお前の大声を聞いたな、ミューゼ」

　にやりと笑うその顔を見て、アリシアもミューゼも本物の幽霊を見たかのように真まっ青さおになった。ミューゼなどコゼットよろしく気を失いかけたらしく、鉄格子にしがみついて体を支えている。

「い、いつから、いらした、の……？」

「ここに下りてきたのは、『あんな人、大嫌い』のすぐ後だな」

　おそるおそるアリシアが発した問いに、ゼオルディスは平然と答えた。

「だが、『あんな人、大嫌い』の前、ミューゼがここに来てしゃべったほとんどのことは、上で聞いていた。俺がここを出てから少し改築したんでな、隠してある通信管に耳を澄ませば、よほど小さな声じゃない限り聞こえるのさ」

　くすくすと笑ったゼオルディスは、今にもその場にへたり込みそうなミューゼを見つめて笑った。明るく、快かい活かつに。

「馬ば鹿かな女だ。お前が夜中にこそこそ出かけていくのを、俺が見み逃のがすとでも思ったのか？　自分に兵士の眼を盗む能力があるかどうかぐらい、少し考えれば分かるだろうに」

　最初から、ゼオルディスは妻の行動を読んでいたのだ。何も言えないミューゼをいたぶるように眺ながめた後、彼はアリシアに同意を求めてきた。

「本当に、馬鹿な女だ。そう思わないか？　なあアリシア」

　その冷静な態度にこそ驚いて、思わずアリシアは聞いてしまう。

「お……、驚いて、いらっしゃらないの？」

「何に対して？」

　すかさずゼオルディスが聞き返してきたので、アリシアはできるだけ言葉を選んで問いを重ねた。

「妃殿下が、その……陛下のことを……、大、いえ、す、好きではないと」

「ああ、そんなことはとっくに知っていたからな」

　涼すずしい顔でゼオルディスがくれた答えに、アリシアはますます当とう惑わくしてしまう。

「え……、妃殿下に嫌われている、とご存じで、でも結婚、妊にん娠しん……、え？」

「嫌い」という感情を思い出して間もない身には、二人の関係は複雑すぎる。

「まあ確かに、男性は特に好きでもない女性とも関係を持てるという話ですけど……でも結婚……」

　理解に苦しむアリシアに、ゼオルディスはにやにやと笑って、

「驚いてほしかったのか？　それは悪かったな。じゃあお礼に、俺がお前を驚かせてやるよ」

　混乱しているアリシアの心を、さらに引っかき回すようなことを言い出した。今はいいです、と言いかけたアリシアより早く、ミューゼが反応した。

　夫が何を話そうとしているか察したのだろう。飛びつくようにして口をふさごうとしたその両手を、ゼオルディスは難なく摑つかみ留めてしまった。

「よせミューゼ、腹の子に障る。王子であれ王女であれ、子ができにくいシルディーン王家にとっては貴重なんだ。丈夫な子を産んでもらわないと、亡なき父上とイーダルに申し訳が立たないじゃないか」

　まるで、子供さえ産んでくれればお前はどうでもいい、と言いたげだ。唇を嚙かむミューゼを、ゼオルディスはレネに向かって突き飛ばした。

「陛下、乱暴はおやめになって！」

　はらはらするアリシアだったが、レネは自分より背の高いミューゼをしっかりと受け止めた。一見細く見える彼女の手は恐るべき力を発し、もがくミューゼを摑んで放さない。

「俺のことを好きになれる女なんかいない、という指し摘てきには同意するがな。お前にとってはどんな男だって、兄貴以外は無価値なんだろう？」

　動けなくなったミューゼを心地ここちよさげに見ながら、ゼオルディスが思わせぶりなことを言い始めた。

「陛下、確かに私もあなたのことは大嫌いですけど、世界中探せばひとりぐらいはあなたでもいい、という女性はいらっしゃるのではないかしら。地位と名誉と財産さえ手に入れば、後はどうでもいいという方は意外に」

「そう、ミューゼはフロリアンのことが大好きなんだ」

　とりあえず言ってみたアリシアを無視して、ゼオルディスは勝手に話を進める。

「ええ、それは今、お聞きしましたけど」

　訳が分からず、首を傾かしげるアリシアを見るミューゼは顔面蒼そう白はくになっている。悪阻つわりが悪化したのか、もどすようなしぐさをした彼女の反応を楽しむように見ながら、ゼオルディスは決定的な言葉を口にした。

「兄としてじゃない。男として、恋の相手として、あいつのことを見ているんだ」

「……えっ……、えっ？」

　ぽかんとしているアリシアを尻目に、ゼオルディスが天てん井じようのほうを向いて大声を出す。

「なあ、そうなんだよな？　フロリアン!!」







　がしゃん、がしゃんと賑にぎやかな音が息せき切って近づいてくる。

　隠された階段を駆かけ下り、暗がりから現れたのは、妹以上に顔色を白くした銀髪の美青年。ミューゼの兄であり、ゼオルディスの近きん侍じであるフロリアン・マーベルだった。

　国王の義あ兄にとして伯はく爵しやく位いを得た今も、「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」のあだ名を体現する古めかしい鎧よろい姿は変わらない。歩くたび派手な音を立てるその足は、自分と同じ水色の瞳と眼が合った瞬間ぴたりと止まった。

　蠟ろうのように白くなった美貌の中、右眼の下の泣きぼくろが奇妙に浮いて見える。

「マ、マーベル伯爵様、ご、ごご、ご機き嫌げん、よう……」

　常に挨拶を忘れないアリシアは反射的に声をかけてしまったが、フロリアンは無言だ。無言でひたすらに、ミューゼを凝ぎよう視ししている。

「──おにい、さま」

　吐き気さえ忘れたのか、ミューゼがひと言そう呼ぶと、フロリアンはおもむろに口を開いた。

「噓だよな」

　問い詰めるようなその言葉は鋭するどいが、どこか懇願するような響きを持っていた。

「陛下の、いつもの戯たわむれだよな。お前はそんな……、そんな女では、ない、よな」

　いつもゼオルディスに伴ともなわれていたフロリアン。彼はきっと、主あるじに命じられるまま通信管で牢内でのやり取りを聞いていたのだろう。何かあればすぐに踏ふみ込んでこい、とでも言い含ふくめられて。

　妹と違って露ろ骨こつにゼオルディスに反はん抗こう的てきであっても、命令には忠実なフロリアンだ。言われるままに、妹たちのやり取りに耳を傾け……とてもそんなことをしていられなくなり、慌てて駆けつけたのだと思われた。

「お兄様」

　ミューゼも、兄がすべてを知ったことを理解したようだ。そしておそらく、兄が求める言葉も理解している。

　けれど美しい瞳からは、はらはらと涙がこぼれるばかり。

　形良い唇から漏もれ出るのも、フロリアンの望むきれいな噓ではない。

「ごめんなさい、お兄様。私は悪い妹です。誰よりも清らかなお兄様には、相応しくない女です」

　ふくらんだ腹部に爪つめを立て、ミューゼは悪い熱に浮かされたようにしゃべり続ける。

「でも、ああ、ごめんなさい、赦ゆるして、ごめんなさい……!!」

　赦しを乞こうということは、罪を認めたことと同意義だ。

　さすがのレネも動どう揺ようしたのか、一瞬緩ゆるんだその腕うでからミューゼが白い鳥のように飛び出した。銀の髪が宙を踊り、同じ色の髪をした愛いとしき青年へと向かう。




　がしゃん、と派手な音がした。




　すがろうと伸ばされた妹の指を、フロリアンが強く振り払ったのだ。

　それは、たまにゼオルディスに肩など抱かれた時の反応の比ではない。整った顔立ちは嫌けん悪おに引きつり、妹の手をかすめた指先はぶるぶると震えている。

　あからさまな態度を示す友の顔を見て、ゼオルディスは子供のように無む邪じや気きに笑った。明るく、快活に。

「かわいそうに。お前は本当に汚いものがだめなんだなあ、フロリアン」

「……あっ」

　打たれた手を握り締め、立ちすくんでいたミューゼが夫の言葉にびくりと身じろいだ。

　大粒の涙があふれ出し、幾いく筋すじもその頰を伝い落ちていく。

「ミューゼ」

　慌てたように、フロリアンは大切な妹の名を呼んだ。

　しかし、彼がしたことはそれだけだった。その足はまるで根が生はえたかのように動かず、妹を振り払った手の震えは止まらない。

「ごめんなさい、お兄様」

　声もなくフロリアンの反応を眺めていたミューゼは、不意にくしゃくしゃと顔を歪めて笑った。

「ごめんなさい。一生、言うつもりは、なかったの。ごめんなさい」

　そしてそのまま、誰とも眼を合わさずに薄暗い通路を駆け出した。

「ミューゼ!!」

「妃殿下!!」

　フロリアンが、レネが弾はじかれたように叫ぶ。一瞬のためらいの後のち、ミューゼを追おうと踏み出したレネをゼオルディスがさっと制した。

「よせ、レネ。追わなくていい」

「ですが……！」

「分かるだろう？　ミューゼは今、大変な衝しよう撃げきを受けているはずだ。そっとしておいてやれ」

　それは優しい声で言った後、からかうような瞳は友人へと向かう。

「お前は追わないのか？　フロリアン」

「……ッ……!!」

　歯は軋ぎしりしてゼオルディスを睨んだフロリアンの動きに合わせ、全身を覆う鎧が耳障りな金属音を奏かなでた。

　だが相変わらず、彼はその場を動こうとしない。

　正確に言うと、動けないのだろう。額ひたいに薄く汗をにじませ、フロリアンの意思は妹を追おうとしているのに、肉体がその命令を拒んでいる。

「ははははは、『穢れ無き銀騎士』、お前の潔けつ癖ぺき症しようも大したものだな！　ミューゼはお前が触れられる唯ゆい一いつの存在だったのに、かわいそうに」

　笑うゼオルディスの手が、フロリアンの鎧の肩に伸びる。

　フロリアンが眼を剝むいて振り払おうとした瞬間、さっとかわしたゼオルディスはおお怖い、と言ってくすくす笑った。

「すべてを捨てて守ってきた妹に裏切られた、傷心の友を慰なぐさめてやろうと思ったのになあ。まあいいさ。どうせ今のミューゼには、誰の声も届かないだろう」

　勝手にそう断じると、ゼオルディスはアリシアに断って歩き出した。

「邪じや魔ましたな、アリシア。夜中にばたばたして申し訳ない。どうやら先客がいたようだが、そのことについてはまた明日聞こう。フロリアン、レネ、戻るぞ」

「……ま、待って下さい、陛下！」

　一連の出来事を呆然と見守っていたアリシアは、鉄格子にすがって彼を呼び止めた。

「どうした、俺と再婚してくれる気になったのか？」

　振り向いたゼオルディスの言葉に、そういえばそんなことを言われていたのだった、と思い出す。マーベル兄妹のやり取りが衝撃的すぎて危うく失念しかけていたのだが、確かにそちらのほうがアリシアにとっては大問題だ。

「そうじゃないですけど、あ、あの、ちょっと、いろいろ、せ、説明を」

　だがやはり、それ以外に聞きたいことが多すぎる。ルアークとの会話を聞いていたのかどうか、ゼオルディスがこの牢に閉じ込められた理由、グラネウスの無事の確認、それにやっぱり、フロリアンとミューゼについて。

「ミューゼの話なら、俺よりあいつの愛しい兄君のほうがご存じではないかな？」

　にやりと笑ったゼオルディスに指名されたフロリアンが、派手な音を立てて立ち止まる。

　後ろ姿の彼が今どんな表情をしているかは、鎧が震えるかすかな金属音が鳴りやまないことで明らかだった。

「生あい憎にくと、フロリアンも答えたくないとさ。悪いが俺も眠くなってきた。ではまた明日な、アリシア」

　ひらひらと手を振るついでに、ゼオルディスは軽くフロリアンの腰のあたりを叩たたいて促うながした。驚きにつんのめりかけた友の反応を嘲あざ笑わらう声が、遠ざかっていく。

「……おやすみなさい、アリシア様。お疲れでしょうから、今夜はもうおやすみ下さい」

　一瞬近づいてきたレネはそう言い置くと、ゼオルディスを追って去っていった。







　やすめと言われても、やすめる訳がない。

　食べかけの食事に手をつける気にもなれない。ひとり意味もなく、牢の中をうろうろと歩き回っているアリシアに、不意に声がかかった。

「……奴やつらはもう行ったか？　アリシア」

「まあ、クロエ様！」

　正面の牢を見ると、慎重に周囲を見回しながら鉄格子に顔を近づけているクロエがいる。多少足元がふらついてはいるが、寝起きと考えれば不自然ではない。

「よかった、本当に眠っていただけだったのですね……」

　ルアークは眠らせただけ、とうそぶいてはいたが、そう言うルアークの様子こそおかしかった。よもやクロエもナディールも永久に目覚めないのではないかと、少し心配だったのだ。

「食事の味にどことなく違い和わ感かんがあったので、あまり大量には食べなかったのだ。……パーシア様が亡くなって以来、私も身辺には気をつけていたのでな」

　先代聖女アーシェルを殺害したと見られるソルラスカ。彼女及び彼女の手による暗殺を、クロエは警けい戒かいしていたのだろう。

「ナディールは、まだ眠っているようだな。どうでもいいが」

　眼が覚めていればおそらく、ナディールは王家の醜しゆう聞ぶんに眼を輝かがやかせて絡からんだはず。この時点で起きてこないということは、まだ薬が効きいているものと思われた。

「そのようですわね。バルスタット女男爵についても教えて下さらないようですし、ナディール様は当分眠っていらっしゃって構いませんわ」

　あっさり流したアリシアは、おそるおそるクロエに尋ねた。

「……あの、ところで、クロエ様はいつから起きて……」

「──気がつくと、そこに妃殿下がいた」

　ということは、ルアークとのやり取りは聞かれていない様子だ。もっともルアークがいれば、クロエが起きているかどうかぐらいすぐに察知しただろうが。

「おとなしいばかりの女性だと思っていたが、そうでもなかったようだな」

　深々と嘆たん息そくしたクロエは、ミューゼが泣きながら去っていったほうを見た。細い指先が、ぎりりと鉄格子を握り締める。

「……自分を好いてもいない女を、ただ苦しめるためだけに王妃に迎むかえるとは……、分かってはいたが、本当に、ろくでもない男だ」

　クロエのゼオルディスに対する評価は、最悪のところまで落ちてしまったようだ。苦々しく吐き捨てた彼女は、最早怒りすらない乾いた声で続けた。

「この国はもう、だめかもしれないな」

　翼持つ聖女が口にした、預よ言げんめいた言葉に震えが走る。

　内乱が起こるぞ、と危き惧ぐしていたカシュヴァーンの言葉が頭を過ぎった。

　小国の集まりのような国、シルディーン。各地の領主はそれぞれの権力を振りかざして我が物顔に振るまい、王家の存在をないがしろにしてきた。

　だからアリシアも、自分がシルディーンの人間であるというより、フェイトリンやアズベルグの人間であるという意識が強い。生まれ育った地域への愛着はあっても、国という集合体への愛着を実感できないのだ。

　それでも、〈翼の祈り〉の教えと一緒だ。

　いかに廃すたれ、権威を失ったとしても、その概がい念ねんは生まれた時からそこにあるものだった。希き釈しやくされすぎて非常に薄くなってはいたが、生活に浸しん透とうしていたものだった。

　それが、なくなるかもしれない。

　皮肉にも、前ぜん宰さい相しようイーダルが渇かつ望ぼうしていた〈強い王〉の手によって。

「お互い、覚かく悟ごを決めておいたほうがいいかもしれん。……では、おやすみ、アリシア」

　立ちすくむアリシアにそう言い置いて、クロエが寝台に戻っていく。

「おやすみ、なさいませ……」

　めまいを覚えていたアリシアも、ふらふらしながら寝台に向かった。







　重い心労のせいかぐっすりとは眠れず、浅い眠りの中でアリシアは何種類もの悪夢にうなされた。

　ある時は、「ルシアナ」の格好をしたルアークと二人で純白のウェディングドレスを着て並び、結婚式を挙げていた。

　ある時は、無限に続く合わせ鏡でできた回かい廊ろうの中、逃げ回るナディールを追いかけては彼に白粉おしろいをはたいていた。

　ある時は、三階建ての建物ほどはあろうかという巨大なフロリアンに踏みつぶされそうになり、「ほくろを狙ねらって下さい！」とレオニアに指示を出していた。

　ある時は、海を臨のぞむ断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに腰掛けて、背中に生えた翼を潮しお風かぜに遊ばせながらふくらんだ腹にこう語りかけていた。

「ゼオ、早く生まれていらっしゃいね」







「う、うーん、うーん、今こそ、五人のカシュヴァーン様の、力を……ひとつに……、はっ!!」

「おはようございます、アリシア様」

　悪夢に驚いては飛び起き、悪夢に驚いては飛び起きを何度繰り返した時だっただろう。寝台から身を起こしたアリシアは、すぐ横に青いドレスに身を包んだレネがいることに気づいて安あん堵どの息を吐いた。

「よかった、今度は結構まともそうな夢……」

「私は本物ですアリシア様。とりあえず眼鏡をかけて下さい」

　まだ寝ぼけているアリシアに淡たん々たんと突っ込んだレネは、枕まくら元もとに置かれていた眼鏡を渡した。

　素す直なおに眼鏡をかけたアリシアは、まずレネが現実であること、そして牢の外にも兵士がいることに気づいて身を硬くする。

　頭を冷やせと言われ、ここで一晩過ごした。

　兵まで連れたレネはいつもどおり無表情だが、妙にその顔色が悪く見えるのはドレスの色のせいばかりではあるまい。

　表面上はゼオルディスに従いながらも、アリシアへの小さな気き遣づかいを垣かい間ま見せるレネ。板いた挟ばさみの立場に苦しみながら、どんな決断を迫りに来たかは分かっているつもりだ。

「──レネ。私は、カシュヴァーン様の妻なの」

　寝台から下りぬまま、譲ゆずれないひと言を先んじて口にする。

「陛下と結婚なんてできません。あの方の子供も……、産めないわ」

　本人を産み落とす悪夢を思い出しながら、アリシアはレネのほうを見てそう断った。

「あなたの立場を悪くすることは承知しています。だから、このまま私を連れて行ってもらって構わないわ。陛下には自分で申し上げるから」

　いつもどおり微び妙みようにずれたその視線を気にする風もなく、レネは淡々と説明する。

「アリシア様。本日あなたとクロエ様をお迎えに上がったのは、結婚を迫るためではありません」

「え？」

　思わぬ台詞に、アリシアは当惑してレネを見つめ返した。

「違うの？　でも……、クロエ様も？」

　驚くアリシアを呼ぶ声が、牢の外から聞こえてきた。

「アリシア、それにレネとやら、これはどういうことだ!?」

　やはり眠れなかったのか、眼の下に薄いくまを作ったクロエだ。すでに通路に出されている彼女は、怯おびえた顔でレネに食ってかかる。

「お静かに。事情は後で説明しますので、ついて来て下さい」

「じ、事情は分かっている！　……とうとう、国王のお召めしという訳だろう!?」

　ということは、今までゼオルディスの寝所にクロエが呼ばれたことはなかった訳だ。一瞬ほっとしたアリシアだが、ついにその時が来たのならちっともほっとできない。

「確かに、お呼びになっているのは陛下ですが」

　表情を変えずにレネは説明しようとするが、よほど怯えているのか、クロエは続けてまくし立てた。

「だ、だがこんな時間から、しかもアリシアまで一緒とは、なんと、なんと破は廉れん恥ちな……!!」

「ほう、それは面おも白しろい趣しゆ向こうですね！」

　突然眼を輝かせて割り込んできたのは、眠り薬が切れたらしきナディールだ。

「私も交まぜて下さいと、陛下に伝えていただけませんか？　私だって一度はクロエ様の花はな婿むこになったのだ、その資格はある……、ぐっ!?」

　聞くに堪たえない戯ざれ言ごとがうめき声に変わる。無言で一いち陣じんの風と化したレネが、鉄格子の隙すき間まからその腹に一撃を加えたのだ。

「お静かに。あなたの扱いについては、特に陛下よりの制限はありませんので」

　冷ややかにそう告げると、あっという間に戻ってきたレネはアリシアに立つよう告げた。

「お呼びになっているのは国王陛下ですが、あなた方が思っているような理由ではありません。これ以上はここで話せることではありませんので、ついて来て下さい」

　鮮あざやかな手並みに吞のまれたように黙ったクロエと、眼が合う。

「……ええ。どうせ逃げられそうにないし」

　別の理由だというなら、それを信じるしかない。意を決したアリシアは、クロエと共に兵士たちに囲まれて牢を出た。








　第四章　誰が小鳥を殺したの？







　図書館の外に連れ出されたアリシアは、現在が朝としてもかなり早い時間であることを知った。夜明けを告つげる小鳥のさえずりがあちこちから聞こえ、昇のぼったばかりの太陽が透とう明めいな光をあたりに投げかけている。

　たった一晩牢ろうで過ごしただけなのに、寝不足のせいもあって朝の光は瞳ひとみに突き刺ささるようだ。指示されるままに歩きながら、アリシアは眼をしょぼしょぼさせた。

「空気がおいしいわ……でも、おなかが空すいたわ……」

　夕べの食事を全部食べていないので、さっきからずっとおなかが鳴っている。これが終わったら朝ご飯は食べさせていただけるのかしら、と厚かましいことを考えているアリシアの横で、クロエはしきりにあたりを見回していた。

「……いつの間にか、すっかり夏だな……」

　クロエは、どうやらあの戴たい冠かん式しき以来初めて外に出たらしい。幽ゆう閉へい生活で萎なえた足が痛むらしく、ゆっくりとしか歩けない彼女に合わせているため、一行の移動速度はのんびりしたものだ。

「ねえレネ、どこに行くの？」

　前を行くレネに聞いてみるが、答えは返ってこない。他の兵士たちも同様で、眼すら合わせてくれないため、やむなく自分で見当をつけてみる。

「王宮、じゃないわよね、こっちは……」

　図書館を離れて一行が進む先は、アリシアの視力で確認しても王宮方面ではない。だがこのあたりの景色には、見覚えがある。

「まあ、ここは……、聖堂？」

　やがて見えてきた白い建物は、以前クロエと落ち合う時にも使った場所。華か美びなステンドグラスが朝あさ陽ひにまぶしく輝かがやく、王家専用の美しい聖堂だった。

　しかし、前に来た時が夜で、かつ人払いをされていたことを差し引いても、全く雰ふん囲い気きが違う。

　といっても、建物に変化はない。聖堂を含ふくんだ一帯が、物々しく武ぶ装そうした兵士たちに取り囲まれているのだ。

「……ルア……、もが」

　嫌いやな予感がして、アリシアはひそかに口元をふさぐ。

　突然姿を消したルアーク。

〈翼つばさの祈いのり〉と王家は袂たもとを分かったのだ。彼が暗殺者としての仕事をこなした結果……、厳げん戒かい態勢を必要とするような事態を引き起こしたのではないだろうか。

「もしかして、陛へい下かを」

「やあ、よく来てくれたな、二人とも」

　あれこれと考えを巡めぐらせているアリシアに、朝から元気そうなゼオルディスの声がかけられた。

　はっと我に返ると、真正面に国王が立っている。斜ななめ後うしろにはマーベリックが、真まっ青さおな顔をして付き従っていた。

「お、おはようございます、国王陛下。生きていらしたのですね。大だい嫌きらいです」

　慌あわてていたこともあり、余分なことまで言ってしまったアリシアに、ゼオルディスはにっこり笑った。

「おはようアリシア、俺は大好きだぞ。それにクロエも、朝も早い時間によく来てくれたな」

　歓かん迎げいされても、クロエは無言で顔を引きつらせるだけだ。依い然ぜんとして警けい戒かいは解とけていない様子である。

　アリシアももちろん、ゼオルディスが企たくらみがあって自分たちを呼んだであろうことは理解している。だが、なぜこの時間、この場所に、この二人なのだ。

「あの、どうして私たち二人を……？」

「来れば分かるさ」

　意味ありげに笑ったゼオルディスが、兵士たちの輪をくぐって歩き出す。

　向かうのは、やはりあの聖堂のようだ。不安に軋きしむ胸を抱かかえ、アリシアはレネやクロエと一緒に彼の後を追った。

「おっと、マーベリック、お前はここまでだ」

　聖堂まであと十数歩、というところで唐とう突とつにゼオルディスがそんなことを言い出した。

「……え？　は、はい……」

　戸と惑まどいつつも、あまり中に入りたいとも思わないのか、素す直なおにマーベリックが立ち止まる。しかし、

「へ、陛下、お待ち下さい」

「なんだ？」

「レネがついて来ていますよ!?」

「ああ、レネは俺の護ご衛えいだから当然だな」

　それがどうした、と言わんばかりのゼオルディスに、マーベリックはさっと顔色を変えた。

「陛下は私より、ラグラドールの傭よう兵へい風ふ情ぜいを重ちよう用ようされるのですか!?」

「ああ、だってレネのほうが護衛としては優秀だからな。じゃあなマーベリック、用があれば呼ぶから待っていろ」

　握にぎり締めた拳こぶしを震ふるわせるマーベリックに軽く言って、ゼオルディスはさっさと聖堂へ向かっていく。

　嚙かみ合わない主従のやり取りも気にはなったが、悪いがマーベリックのことは後回しだ。軽く会え釈しやくしたアリシアは彼を追い越して進み、マーベリックは自分を置いて聖堂に入っていく一同を張り裂さけそうな瞳で見つめていた。







　聖堂の中央に置かれた白木の棺ひつぎの中に、銀ぎん髪ぱつの美少女が眠っている。

　顔以外の部分が色とりどりの花に埋もれていても、色いろ鮮あざやかなステンドグラスを透とう過かした光を浴あびていても、生気のない肌はだの青白さは隠かくせない。

　棺の側そばに立ち尽つくし、彫ちよう像ぞうのように動かないその兄もまた、妹と同じぐらい青ざめた顔をしていた。

「……アリシア、様」

　アリシアたちの入室に際し、フロリアンは一瞬だけ瞳を動かしたが、反応はそれだけだ。輝きの感じられない水色の瞳はすぐに棺へと戻り、その身を鎧よろう銀の甲かつ冑ちゆうはなんの音も発しない。

　眠れる美女の棺を守る『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』。まるで一いつ幅ぷくの絵のような、現実感のない光景。

　聖堂の入口からしばらく内部の状況を見つめた後、アリシアはかすれた声でつぶやいた。

「──私ったら、本当に眼が」

「大丈夫だアリシア。そういう反応が出るということは、お前にも正しい光景が見えている」

　朗ほがらかな口調で、ゼオルディスはアリシアの言葉をさえぎった。

「……神よ」

　隣となりでクロエが、瞳を伏ふせてひと言唱えたのが聞こえた。レネはすでに状況を知らされているためか、一見無反応だが、見ることをはばかるようにさり気なく視線を逸そらしている。

　アリシアにも眼の前の光景の意味は分かっている。同じような姿になった両親を、幼おさない頃に見たことがあるからだ。

　けれど、信じられない。信じたくない。ひどく口の中が乾かわくのを感じながら、一いつ生しよう懸けん命めい違う解かい釈しやくを探す。

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼きごっこ、楽しそうですわね！　王家専用の聖堂で、棺から目覚めるなんてすてき」

「はは、それはいいな、俺も一度やってみたいが……ミューゼにそんな面おも白しろい趣しゆ味みでもあれば、こんな死に方をせずにすんだかもな。かわいそうに」

　軽かろやかに笑うゼオルディスは、現実逃とう避ひを許してくれない。

　死。

　はっきりとした言葉が、アズベルグの冬の雷いかずちのように自分を打ちのめすのをアリシアは感じた。

　ミューゼとアリシアは、それほど親しかった訳ではない。内気でおどおどしていて、どこか暗い陰かげを持った美少女のことを「恐きよう怖ふ小説のヒロインみたいですてき」だと一方的に思っていたぐらいで、話をした記き憶おくはほとんどない。

　初めてのまともな対話が、最さい期ごの対話になってしまった。

　ゼオルディスとの結婚を承しよう諾だくすることはできないけれど、同じく彼の被害に遭あった者として、一緒に悪口を言いまくるぐらいのことをしてあげればよかった。

　でも、ミューゼは死んでしまった。もう二度と、彼女と話すことはできない。

　両親と同じだ。

　カシュヴァーン様とも、と思いかけて、頭を振って嫌な考えを振り払う。今は彼のことを思い出すべき場面ではない。

「……なぜ、妃ひ殿でん下かは突然、お亡なくなりに……？」

　眼の前の光景を現実と認め、雑念を振り払えば、妙みようなところで勘かんのいいアリシアだ。事の真相は薄うす々うす分かってきていたが、聞かずにはいられなかった。

「夕べ俺が部屋に戻ったら、ミューゼはいなかった」

　泣きながらひとり、誰にも追いかけてもらえず図書館を後にしたミューゼ。その後から悠ゆう々ゆうとゼオルディスが夫婦の部屋に戻った時、そこには誰もいなかった、と彼は語る。

「で、探させたら、窓の外に落ちていた。なので、拾って棺に入れた」

　その言いぐさは、まるで風にさらわれた玩具おもちやの末まつ路ろでも語っているかのようだ。クロエがぐっと奥歯を嚙み締めたが、アリシアはこみ上げる感情を抑おさえて尋ねる。

「ご自分で……、飛び降りてしまわれたのですか……？」

　顔以外は花に埋もれているミューゼ。

　逆に言えば、顔以外の部分は隠さねばならないということだろう。

　実際に見たことがある訳ではないけれど、飛び降りた人間の描びよう写しやも挿さし絵も何度も眼にしたことはある。国王夫妻の部屋は王宮の最上部にあるはずだから、そこから落ちた人体がどうなるかは想像に難かたくない。

　むしろ顔を出せるだけまし、と思ったほうがいいのかもしれない。死に化げ粧しようがやけに濃いように思えるのも、嫌な連想を加速させる。

「状況から見て、そうだろうな。だからお前たちを呼んだのさ」

　にっこり笑って、ゼオルディスは二人の聖女に頼みごとを始めた。

「重婚も自殺も〈翼の祈り〉では禁じられている。破門された身で気にすることでもないだろうが、このままではミューゼ本人はとにかく、残された俺とフロリアンがかわいそうだろう？　王家の身内から水みな底そこの国行きの者が出た、と言われたくないからな」

　水死に代表される、〈翼の祈り〉の教えに反した死に方をした者は至いと高たかき国へ飛ぶことができない。

　醜しゆう聞ぶんを避けたいというゼオルディスの意見は、その立場を思えば分かる。分かるが。

「……どうして……、飛び降りて、しまわれたのですか……？」

「さあ？　俺はミューゼじゃないからな。こいつの気持ちは分からない」

　肝かん心じんな部分を、ゼオルディスは小こ賢ざかしい言い方ではぐらかした。思わず強くゼオルディスを睨にらむが、彼は飄ひよう々ひようとアリシアを見返して、

「なんだ？　まさかアリシアは、俺がミューゼを突き落としたとでも思っているのか？　……例のばあさんが、何度もやったみたいに？」

　ソルラスカの所業を引き合いに出され、クロエが肩かたを震わせた。アリシアも一いつ瞬しゆん息を吞のんだが、もうこの手には乗らない。

　熱い怒いかりが、ふつふつと胸の奥から湧わいてくるのが分かる。

　もうこれ以上、誰にも傷ついてほしくなかったのに。

「──私も、妃殿下ではありませんから。陛下が直接手を下されたかどうかは、分かりませんわ」

  ゼオルディスが物理的に妻を突き落としたのかどうかは、きっと誰にも分からない。

「でも、同じことです」

　わざわざ手を下さなくても、ミューゼは自分で死を選んだだろう。

　愛する男への想いをあんな風に暴ばく露ろされた挙あげ句く、ああも残ざん酷こくに拒きよ否ひされたことが、か細い精神に与えた衝しよう撃げきは計はかり知れない。

　もちろん、ミューゼの想いは万人に祝福されるものではない。フロリアンが強きよう烈れつな拒否反応を示したことは責められないだろう。

　だから責められるべきは、お膳ぜん立だてをした男。

　一生言うつもりはなかった。涙ながらにそう語った乙女おとめの想いを利用して、無む惨ざんに踏ふみにじったゼオルディスさえいなければ、ここまで事態が悪化することもなかったはずだ。

「それはどうかな？　あいつはあんな儚はかなげな容姿とは裏腹に、図ずう々ずうしくてしたたかな奴だった。自分が愛する兄と乳ちち繰くり合いたいからという理由で、俺をお前に押しつけようとするような最低のくず女だぞ。なあ、フロリアン？」

　呼び声に、がちゃり、と鎧が鳴る音が響く。

　肩当てを跳はね上げるような勢いで、フロリアンがゼオルディスのほうを向いたのだ。

　一瞬、アリシアは身を竦すくめた。そのまま殴なぐりかかるのではないかと思ったのだが、予想に反してフロリアンの態度は極きわめて落ち着いていた。

「あなたの妻は、もう死んだのですよ、陛下」

　本物の人形がしゃべっているかのようだ。平坦な声こわ音ねには、いっさいの感情が感じられない。

「死人をこれ以上鞭むち打つような発言は、お控ひかえ下さい。あなたのためにも、ならない」

「はは、全くだな。確かにこれ以上、役にも立たない死人にかかずらう義理もない」

　対するゼオルディスの声には、さも馬ば鹿かにしたような響ひびきがたっぷりだ。

「さっさと終わらせてしまおう。アリシア、クロエ、来てくれ。ミューゼを至高き国へ送ってやってほしい」

「……貴様という男は!!」

　フロリアンに代わって、という訳でもないだろうが、そこでクロエが耐たえかねたように声を上げた。

「貴様が自死に追い込んだ女性を、聖女の力で至高き国へ送れだと!?　どの口が言うのだ、恥はじを……」

「クロエ様！」

　背負った偽にせ物ものの翼のため、中ちゆう途と半はん端ぱな高さまでしか上げられない腕うでを押して殴りかかろうとしたクロエを、アリシアが抱きつくようにして制した。

「アリシア、お前……」

　悔くやしげなクロエに、小さく首を振ってみせる。

「……今ここで逆らっても、どうしようもありませんわ」

　本心を言うのなら、アリシアだってクロエと一緒に殴りかかりたいぐらいなのだ。だがどうせ、自分たちの腕わん力りよくでは大した痛みは与えられまい。

「それに、このままでは、妃殿下とマーベル卿きようがお気の毒です。私はとにかくとして、クロエ様が祈って下されば……きっと妃殿下も、至高き国へ行けますわ」

「そう、アリシアの言うとおりだ」

　したり顔でゼオルディスが笑う。笑って、ちくりとレネに嫌いや味みを言った。

「それに引き替えレネ、どうしたんだ？　お前がアリシアより動作が鈍にぶいとは、信じられないな。これならマーベリックを連れてきたほうがよかったか？」

「……申し訳ありません」

　暴ぼう挙きよに出ようとしたクロエの行動を、レネはほぼ傍ぼう観かんしていたのだ。

「お前の気持ちも分かるが、ここで俺がクロエに殺されて終わり、なんて筋書はいささか荒すぎるだろう？　どうせならもっといい機会を狙ねらえ」

　傷を歪ゆがめて笑ったゼオルディスに促うながされ、アリシアとクロエはミューゼの棺の側に行った。

　フロリアンが、またがちゃんと肩当てを跳ね上げる。しかし何も言おうとはせず、静かに眼を伏せて妹のかたわらに膝ひざを突いた。

　彼の動作に倣ならい、アリシアたちも同じく膝を突く。だがアリシアは、何をすればいいのか分からない。

「……あの、クロエ様、どうすれば……？」

「一般の信者と同じだ。心をこめて、旅立ちの聖句を唱えればいい」

　そう教えてくれたクロエがしたように、アリシアも両手を胸の前で組んだ。そのまま祈りに入ろうとした矢先、クロエが少し離れた場所に立っているゼオルディスを睨み上げる。

「国王陛下、あなたも祈られよ」

　場所柄のせいか、怒りのせいか、軟なん禁きん生活で弱っていた少女とは思えないほどの威い厳げんが細い体にみなぎっている。

「どういう事情があろうと、彼女はあなたの妻だ。最期の祈りを手た向むけるのは、夫の義務だろう」

　挑ちよう発はつ的てきな台詞せりふに、一瞬ゼオルディスは真顔になった。だがすぐに笑って首を振ってしまう。

「やめておこう。俺の祈りなど、ミューゼは必要としていないさ。なにせ俺は、出会った当初から嫌われていたからな」

　腕組みして聖堂の壁にもたれながら、ゼオルディスはフロリアンを意味ありげに見た。

「俺の分まで、あいつが愛した男が祈ってくれればいい。なあ？　フロリアン」

　フロリアンはぴくりと頰ほおを引きつらせたが、唇くちびるを引き結んだだけで沈黙を守った。ゼオルディスもそれ以上は言わず、興味があるのかないのかよく分からない顔で状況を見守り始める。

　きついひと睨みをゼオルディスに送ったクロエだったが、言っても無む駄だと悟さとったようだ。視線を永遠の眠りについたミューゼに戻し、厳おごそかに祈る。

「──ミューゼ・フィラル・ド・シルディーンの進む道に、翼の加か護ごがあらんことを」

　クロエに合わせ、アリシアも同じ祈りを口にした。

「──ミューゼ・フィラル・ド・シルディーンの進む道に、翼の加護があらんことを……」

　そして、フロリアンも小さく、ささやくような声量でこう祈りを捧ささげた。

「ミューゼ・マーベルの進む道に、翼の加護があらんことを」

　はっとしたアリシアは思わずフロリアンの顔を見たが、瞳を閉じて頭こうべを垂たれた彼の心中は読めなかった。

「ひとり忘れていないか」

　それぞれの祈りが終わり、立ち上がりかけた三人に向かってゼオルディスが不意にそう声をかけてきた。何を言おうとしているのか分からず、アリシアは少し考えてから尋たずね返す。

「レネもお祈りをしたほうがいいですか？」

「そういうことじゃない」

「クリストン卿のことですか？」

　ひとり置き去りにされたマーベリックのことだろうか、と聞くと、ゼオルディスは「あいつのことは、俺も忘れていたな」と笑った。

「そうじゃなくて、ミューゼの腹の子さ」

　空気が凍こおる。

　頼りない視力に依よらずとも、フロリアンの表情が険けわしくなったのが分かった。甲冑がしゃりしゃりと、不ふ愉ゆ快かいな音を立てて軋んでいる。

「ああ、でも、名前がないと聖句を唱えてやれないのか。じゃあ今適当につけるか？」

「──陛下。お戯たわむれも、ほどほどに」

　近づく者をちりちりと焦こげつかせるような殺気が、フロリアンを取り巻き始めていた。戦せん闘とう能力のないアリシアとクロエは思わず下がり、レネは黙だまって後ろ手にナイフを用意する。

　しかしゼオルディスは腕組みをしたまま、くいっとあごをしゃくって、

「いっそ埋める前に、腹を割さいてみろよ」

　鎧が鳴る音が止まった。

　静まり返った聖堂の中に、含み笑いをしたゼオルディスの声だけが響く。

「次代の王が、まだ取り出せるかもしれない」

　高い金属音と同時に、どこか懐なつかしい風がアリシアの髪かみを揺ゆらした。

　元〈玩具の兵隊〉特有の身のこなしを発はつ揮きしたレネが、ゼオルディスに殴りかかろうとしたフロリアンを間かん一いつ髪ぱつのところで止めたのだ。

「放せ……ッ!!」

　腰に抱きついたような格好で動きを封ふうじるレネを、フロリアンは振り切ろうともがいている。ナイフの先が喉のど元もとに当てられた状態で暴れるものだから、首や頰に幾いく筋すじか赤い切り傷が浮いた。

「はは、度を超した潔けつ癖ぺき症しようの上に命令は絶対遵じゆん守しゆのお前が、女に抱きつかれてまで俺を殴ろうとするとはな」

　血走った水色の瞳をまっすぐに見つめて、ゼオルディスはうそぶく。

「大した兄妹愛だ。あの時もそうやって、血相変えて追いかけてやれば、ミューゼも死なずにすんだだろうに」

「……!!」

　残酷な指し摘てきに、フロリアンの表情が強こわ張ばった。

　暴れていた体から力が抜け、レネの腕に食い込んでいた指が外はずれる。

「……陛下、マーベル伯はく爵しやくをどうされ……、！」

　ゼオルディスの指示を仰あおごうとしたレネの隙すきを突き、フロリアンは回されていた腕を乱暴に振り払った。

　整いすぎた容姿ゆえに軽く扱われがちだが、彼は剣士としても並々ならぬ力を持っている。虚きよを衝つかれたレネは、床に突き倒されてしまった。

　そしてフロリアンは、決意の表情でゼオルディスを見た。

「マーベル伯爵様……!!」

　再度ゼオルディスに襲おそいかかるつもりかと、息を吞んだアリシアの耳に鳴り響く派手な金属音。

　銀の甲冑の肩当てが、聖堂の床に投げ捨てられた。

「……あら？」

　きょとんとするアリシアの前で、フロリアンは次々と銀の鎧を脱ぬぎ捨てていく。

　取り落としかけたナイフを握り、すぐに反撃に出ようとしていたレネは眼だけ動かしてゼオルディスを仰ぎ見た。

「……陛下」

　どうするのか、という呼びかけに、ゼオルディスは答えない。にやにやと薄笑いを浮かべながら、フロリアンをじっと見ている。

　その足元に、外された銀の脛すね当あてが叩たたきつけられた。鳴り響く騒そう音おんにクロエがびくりと身じろいだが、ゼオルディスはやはり何も言わない。

「……これは、マーベル卿、何を……!?」

　物音で異変を察し、聖堂内にマーベリックが入ってきた時には、すでにフロリアンは『穢れ無き銀騎士』と呼ばれる姿ではなくなっていた。

　相当な重さがある上に、ひとりで脱着するのは難しそうな構造の鎧だが、彼は毎日この格好だったのだ。鎧の下に身に着けていた、ありきたりな黒いシャツとズボン姿になったフロリアンは、妹そっくりの美び貌ぼうに刺すような険をたたえてゼオルディスを睨んだ。

「自分は」

　押し殺した声は低くかすれている。

「自分は、陛下が自分を、友と、お呼びになるから。ありがたいことですと、お答えしたから。ずっと、お側におりました。ずっと。ずっと」

「そうだな、お前とミューゼはずっと側にいてくれた。図書館の地下でも、外でも」

　ミューゼ同様、フロリアンも『図書館の幽ゆう霊れい』時代からゼオルディスに仕つかえていたらしい。禁きん忌きのはずの出来事を、あっさりと口にした「友達」にフロリアンは唇を嚙みしめて、

「ミューゼが、あなたを、好きだと、言うから。……あなたが、ミューゼを、どんな風に扱っても……、大切な妹が、好きだと、言うから」

「それは、お前のことが好きだったからさ」

　うわごとのように紡つむがれる言葉に、ゼオルディスが無ぶ遠えん慮りよに言い返す。

「穢れを許容できない、狭量な『穢れ無き銀騎士』。お前の理想に沿そう妹でいなければ愛されないことぐらい、あの馬鹿女にも分かっていたんだ」

　皮肉な笑みに、その顔は凄せい絶ぜつに歪んだ。水底の国の怪かい物ぶつもかくや、という表情に、さすがのアリシアも背筋が凍る思いがした。

　だが意を決した様子のフロリアンは、挑発にも哄こう笑しようにも態度を変えない。

「国王陛下、長い間お世話になりました。貴族とは名ばかりの境きよう遇ぐうから拾い上げ、重用して下さったことには感謝しております」

　きっちりと頭を下げて、フロリアンは深々と一礼した。銀の甲冑を失っても、冴さえ冴ざえと光る銀髪の美しさは変わらない。

「ですがもう、自分は陛下のお側にはいられません」

　姿勢を戻したフロリアンは、昂こう然ぜんと前を向いて大おお股またに歩き出す。

　ゼオルディスとすれ違う一瞬、かすかに瞳を細めたのが最後だった。彼はそのまま、振り返りもせずに聖堂を出て行ってしまった。














「い、一体マーベル卿は、どうされたのですか!!」

　気け圧おされたように黙り込んでいたマーベリックが、やや間を置いて騒さわぎ始める。

「陛下が身に着けるよう命じていた鎧を放り出し、あまつさえあのような無礼な態度……！　いくら陛下の義兄上とはいえ、あの態度はあまりにも」

「いいんだ」

　状況はまだ摑つかめていないだろうに、この機に乗じてとばかりに大騒ぎするマーベリックをゼオルディスは素そっ気けなく制した。

「大事な妹が死んだばかりなんだ、放っておいてやれ。他の者にも、あいつのすることを邪じや魔ましないように伝えろ」

「しかし……！」

　追いすがるマーベリックに、ゼオルディスは落ち着いた声音で指示を出した。

「聖女たちによる祈りは終わった。遺い体たいは予定どおり、王家の墓に秘ひ密みつ裏りに埋めるように。外部への発表の時期はまたゆっくり考えるとしよう」

　聖堂周辺の厳戒態勢は、差し当たって外部に情報が漏れるのを防ふせぐためだったのね、とアリシアは思った。

　だが同時にこうも思った。きっと、すぐに話は広まってしまう。

　質の低下した使用人たちが、王家の一大醜聞を黙っていられるとは思えない。

「後は任せたぞ、マーベリック。さて、では行くか、アリシア」

「え？」

　ミューゼの死は、どういう風ふうに伝わっていくのだろう。考え込んでいたアリシアは、当たり前のように名前を呼ばれて飛び上がった。

「あの、私は、牢に戻るのでは……？」

「クロエはな。だがお前は、これからは俺の部屋で暮らすんだ」

「えっ!?」

　仰ぎよう天てんし、反射的に後ずさったアリシアにゼオルディスはいつものように笑う。明るく、快かい活かつに。

「喜べよ、正せい妃ひの座が空あいたんだぞ？　これでお前を、誰にはばかることもなく王妃にしてやれる」

　邪魔者はいなくなった。

　そう言わんばかりの態度に、アリシアは信じられない気持ちで意味もなく眼鏡めがねを直した。だが聴ちよう覚かくには問題がなく、自分以外の人間の表情を見るに聞き間違えたとは思えない。

　──やはりこの男は、「怪物」なのだ。

　理り不ふ尽じんな暴君であり、「怪物」だった父に対たい抗こうするためやむなく「怪物」となったカシュヴァーンとは違う。「怪物」であることを楽しんでいる。

　──だがそれは、本当だろうか。

　王子の身でありながら、身分を偽いつわって長く他家をさまよった挙げ句、図書館の地下に閉じ込められていたゼオルディス。

　理不尽な扱いを受ける彼の側に仕えていた美しい兄妹は、いなくなってしまった。

「そんな顔をして黙っているのは、嬉しいからか？」

　物思いに耽ふけるアリシアを、薄笑いを浮かべたゼオルディスが現実に引き戻す。

「あっ、いえ、へ、陛下と同じ部屋で暮らすなど、まったく望んでおりません！　私も牢に戻して下さい、あそこなら本もいっぱいありますし」

「お前が望んでいなくても、国王である俺が望んでいる。だから、そのとおりになる」

　慌てて強く否定するが、言うだけ言わせておいてこの態度だ。

「それとも先に、クロエを連れて行ったほうがいいか？」

　急に矛ほこ先さきを向けられ、クロエが大おお仰ぎように身を引いた。アリシアは急いで彼女の前に立ち、

「わ、私もクロエ様も、あなたのことが嫌いですから嫌です!!」

「はは、ミューゼの言ったとおり、俺は本当に女に好かれないなあ」

　事もなげに亡ぼう妻さいの言を引き合いに出したゼオルディスは、にやにやしながらこんな提案をしてきた。

「安心しろ、俺だって妻が死んだばかりなのに、すぐに別の女と寝ようとは思わないさ。不安ならレネもついて来い。俺がおかしな真ま似ねをすれば、あいつがすぐに止めてくれる。これならいいだろう？」

「それは本当ですか、陛下」

　アリシアが何か言う前に、レネがさっと聞き返してきた。

「ああ、もちろんだ。でもちょっと触さわるぐらいは許してくれよ？　口づけ以上のことをしそうになったら、遠慮なく止めてくれ」

「分かりました。私の判断で止めますが、多少の見解の違いはご容よう赦しや下さい」

　微妙な線ではあったが、言げん質ちを取ったことでレネは安心した様子だ。アリシアとしてもこれ以上の妥だ協きようは望めないことは分かっているし、そもそも逆らう術すべもない。

「ミューゼもフロリアンもいなくなってしまって、寂さびしいんだよ。側にいて慰なぐさめてくれ、俺のお姫様」

「……特にお慰めもできませんし、あなたのお姫様になんかなりませんけど」

　いちいち言い返したアリシアに、ゼオルディスは楽しそうに笑った。







　ゼオルディスとレネに挟はさまれて、静まり返った王宮内を歩く。

　朝も早い時間帯であることを割り引いても、妙に城内は静かだ。王おう威いに相応ふさわしい静せい謐ひつが保たれている、というより単純に人ひと気けがない。

　永遠のように続く磨みがかれた白い床の上を、会話もないまま黙もく々もくと歩を進めていく。ところどころに兵士たちが立ってはいるが、こちらを眼にした瞬間さっと頭を下げる以外動かない彼らの姿は、人間というより置き物に近かった。

　まるでアリシアの好きな恐怖小説の世界だ。無人の城内に三人だけ、取り残されてしまったような錯さつ覚かくさえ感じる。

　牢に戻されてしまったクロエの発言が、不意に耳の奥でこだました。

　この国はもう、だめかもしれないな。

「……そうかもしれないわ……」

　重いため息をつきながら歩いていたアリシアは、立ち止まったゼオルディスの背にぶつかりそうになってしまった。

「ようこそ、俺たちの部屋へ」

　相変わらずの言い回しとともに、ゼオルディスが衛えい兵へいによって開かれた大きな扉とびらの内部を指し示す。

　国王夫妻のための部屋は、シルディーン王宮の最上階にあった。

　使用人用の続き間が二つついた広い室内は、赤と黒で統一されている。故意か偶ぐう然ぜんか分からないが──たぶん前者だろうが──その色しき彩さいは、ライセンの屋や敷しきを思い出させ少し胸が痛んだ。

　夫婦の寝しん台だいの奥に、ずらりと並んだ本ほん棚だなにいつもなら眼を奪うばわれるところだが、さすがにそんな気にはなれない。

　むしろ寝台がひとつしかないことに緊きん張ちようしてしまう。……ここで、ゼオルディスと。

「……っ」

　必死にそれらから眼を逸らそうとしたアリシアは、開け放たれた窓に眼を留めた。

　窓の向こう、よく晴れた夏の早朝の空は、抜けるように青い。

　自由の象しよう徴ちようのようなその色は、室内を息苦しいまでに染そめた赤と黒とは対照的だった。

「お前まで飛び降りないでくれよ？」

　心を読んだような間合いでゼオルディスに言われ、びくっと肩を震わせる。

「……妃殿下は、あそこから……？」

「そのようだな。あの下に落ちていた」

　あんなことがあったのだから、普通、窓は閉じておくのではないかとアリシアでさえ思ったが、ゼオルディスはさらにこんなことを言い始めた。

「見たいか？」

　今朝方ミューゼが飛び降りた、実際の場所を見たいかと。

「……えっ……、いいえ！」

　何を言い出すかと、大きく首を振ったアリシアにゼオルディスはさも意外そうな顔をする。

「そうか？　残念だ。お前なら、見たがるかと思ったのに。今ならまだ、いろいろと生々しい跡あとも残っているぞ」

　意味深長な言い方が、赤い幻影をまぶたの裏に結ばせる。

　ぞっと総毛立つアリシアを観察するように見ながら、ゼオルディスはとぼけた口調で話し続けた。

「ああそうか、お前の視力ではここから見てもよく分からないよな。すまなかった、後で一階に下りて」

「いいえ、結構です」

　ぴしゃりと、アリシアは彼の台詞をさえぎった。

「お、お話として、怖こわい話を読むのは私も好きですわ。でも、現実に、それもつい昨晩亡くなったばかりの方のことをあれこれと詮せん索さくするのは、失礼なことです」

「つまり空想上の人間なら、どんな死に方をしてもいい訳だ。実に現金で図々しい、アリシアらしい回答だな」

　鼻で笑ったゼオルディスだったが、それ以上言おうとはしなかった。がらりと話題を変えて、

「それはそうと、腹が減っただろう？　アリシア。何か食べる物を用意させよう」

　言われてアリシアは、少し前までおなかが減っていたことに気づいた。

　食欲はどこかに行ってしまっていたが、昨日の夕食だって中途半端なままだ。睡眠もあまり取れていないし、食べなくては体がもたない。

「……ええ。いただきますわ」

　うなずくアリシアに、ゼオルディスは「さすが俺が好きな女だ」とまた笑った。近くに控えていたメイドを呼び、部屋に食事を持ってくるよう言いつけると、

「さて、ミューゼの件で時間を取られてしまったので、俺は少し仕事をしてこないとな。食事を一緒にできなくて悪いが、時間を作り次し第だい戻ってくるから恨うらまないでくれ。ではまたな、アリシア、レネ」

　戻ってこなくてもいいです、と言うのを待たず、ゼオルディスは去っていってしまった。







　広い室内に、アリシアとレネだけが取り残された。涼すずしい風が、二人の髪を梳すかしては行き過ぎる。

　そっと窓を閉めたレネは、アリシアに椅い子すを勧すすめながら気き遣づかわしげな声を出した。

「……お疲れでしょう、アリシア様。ひとまずはお食事をして、それから少しおやすみになって下さい」

「……そうね……」

　食事はするつもりだけど、と考えながらちらりと寝台を一いち瞥べつしたアリシアに、レネはこう請うけ合あってくれた。

「大丈夫です、私がついています。眠っているあなたに陛下がおかしな真似をしようとすれば、必ず仕留めます」

「……別に私に何をしなくても、仕留めてくれてもいいのよ？　そのほうが……、レクサンドール子し爵しやく様にとっては、有利に働くかも」

　きわどい台詞に、レネはあまり言葉を濁にごすことなく答えた。

「考えてはおりますが、明確な後こう継けい者しやが存在しないまま国王が亡くなった後、どんな混乱が起こるか私には想像ができません」

　レネにしても、ゼオルディスの言いなりになるためだけに宮殿に来た訳ではあるまい。いざとなれば寝首を搔かく腹積もりに違いないわ、そういうお話も多いもの、というアリシアの読みは当たっていたようだ。

「元々シルディーン人は、ラグラドール人を差別してきました。ラグラドール人への態度だけを見れば、当代国王は最も話の分かる人物と言えるでしょう。万一オーデル侯こう爵しやくが国王を代行するようなことになれば、現在の情勢を奇き禍かとしてラグラドールを制圧しようとするかもしれません」

　シルディーンの歴史上、ラグラドールを公式に訪問し、友好関係を結んだ王はゼオルディス以外には存在しない。

　レネが属していた〈玩具の兵隊〉だって、〈翼の祈り〉と手を組んだシルディーン王家がラグラドールの傭兵たちに対抗するために生み出したものだ。……腹の子ごとミューゼが死に、謀む反ほんの嫌けん疑ぎをかけられてグラネウスが幽閉されている状況で国王に何事かあれば、宰さい相しようであるジスカルドが当面の政務を代行する可能性は十分考えられる。

　しかしジスカルドは、ラグラドール人を指す醜しゆう悪あくな差別用語である〈汚お泥でいの民〉を意図的に使う差別主義者。地方伯至し上じよう主義者でもあり、カシュヴァーンと敵対していた過去もある。

　エルティーナを妻としたのも、ゆくゆくは王位を我が手に摑むためだったという話だ。暴君ゼオルディスを討うった結果、暴君ジスカルドを生み出したのではなんの解決にもならない。

「……この際オーデル侯爵様も……」

　さらに危険なことを考え始めたアリシアに、レネが声をひそめてささやく。

「ですが、私の個人的な意見としては、現在の国王陛下をこのまま放置しておくことには反対です」

　光が入ると赤く輝くその瞳を、アリシアははっとして見上げた。

「そしてこの件については、私などよりよほど腕の立つ死神のほうが、適任かとも存じます」

　ゼオルディス同様、レネもルアークがアリシアを訪ねてきたことを知っているようだ。というより、レネが気づいてゼオルディスに報告したのだろう。

「……ルアークは……そうね、もしかすると、そのつもりで来たのかも」

　アリシアを真なる聖女だとし、自分は勝ち馬に乗った、〈翼の祈り〉に来るなら助けてあげると言い放ったルアーク。

『息子』扱いを拒否したかと思えば、ひどく苦しげな顔でアリシアを抱きしめて、儚い微笑ほほえみとともに姿を消したルアーク。

　どこまで話していいのだろうか。ためらうアリシアに、レネが先に自分の理解度を示してくれた。

「昨日の夜私たちが図書館に行ったのは、妃殿下を尾行してのことです。ちょうど去っていくルアークと入れ違いになったので、あなたと何を話していたかは存じませんが……以前、アズベルグに『先生』が来ていましたよね」

『先生』の名は、レネにも効果絶大のようだ。あまり動かない表情が、強張っているのが分かる。

「ルアークは、『先生』が唯ゆい一いつ認めた戦士でした。あの時は、何をしに来たかよく分からないという話でしたが……もしや、ルアークを連れ戻すために来たのではないですか」

「……それも、陛下に言ったの？」

　慎しん重ちようにアリシアが聞き返すと、レネは首を振った。

「私が命じられているのは護衛のみですので」

　それ以外はしない、ということだ。

「ただし、勘のいい方ですし、元々〈翼の祈り〉とは繫つながりをお持ちでした。私の知らない情報を持っている可能性も高いです」

「そうよね。でも、それは仕方のないことだわ。ありがとう、レネ」

　ゼオルディスが驚くぐらい、完全なる丸腰で敵中にやって来てしまったアリシアだ。差し当たって殺されるということはなさそうだから、役に立ちそうなものを一つ一つ拾い集めて、備えるしかない。

　だが、別の危機は常に身近にある。

　またちらりと寝台を一瞥したアリシアは、おそるおそる聞いた。

「……レネは、大丈夫？　その……あの、何も、されて、いない？」

「しようとなさいましたが、どうぞと申し上げると、『お前は嫌がらないのでつまらない』とおっしゃいました」

　この手の話題には至って冷静なレネは、ゼオルディスの不ふ興きようを買ったようだ。

「まあ、そうなの？　じゃあ私も、今度そう言ってみようかしら」

「おやめになったほうがよろしいでしょう。あの方は、他人の感情に敏びん感かんです。アリシア様が本心では嫌がっていることを察して、私に『アリシアがどうぞと言ったから邪魔するな』などとおっしゃるに決まっています」

　せっかく「おかしなことをしたら止めていい」との言質を取ったのだからと、レネは真顔で進言してきた。

「そ、そうよね、やっぱり……」

　しょんぼりするアリシアに、淡たん々たんとした指摘は続く。

「私と違って、アリシア様には妊にん娠しんの可能性があるのです。くれぐれも挑発するような発言はお控えになったほうがよろしいかと」

　恐ろしい指摘をされ、ぞっと身が竦む。

　今朝方の悪夢を思い出し、思わず腹を押さえつつ、アリシアはレネにこう言った。

「……妊娠するかどうかじゃなくて、あの、す、好きな人とじゃないと、する、ことじゃないわ……だからレネも、陛下の護衛以外のことはしないでね……」

　私は子供が産めない体です。昨年この王宮で、レネがさらりと告白したことを思い出す。

　当時は初夜の意味さえよく分からなかったアリシアは、無む邪じや気きにそういう女のほうが好きかとカシュヴァーンに聞きさえしたものだ。だが愛する人の肌のぬくもりを知った今となっては、子供のことは別として、好きな相手以外とはできない、したくない行こう為いだと分かっている。

「お気遣いありがとうございます。……ですが、私がバルロイ様をお慕したいしているだけで、あの方が想って下さっている訳ではありませんから」

　表情を変えずにレネは言うが、アリシアは疑問を持った。

「……そうかしら……？」

　確かにバルロイは、勘違いしているだけだとしてレネの求婚を撥はねつけ続けている。

　でも、と考えを巡らせるアリシアから、レネはふいと眼を逸らして、

「簡単なものでいいと陛下はおっしゃっていましたのに、ずいぶん遅いですね。様子を見てきますので、アリシア様はそこにいらして下さい」

　ひと吹きの風のように、外に出て行ってしまった。







　やがて「遅くなって申し訳ありません」を連呼するメイドが運んできた食事のうち、パンとスープだけを口にしたアリシアは、他に選べないので大きな寝台に横になった。レネは少し離れた場所にある長椅子に座り、油断なくあたりに眼を配っている。

　重厚な赤茶色の敷しき布ふの上に横になると、その柔やわらかさと寝心地の良さにより、急激に睡すい魔まに誘さそわれる。さすが王族用の寝台だわ、と考えるのと同時に、ミューゼもここに寝ていたのだろうと考えた。

「……妃殿下……」

　どうにもならないことは、どうにもならない。それがアリシアの流儀ではあるが、ミューゼの死について思いを馳はせずにはいられなかった。

「赤ちゃんは、男の子だったのかしら、女の子だったのかしら……」

　腹を割いてみろ、と言い放ったゼオルディスの姿が脳のう裏りにちらつく。やっぱりあの人のことなんて嫌い、と改めて思い直して、アリシアは眠りの底に沈しずんでいった。







　夢のない眠りからアリシアを引き上げたのは、肩を揺さぶる手の感かん触しよくだった。

「アリシア様、起きて下さい」

「むにゃ、ううん、もう少し、あとひと口……」

　長々と馬車の旅をして王宮に着いたかと思えば、いくら環境が整っていようが地下牢に入れられたのだ。数々の出来事を乗り越え、ようやく上等の寝具にありついた身としては、まだ眠り足りない。

「おーい、早く起きないと襲うぞ？　アリシア」

　途と端たん、声もなく跳ね起きたアリシアを見て、寝台に腰掛けていたゼオルディスが声を上げて笑った。

「冗じよう談だんだよ。朝言っただろう？　俺も妻を亡くしたばかりなんだ。その日のうちに他の女と寝ようとは思わないさ」

「……じゃあ、明日はそうするかもしれないということですわね……？」

　用心深く言いながら、アリシアは外していた眼鏡をかけて室内を見回す。閉ざされた窓の外が暗く、燭しよく台だいに火が入っていること、そしてこのおなかの減り具合からして夜もかなり遅い時間であることは間違いない。

　明日はすぐそこだ。警戒を露あらわにするアリシアに、ゼオルディスは笑う。明るく、快活に。

「俺も信用がないことだな。だが安心していいぞ、さっきジス義に兄い様さまにも釘くぎを刺されたんだ。ミューゼが死んだばかりなのだから、おとなしく喪もに服しておけってな。父上の時に規定どおりの日数喪に服さなかったことを、いまだ非難している連中がいるからとさ」

「まあ、オーデル侯爵様、ついでにどうにかしようなどと考えて申し訳なかったですわ……」

　ころっと手の平を返したアリシアの耳に、寝台が軋む音が聞こえた。

　ゼオルディスがこちらに向かって身を乗り出してきたのだ。

「きゃっ!?」

　慌てて身を引いたアリシアだが、片膝を寝台に乗せたあたりでゼオルディスの動きは止まった。

「……おーいレネ、これはなんの真似だ？」

　ゼオルディスの背に覆おおい被かぶさるような体勢を取ったレネは、ナイフをぴたりと彼の首筋に当てている。

「失礼ですが、陛下がおかしな真似をなさったように見えましたので」

「ちょっと解釈の幅が広すぎるようだな。あるいは狭せますぎると言うべきか？　とにかく、ナイフを引いて退どいてくれないか。俺はまだ、アリシアに手も触ふれていないんだぞ」

　おどけたように言われて、渋しぶ々しぶレネは離れた。が、ゼオルディスがアリシアに手を伸ばすと、またその首筋にナイフを当てた。

「だから、まだ触っていないと」

「触ろうとされていましたので」

「口づけ以上をしたら止めていい、と言っただろう？　なあアリシア」

　上掛けを体に巻きつけ、思いきり寝台の端はしに寄っていたアリシアは、ぎくしゃくと問いかけた。

「……私に、口づけ未満の何をなさろうとしていらっしゃるの？」

　逃げ出す間合いを計っているアリシアに、ゼオルディスはにっこり笑う。

「だっこしてくれ」

「……だっこ？」

「そう、だっこだよ、だっこ」

　子供っぽい言い回しを聞き返す隙を突いて、ゼオルディスは一気に寝台に乗り上がってきた。上掛けを奪い取り、いきなり伸びてきた手が、アリシアを摑んで引き寄せる。

「ちょ、きゃ、きゃああああ、陛下、何をなさるのっ!?」

　見た目よりも広い胸に無理やり抱き込まれ、アリシアは悲鳴を上げた。恐怖と嫌けん悪おに震える彼女の耳元に、ゼオルディスは甘い声でささやきかける。

「だから、だっこだって。おっと、やめろよレネ、この距きよ離りでナイフを振り回したらアリシアまで怪け我がをするぞ」

　眼を剝むいて寝台に飛び上がってきたレネを、ゼオルディスは素早く制した。

「陛下、そういうことをなさるおつもりなら、私が」

「だ、だめよレネ、レネだって陛下のことは嫌いでしょう!?」

　自分を挟んで騒ぐ少女たちに、ゼオルディスはなんでもないように言った。

「そう慌てるなよ、二人とも。お前たちも知ってのとおり、俺は妻を亡くしたばかりなんだぞ」

　花に埋もれたミューゼの姿が鮮せん明めいに思い出された。動きを止めたアリシアの、小さな亜あ麻ま色いろの頭に頰をすり寄せるようにしながら、

「だから、かわいそうな俺を慰めてくれよ、アリシア」

　実際ゼオルディスは妻子を失ったばかりだが、彼が取ってきた態度は到底同情に値あたいするものではない。一応寝台から下おりたレネなど、「いっそオーデル侯爵ごと、ひと思いに……」とぶつぶつつぶやき続けている。

「なーなー、ほら、だっこだよ、アリシアぁ。してくれないと、もっとひどいことをするぞ？」

　お菓か子しをねだる子供のような、甘ったれた口調に肌がざわつく。頰を引っぱたきたい衝しよう動どうを堪こらえて、アリシアは言ってみた。

「私、あなたのことが嫌いなんですけど」

「知ってる」

　間かん髪はつを容いれず、ゼオルディスは答えた。あまりの回答の早さに、アリシアは若じやつ干かんどもってしまう。

「あ、あの、そんな相手にだっこされて、甘えて、陛下は癒いやされますの……？」

「俺は昔から、俺を嫌う女と一緒にいることに慣れてるから平気さ。だからほら、だっこしてくれよ、だっこー」

　ますます子供っぽい言い方をしたゼオルディスが、大きな犬のようにじゃれついてくる。

　彼は確か今年二十四才、カシュヴァーンとほぼ同い年のはずだが、しぐさも口調も幼い子供そのものだ。べたべたと触れてはくるが、性的な触り方ではない。

　不思議と、嫌悪感は薄れてきた。その分、戸惑いが増していた。

　何がどうとは言えないけれど、どこかに違い和わ感かんがある。ミューゼにゼオルディスとの再婚を勧められた時の感覚に近い。

　口を開けば神経に障る戯ざれ言ごとばかりのゼオルディスだが、こんな風に甘えた素そ振ぶりを見せたことは……いや、あった。

　ライセン家の二階、カシュヴァーンが贈おくってくれた図書室にて。

　寂しいから、幸せそうな奴を見ると意地悪をしてしまう。そう語ったゼオルディスに対し、アリシアは言った。「私の息子になりますか？」

　すると、直前までわざとらしいぐらい神妙にしていた彼は、真顔になってつぶやいたのだ。

　──お前は俺の母さんか、それとも母様か。

「アリシア？」

　黙り込んでいたアリシアは、ゆっくりと手を伸ばしてゼオルディスを抱きしめた。

「……これでよろしい？」

　ルアークには嫌がられてしまったようだけど、と悲しく思い出しながら、両手を彼の背に回す。

　体格差の関係上、抱きついた、といったほうが正しい。しかしゼオルディスは、本当に嬉しそうに口元をほころばせた。

「アリシア様……!?」

　眉まゆをひそめたレネに、上掛けを自分とアリシアの上に被せながらゼオルディスはしっしっ、と手を振る。

「今夜はこれ以上のことはしないと、聖女にでも大地の女神にでも誓ちかってやるさ。だからレネ、お前もそろそろ気を利きかせろよ」

「……分かりました。ですが、上掛けに隠れておかしな真似をしても分かりますので、そのおつもりで」

　心底不服そうにうなずき、レネは一いち陣じんの風と化して姿を消す。どうせ近くに潜ひそんでいるのだろうが、少なくとも眼には見えなくなった。

「あー、ミューゼと違って全然胸はないし、大して美人でもないが、お前の肌はすべすべして気持ちいいなあ」

　レネを追い払い、見た目上二人きりになったことで、ゼオルディスの触れ方には完全に遠慮がなくなってきた。カシュヴァーンもよく褒ほめてくれたなめらかな肌の感触を確かめるように、しきりと頰や手に触れてくる。

　次第に無邪気さを失っていく触れ合いに、また嫌悪感が増してきた。大丈夫、いざとなればレネが陛下を仕留めてくれるから、と自分に言い聞かせながら、思いつくままに尋ねる。

「さっき、おっしゃっていましたけど……妃殿下は、出会った当初から、陛下のことを嫌っておいででしたの？」

「ああ、たくさんいじめたからな」

　身も蓋ふたもない答えが返ってきた。やっぱり勘違いだったかしら、と早さつ速そく後こう悔かいし始めたアリシアに、ゼオルディスはくすくす笑う。

「そんな顔をするなよ、俺は女に手を上げるような男じゃないぞ？　もっともこっちが牢の中じゃ、上げたくても無理だけどな」

　ミューゼは俺の食事や着替えを持ってくる係だったのさ、とゼオルディスは教えてくれた。

「だからその分、貧びん乏ぼうくじを引かされて気の毒に、とか、施ほどこしを期待しているなら残念だったな、とか、金が欲しいなら娼しよう館かんにでも入れとか、いろいろ言ってやった。あいつはいつも泣くから、面白かったよ」

　娼館って何かしら、単語だけはよく本で読むのだけど具体的な記き載さいがないのよね、と考えているアリシアの髪を撫なでながら、ゼオルディスはささやく。

「それでもミューゼは、毎日俺のところに来た。他の奴らは大たい抵てい、ひと月もすれば顔を見せなくなったのにな」

　奇妙に真しん摯しな声に、またあの違和感が強くなる。

「……それは、妃殿下も、少しはあなたのことを想っていたからでは？　その、好きというほどではなくても、かわいそうに思って、ですとか」

「いや、愛する兄貴と一緒に働ける場所を失いたくなかったからさ。フェイトリン家以上に没ぼつ落らくした哀あわれな兄妹にとって、王宮に住み込みで働けるなんてまたとない機会だからな。厄やつ介かい者ものの隠された王子の世話係だって、喜んでやったのさ」

　ミューゼ同様、フロリアンもその頃からゼオルディスの世話係だったとゼオルディスは語る。牢内に入って作業をしなければならないような時など、世話係が女性だけでは何かと不便なので、兄妹揃そろって仕えていたらしい。

「俺はあのくず女が、世界で一番大嫌いだったよ」

　冷え冷えとした声でそう締めくくったゼオルディスが、不意に強くアリシアを抱き締めた。

「きゃっ!?」

「もういいだろう？　死んだ女の話なんか」

　耳たぶに唇を寄せ、吐と息いき混じりにささやかれて、悪い予感が募つのっていく。

　大丈夫、レネが側にいる。それに、この機会に聞きたいことはまだたくさんある。

「……で、では、死んでいない男性のお話を。マーベル伯爵様は、どうなさいましたの？」

「フロリアンは、王宮を出て行った」

　至し極ごく呆あつ気けなくゼオルディスが答えたのを聞いて、アリシアはぱっちりと眼を見開いた。

「出て行かれたのですか!?」

「そうらしいぞ」

「まあ……じゃあ、本当に、誰も、あの方を止めなかったんですの？」

　聖堂から去っていくフロリアンのすることを邪魔するな、と確かにゼオルディスは言った。だが、あの足でフロリアンが王宮を去っていったとは……

　……去っていけたのだろうか？

　まさか、フロリアンもすでに。

「何かひどいことを考えているだろう、アリシア」

　胸騒ぎを覚えているアリシアを、ゼオルディスがからかう。

「ご期待に添そえなくて申し訳ないが、俺は何もしていないぞ。王宮を出た後あいつが自主的にすることについては、責任を持てないがな」

　自死を選んだらしきミューゼのことを思えば、フロリアンが絶対に無事とは言い切れない。

　だが、ミューゼとフロリアンは対照的な性格だった。抜き身の剣のような存在感を持っていたあの青年が、むざむざと死を選ぶだろうか。

　彼の世界を崩ほう壊かいさせた仇かたきに刃やいばを向けるため姿を消した、と考えるのが妥だ当とうではないだろうか。

　しかしそう考えると、今度はゼオルディスの行動がよく分からない。

「マーベル伯爵様は、王宮内のことも、陛下のことも、よくご存じですよね……？」

「正確にはもう伯爵でもなんでもないけどな。マーベリックがうるさいので爵位は剝はく奪だつした」

　どうでもいいことに訂てい正せいが入ったが、他を否定しないということは、アリシアの質問は的まとを射いているのだろう。

「……殺さなくていいんですの？」

　ずっとゼオルディスの側に仕えていたフロリアンは、誰よりもこの新国王について知っている。

　揺れるシルディーン内部で、内乱が起こるのは時間の問題だろう。その時フロリアンの知識が反王家側に加われば、脅きよう威いになるに違いないのに。

「じゃあ、今からレネでも差し向けて殺そうか？」

「え、いいえ、お構いなく!!」

　慌てて叫さけんだアリシアは、続いてこうつぶやいた。

「ということは、陛下は実は妃殿下より、マーベル卿のことがお好きだったのですか？」

　自分が与えた鎧を脱ぎ捨て、去っていった彼を無傷で放ほう逐ちくしたということは、好意の表れなのだろう。

　素直にそう思っての質問に、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「偏へん屈くつで非ひ寛かん容よう、恩人であるはずの俺に何かにつけて敵意を剝き出しにする上に、妹の浅ましい欲望にはまるで気づかない朴ぼく念ねん仁じん。誰があんな奴やつのことを好きになれる？」

　にこやかに笑えば笑うほど、その傷はねじれ、「怪物」に近づいていく。

　コゼットでなくても気絶してしまいそうな形ぎよう相そうを間近に見ながら、アリシアは懸命に言い返した。

「で、でも、マーベル卿は、陛下を、友達、だと」

「俺たちは友達だと、あいつに言い続けてきたからさ。だが生あい憎にくと、俺は奴を友達だと思ったことなど一度もない」

　笑顔で言い切るなり、またゼオルディスの手に力がこもった。

　胸と胸を合わせるように強く、体を押しつけられる。

「ひゃあっ!?」

「もういいだろう？　他の男の話なんて」

　艶つやをにじませた声は、さっきまで幼児のように甘えていた男とは別人のようだ。

　顔が、近づいてくる。この距離ではレネも間に合わない。

「……ええいっ！」

　身の危険を感じたアリシアは、とっさに頭ず突つきを繰り出した。

　しかし小さくあくびをしたゼオルディスは、難なく必殺の一撃をかわした。入れ違いに、肩口に顔を埋うずめてくる。

「なあ、眠くなってきたから、子守歌を歌ってくれよ」

「……え？」

　勢いでより深くゼオルディスを抱きしめる体勢になったアリシアの耳に、再び子供のようなわがままが聞こえた。

「なあ、早く歌ってくれよ。それを聞いたら、おとなしく寝るから」

「……本当に？」

「どうせ疑われているなら」

「う、歌います！　二番まで歌います!!」

　急いでそう宣言したアリシアは、レネもいるんだからと自分に言い聞かせながら、声を絞しぼり出した。

「よ、夜が、来たよ、泣くのは、おやめ……」

　それは、アリシアも子供の頃、幾度となく母や乳う母ばに歌ってもらった歌。

「眠りなさい、可愛かわいい子、母と翼に、くるまれて」

　アリシアが生まれ育ったフェイトリン地方だけでなく、アズベルグ地方にも広く流る布ふしている歌だ。以前、カシュヴァーンに同じ歌を歌ってもらった記憶がある。

「おやすみ、愛いとしい子、おやすみ、私の王子様……」

　最後の部分は子供の性別によって変えることになっている。カシュヴァーン様は、たぶん「お姫様」と歌ってくださったのね……と、二番を忘れてぼんやりと思い出していると、

「俺も、お前の息子に生まれたかったな」

「え？」

　深くアリシアを抱き締めたゼオルディスの声は、それ以降寝息に変わった。

「陛下？　あの、まだ一番しか歌っていませんけど……」

　呼びかけても、軽く揺さぶっても、ゼオルディスは無反応だ。夕食を食いっぱぐれていたアリシアのおなかがついに鳴り出しても、静かに寝息を立て続けている。

　だが、今のうちに離れようと思っても、がっちりと抱かれていて身動きできない。

　レネを呼ぼうかと思ったが、おとなしく寝ていることは間違いないのだ。疑った罰ばつ、などと言い出されては困る。

　やむなくアリシアは、眼鏡だけ外して枕まくら元もとに置いた。ゼオルディスはその胸にしがみつくようにして、無防備な寝顔をさらしている。

「本当に、子供みたい……」

　彼がカシュヴァーンにしたことは絶対に忘れない。今も変わらず大嫌いだと言える。

　けれど、こんな風にすべてを預けて眠られてしまうと、元々「嫌い」という燃ねん費ぴの悪い感情を避けていたアリシアだ。

　おまけに自分が口にした言葉が、聖句さえ手向けられることなく消え去った命を想起させた。

「陛下は妃殿下のことも、マーベル卿のこともお嫌いだったとのことですけど……生まれるはずだったお子様のことも、お嫌いだったのですか……？」

　子守歌に代わり、闇やみの中に流れたささやきに応こたえるのは、噓うそか誠まことか分からぬ寝息だけ。

　ため息をついたアリシアは、自分も枕に頭を預けて眼を閉じた。








　第五章　父と息子







　アリシアがシルディーン王宮に軟なん禁きんされてから、半月があっという間に過ぎ去った。

　ジスカルドの忠言が効きいているのか、ゼオルディスはアリシアに添そい寝以上のことは要求してこない。再婚しろとも言われないし、王おう妃ひとして周りに紹しよう介かいされるようなこともない。

　ただし、アリシアの側そばにはいつも侍じ女じよ然ぜんとしたレネが貼はりついている。指定された区く域いき以外を歩き回ることは禁じられ、指定された人間以外と口をきくことも禁じられてしまった。

「あの、陛へい下かは暗殺を恐おそれていらっしゃるのでしょう？　レネを私につけておいていいのですか？」

　自由が欲しくて言ってみたアリシアに、ゼオルディスは「レネの腕うでなら俺から多少離れていても大丈夫だろう？」と取り合わない。実際そのとおりであり、今のところ他の言い訳は見つけられない。

　そういう訳で今日もまた、アリシアはレネと二人で過ごしていた。

「レネ、あの方は誰？」

「新しい道どう化けだそうです」

　王宮の二階、いつか仮か装そう舞ぶ踏とう会かいが開かれた「光の翼つばさの間ま」付近の通路にレネと並び、真下に見える大階段を見み下おろす。

　国王主しゆ催さいの午後の茶会に招まねかれ、鼻高々な客人たちをこうして眺ながめるのが最近の日課だ。「王妃の不ふ慮りよの死」を大々的に発表したゼオルディスは、表向きは喪もに服しているものの、「傷心を慰なぐさめるため」との言い訳で毎日のように何かしらの会を開いている。

　その大半は、新国王の支持基き盤ばんである地方伯たち。茶会や演えん奏そう会かいにかこつけて、秘密の政治談義が行われていることは明白である。

　だからアリシアも、少しでも情報を得られないかと、毎日こうして来客たちを眺めているのだが……

「ねえレネ、ではあの方は、もっとすごい道化なの？」

「いえ、新しい楽士だそうです」

「まあ、そうなの。道化の方より派手で罰ばち当あたりですてきね!!」

〈翼の祈いのり〉の教えでは、翼持つ生き物はすべて聖なる生き物である。しかし破門された国王へすり寄るためか、白い鳥の頭を模もした打楽器を首から下げた楽士を見て、アリシアはきゃっきゃとはしゃいだ声を上げた。

　前ぜん述じゆつのように、ゼオルディスの招きにあずかり王宮を訪れるのは大半が地方伯である。〈翼の祈り〉の教えを深く信じている者が多いため、派手派手しい楽士の格かつ好こうに眉まゆをひそめている者が多い。

　だが日を追うごとに、来客の中には道化だの楽士だの果ては呪じゆ術じゆつ師しだのといった、怪あやしい顔ぶれが増えているのだ。当初はそう装っているのでは、と勘かんぐっていたアリシアだが、レネが控ひかえめに教えてくれた情報によると本物らしい。

　ただしこの「本物」というのは、自称「本物」という意味である。

「ねえレネ、なんだかあの方は見たことがあるような気がするわね。でもこの間見た時は、アタノールではなくて水すい晶しよう球だまをお持ちだったわ」

「相変わらず、興味のあることには記き憶おく力りよくも視力もよく働くのですね。先日まで占い師だと言っていましたが、実は錬れん金きん術じゆつ師しだったそうです」

　この調子で、新国王の歓かん心しんを買うためであれば、彼らは平気で職業を替えてしまう。ゼオルディスもゼオルディスで、それを咎とがめもしないいいかげんさだ。

　その様は永遠の生命を追い求め、怪しげな人間を次々に呼び集めていた前王ランドレイと酷こく似じしていた。

　ただし、老ろう宰さい相しように頭の上がらなかったランドレイとは違い、ゼオルディスは宰相ジスカルドの忠告を鼻で笑って聞き流してしまうのだ。時折王宮内で見かけるジスカルドの顔は、見るたび憔しよう悴すいの度合いを増しているようだった。

　ちなみに日に日に憔悴していくのは、マーベリックもである。ゼオルディスの周りにはべる人間を敵視していた彼は、一時はフロリアンが爵しやく位いを剝はく奪だつされた挙あげ句く、王宮を去ったことを不ふ謹きん慎しんなほど喜んでいた。

　だがマーベリックの喜びは長続きしなかった。なぜなら彼がひそかに期待していたように、フロリアンから奪うばった爵位がマーベリックに与えられるようなことはなかったからである。

『物欲しそうな顔をして、何を期待しているんだ？　マーベリック』

　つい昨日のことだ。思い余って、自みずから叙じよ爵しやくについて尋たずねるために部屋にやって来たマーベリックを、ゼオルディスはすげなく一いつ蹴しゆうした。

『フロリアンは、自ら爵位が欲しいなどとは言い出さなかったぞ？　いやはや、品位というのは必ずしも血筋に依よるものではないのだな』

　その場にはアリシアだってレネだっていたのだ。せめて退席させてくれればよかったのに、ゼオルディスはお構いなしにとどめを刺さした。

『セイグラムは、全く見る眼があることだなあ。今度ティルたちも王宮に呼ぶつもりなんだが、そのまま残ってもらうようにしようか』

　カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであり、アリシア付きのメイドだったノーラと婚こん約やくしたティルナードは、地方伯レイデン家の当主だ。そして彼の執しつ事じ兼けん教育係であるセイグラムは、昔マーベリックの教育係だったこともあった。

　しかし自分に相応ふさわしい主あるじを探して名家をさまよっていたセイグラムは、マーベリックにあまりにも厳きびしく接しすぎた。結果、マーベリックは持って生まれた才能を開花させるどころか、セイグラム恐怖症になってしまったのだ。

　天敵の名を用いての当てこすりに、顔色を失ったまま退出していったマーべリックだが、今日の茶会の用意も彼がしているはずである。爵位は譲ゆずられなかったが、近きん侍じとしての役割だけはフロリアンから引き継ついでいる。

「クリストン卿きようまで、飛び降りたり王宮を去ったりしなければいいけど……」

　姿は見えないが、マーベリックは今頃裏方としてかけずり回っているだろう。得体の知れない客は増える一方なのに、使用人の数は減り続け、質は低下し続けていく状況では苦労が絶たえないに違いあるまい。

　彼がマーベル兄妹の二の舞になる日は遠くない気がして、アリシアはふう、とため息をついた。

「それにしても、次から次へと、新しい人が来るわねえ。王宮は広いけど、そのうちいっぱいになってしまうんじゃないかしら」

「大丈夫でしょう。次々といなくなっていますし」

　冷静なレネの返答に、アリシアはぎくりとしてしまった。彼女の勘かん違ちがいに気づき、レネは静かに訂てい正せいする。

「新しもの好きの陛下は、あの手の者たちにはすぐ飽あきておしまいになるのです。といっても、適当な金品を与えて追い払っているだけで、殺してはいません。……少なくとも、私の知る限りでは」

「……そう」

　曖あい昧まいな部分がありはするものの、ひとまずアリシアは安あん堵どした。職業を替えてまで舞い戻ってくる者がいるのだから、ゼオルディスの彼らへの扱いはひどくはないのだろう。

　だが、鷹おう揚ようであるならあるで、金の流れに敏びん感かんなアリシアは別の懸け念ねんも覚える。

「毎日毎日、いろいろなことに派手にお金を使っているようだけど、大丈夫かしら？　元々王家は財政難だということなのに」

「……それについては、新しん興こう貴族への税負ふ担たんを重くすることでまかなっているようですね」

　レネの小さな声に、アリシアは唇くちびるを嚙かんだ。予想どおり、ゼオルディスの地方伯偏へん重ちよう政策はいよいよ露ろ骨こつになってきつつあるようだ。

「……そこまでして集めたお金を、がんばっている古参の使用人たちにもあげればよかったのに」

　使用人の数が減り、質が低下していく。ずっとアリシアを不思議がらせていたその原因もまた、ゼオルディスの地方伯偏重政策にあるようだった。

　八十年ほど前に国中に吹き荒れた下げ克こく上じようの嵐を収めるために、時の王家と〈翼の祈り〉教団は一部の農民たちに爵位を与えて大量の新興貴族を生み出した。そのため、シルディーン国内での貴族と使用人の関係はかなり近いものとなっている。

　さすがに王家に仕つかえる使用人にそういった意識は少ないようだが、限度というものがある。強引な政策を行う国王と、その後ろ盾だてを背に居い丈たけ高だかに振る舞う地方伯たちに辟へき易えきして、古参の使用人たちが大勢辞やめてしまったらしいのだ。

　代わりに雇やとい入れられた使用人たちは、当然ながら練度は低い。それにいら立った地方伯たちが癇かん癪しやくを起こし、またすぐに辞めてしまうという悪あく循じゆん環かんなのだという。

　シルディーン王宮内だけではない。きっと同じことが、この国中で起こっているのだろう。

　時代の流れをねじ曲げ、無理やり逆行させるようなやり方で、人の心を動かせるはずがないのだ。

「陛下もじわじわと人の心を変化させる方法なら、恐きよう怖ふ小説からたくさん学んでいらっしゃるはずなのに……本当に、どうなってしまうのかしら、シルディーンは……」

　もっとうまくやれないものか、と思いながらぼんやりと階下に視線を投げていたアリシアは、大おお慌あわてで大階段を上のぼるひとりの若者を見つけた。

　明るい茶の髪かみを振り乱し、必死の形ぎよう相そうの彼の脇わきには、白い布がかかった四角い何かが抱かかえられている。読書好きのアリシアは、最初本だろうか、と思った。

「ねえレネ、……」

　あれは誰かと聞こうとした瞬しゆん間かん、気がついた。

　違う。絵の具がにじんだ布に巻かれた四角いものは本ではないし、彼の名ならレネに聞かなくてもいい。

「──リュク？」

　類たぐい希まれなる絵師としての才能を持つリュクが、息せき切って二階の角を曲がり、国王主催の茶会が行われている会場へ入っていく。締め切りを守る才能にだけは恵まれない彼だから、直前まで絵を仕上げていて遅くなったのだろう。

「ああ、あれは新しい画家ですね」

　吹き抜けの下を見下ろし、レネは落ち着いた声で言った。

「オーデル侯こう爵しやく夫人の紹介で、先日より王宮に来ている男です」

「エルティーナ様が……？」

　ますます驚いて、アリシアはまじまじとレネを見つめる。

　元々リュクはカシュヴァーンやアリシアに仕えていた訳ではなく、一時的にライセン家に身を寄せていたに過ぎない。芸術家には後こう援えん者しやがつきものなのだし、エルティーナは女遊びに余念のない夫に対たい抗こうし、若い愛人を大勢持っている。

　そんな彼女に行き場をなくしていたリュクが拾われ、ずっと来たがっていた王宮へ。おかしな流れではない。

　でも、期待してしまう。

　何かが起ころうとしているのではないか。

　すがるようなアリシアの視線を浴あびたレネは、言いにくそうにこう続けた。

「あの男と、アリシア様が面識があるということは陛下にお聞きしております。申し訳ありませんが、あまり近づけないように、とのお言いつけです」

「そう、よね……」

　やはりと言うべきか、ゼオルディスはリュクがアリシアの知り合いであると承しよう知ちで出入りを許したようだ。これもいいかげんさの表れなのか、何か別の考えがあるのか。

「さあ、アリシア様、そろそろ部屋へ戻りましょう」

　やんわりと促うながされても、なかなか思いきれない。

「あの……リュクとがだめなら、エルティーナ様と、お話を……」

「……申し訳ないですが」

「……そうよね」

　エルティーナとも、ゼオルディスの許可が出ないためずっと口をきいていない。憔悴していく夫を心配しているのか、国の未来を憂うれえているのか、生気を失っていく美しい顔を遠くから眺めるのみだ。

「分かったわ。戻ります」

　──ルアークのような例もある。期待しすぎないよう自分を戒いましめながら、アリシアはレネの後を追った。







　ゼオルディスの部屋に戻ったアリシアは、いつものように奥の本ほん棚だなから取り出した本を読んで過ごす。側ではレネが、ドレス姿で黙もく々もくと訓練に励はげんでいる。

　本当はアリシアも情報収集と、ついでに純然たる好奇心を満たすために国王の客人たちに会いたいのだ。だがゼオルディスはそこまで寛かん容ようではなく、「王妃としてなら連れて行ってやるよ」とうそぶくばかり。

　アズベルグはどうなっているのか、フェイトリンは。そういうことをいくら聞いても、返ってくるのは「王妃になってくれたら教えてやるよ」などという言葉ばかりだ。

「私も、少しぐらい訓練を積んでおくべきだったかしら……」

　自分がレネなら、ルアークなら、敵地のただ中でいくらでもできることがあったはず。

「ガーゼット侯爵様の居場所だって、分かるでしょうに……」

　グラネウスの著書のひとつ、『七回死んだ錬金術師』を読み返しながらアリシアはため息をついた。

　クロエとナディールは今のところ牢ろう内ないで無事でいるようだが、グラネウスの居場所は依い然ぜんとして不明。

　王宮内にはいるらしいのだ。しかしクロエの指摘どおり、反逆者の筆頭であるグラネウスについては警けい戒かいが厳しい。レネは知っているようだが、申し訳なさそうに明言を避さけている。

「いっそ私が、幽ゆう霊れいなら……」

　肩かたを落としたアリシアの視界の隅すみにある、閉ざされた窓。

「だめですよ」

　はっと我に返った瞬間、レネが眼の前に立っていた。

「い、嫌いやだわ、レネ、私はなにも……そう、本を棚に戻そうと思って、ちょっと見間違えただけ……」

　苦しい言い訳を苦しそうに聞き終えたレネは、

「なんのお力にもなれない身で、勝手なことを申し上げますが……私にとってのアリシア様は、いちゃいちゃ夫婦生活を参考にさせて下さった恩人です。あなたに……、そういう顔は、似合いません」

「レ、レネだって、いつもの、あまり表情が変わらない感じでいてほしいわ。そんなつらそうな顔、しないで……」

　互いに声をかけ合っても、ぎこちない空気までは変えられない。これ以上読書をする気にもなれず、しょんぼりしながら物思いに耽ふけり、それでも食事だけはきちんととって、やがて真夜中になった頃。

「ただいま、アリシア」

　酒の臭においをさせながら、ゼオルディスが帰ってきた。

「……お帰りなさいませ」

　起きて待っているように、との命令を守り、頭を下げて迎むかえるアリシアを見てゼオルディスは機き嫌げん良さそうに笑う。レネが持ってきた水差しの水をひと口含ふくむなり、

「何か変わったことは？」

「……特に、何も」

　リュクのことが意識の隅をかすめたが、こちらから口火を切ることは避けた。ゼオルディスもそれ以上言わず、襟えり元もとを緩ゆるめながらふらふらと寝しん台だいに向かう。

「……陛下は、今日の晩ばん餐さん会かいは、楽しかったのですか？」

　茶会に引き続き行われた晩餐会に、リュクはいたのだろうか。そんなことを思いながら探さぐりを入れると、寝台にごろりと寝転がったゼオルディスが意外な発言をした。

「今度舞踏会があるから、お前も来いよ、アリシア」

「え？」

「ずっと部屋の中に閉じ込めたきりだから、退たい屈くつで死にそうなんだろう？　レネが心配している」

　いつの間に、と驚きつつもレネに感謝する一方で、アリシアは警戒せずにはいられなかった。

　まだミューゼの喪は明けていない。なのに茶会や晩餐会はとにかく、舞踏会まで催もよおす意味は？

「……まさかそこで、私を王妃として紹介するおつもりでは……？」

「ははは、俺は本当に信用がないなぁ」

　酒のせいか、ゼオルディスの笑い声は普段以上に大きい。

「大丈夫だ、ただの気晴らしだよ。堅かた苦くるしくない、最近知り合った面おも白しろそうな奴やつらばかり集めて内々にな。俺もはっきり覚えていないような連中がほとんどだから、お前が交まじっていても分からないんじゃないか」

「へ、陛下もよく覚えていないお客様たちを集めて、舞踏会ですか!?」

　王宮内に流入してくる怪しい人々は数多く、そんな彼らと様々な会を開いていたゼオルディスであるが、舞踏会まで開くとはやりすぎだ。ろくに記憶もしていない連中を集めるなど、暗殺してくれと言わんばかりではないか。

　いいかげんにもほどがある。びっくりしたアリシアの声が酔よった耳に障さわったのか、ゼオルディスは軽く耳元をふさぎながらも「そうだ」と楽しそうに答えた。

「本当は前にやったような、趣しゆ向こうを凝こらした舞踏会にしたかったのに、義に兄い様さまに却きやつ下かされてしまった。金なんて義兄様の嫌きらいな新興貴族どもからいくらでも搾しぼり取れるだろうに、けちだなあ」

　枕を抱き締め、すねたようにつぶやくゼオルディスに、アリシアはそっと聞いた。

「……お父様の真ま似ねをしていらっしゃるの？」

　呼びかけに、ゼオルディスが振り向いた。

　かすかに笑んだ彼の手が、ちょいちょい、とアリシアを手招きする。わずかな逡しゆん巡じゆんの後のち、アリシアは寝台の脇に立って寝そべった彼を見下ろした。

　宰相イーダルに頭が上がらないくせに、時折妙みような片意地を張って王おう威いを見せつけようとしていた前王ランドレイ。

　ゼオルディスはあまり父を尊そん重ちようしているようではなかったが、ここ最近の行動は父の模も倣ほうなのだろうか。

　──生き方を真似、死に方まで真似る気なのだろうか。

「あなたが、父王と宰相閣かつ下かを殺したのですか？」

　これも、いつか聞こうと思っていたことのひとつだ。今聞くのが最良であるかどうかは分からなかったが、なんとなく、今聞かなければならない気がした。

「きゃっ!?」

　息いき詰づまるような沈ちん黙もくから急転直下、いきなり手首を摑つかまれ寝台に引き倒される。

「アリシア様!!」

　血相を変えて近寄ってきたレネが抜いたナイフが、燭しよく台だいの光にきらめいた。

　しかし結局アリシアは、いつものようにゼオルディスの胸に抱き込まれただけ。

　酒さけ臭くささが鼻につくが、背中を抱く手には余裕があり、ささやく声も冷静だ。

「カーシュの真似をしたくてな」

　一瞬なんのことか分からなかった。だが、それがさっきの質問に対する答えなのだと分かった瞬間、アリシアはぎくりと身を強こわ張ばらせた。

　実の父を手にかけたカシュヴァーンの、真似をしたということは。

「これでお前が、俺のことを好きだと言ってくれれば完かん璧ぺきだ」

「い、言いません、思っていません……!!」

　至し近きん距きよ離りで突き刺さる大声に頭痛を誘さそわれたか、顔をしかめながらゼオルディスがうそぶく。

「ミューゼは、俺に言われるままに何十回も何百回も言ってくれたけどなあ」

　そして、頭ず上じようでナイフを構えて静止しているレネを眼だけで見上げた。

「たとえばだ。レネに伽とぎを申しつける代わりに、好きだと言えと言ったら、お前はどうする？」

　言葉を失ったアリシアに代わり、レネが淡たん々たんと口を開く。

「無意味な例えです。私は別に」

「だ、だめよレネ。あなただけじゃなく、レクサンドール子し爵しやく様に申し訳ないもの!!」

　慌ててレネを押しとどめたアリシアに、では、と言わんばかりのゼオルディスの視線が注そそがれる。額ひたいから右眼を通り、頰ほおにまで達した傷きず痕あとがひどく眼についた。

　左右にぶれた醜みにくい傷だからではない。同じ傷痕が、鏡に映したような位置にカシュヴァーンの顔にも刻きざまれているだろうことを、どうしても意識してしまうのだ。

「アズベルグの暴君」と呼ばれ、出会った当初は露骨に家柄目当てだと言い放ったカシュヴァーンを筆頭に、アリシアはどんな相手にだって「好き」と言い続けてきた。別に無理をした覚えはなく、そのほうが楽に生きられることを経験から学んでいたからだ。

　だが今「好き」を要求しているのは、自分がカシュヴァーンの真似をするだけに飽き足らず、彼にも無理やり自分の真似をさせた男。

「──……す、す、す」

　短い言葉なのに、どうしても最後まで出てこない。

　カシュヴァーン様が相手だと思えば、と一瞬考え、すぐに心の中で首を振る。

「似ている」とは「違う」ということだ。いくつかの共通点を持つカシュヴァーンとゼオルディスだが、同一視などできない。

「す、す、すすすすすすす」

「ああ、やっぱりいいや」

　泣きそうになりながら声を絞しぼるアリシアに、ゼオルディスが突然言った。

「ミューゼの奴は、愛するお兄様を盾に取らないと言わなかったんだ。アリシアは菓か子しをやるから、ぐらいのことでもほいほい言いそうだものな」

　そんな安っぽい「好き」はいらないと揶や揄ゆされて、思わずきっぱりと首を振る。

「他の方にはお菓子のかけらをいただいても言いますけど、あなたには言いません!!」

　勢いで断言してしまい、はっと我に返ったアリシアだが、ゼオルディスはけらけらと楽しそうに笑った。

「なるほど。さすが『特別』に『嫌い』だな」

　それが大切な称号でもあるかのようにつぶやくと、ゼオルディスはアリシアの肩口に顔をもたせかけてくる。

「もう寝るから、このまま歌ってくれ、アリシア」

　散々思わせぶりな発言をしておいて、最後はいつもこれだ。すっかり脱力してしまったアリシアだが、これ以上の行動に出られるよりはましだろう。

「分かりました。レネ、ごめんなさい、灯あかりを消してくれる？」

「その男を消したいです」とぼやきながら、レネが寝台の脇にあるものだけ残して灯りを消して回る。

「夜が、来たよ、泣くのは、おやめ……」

　小さなアリシアの声が、広い室内にかすかに流れていく。

　やや間を置いて、ゼオルディスは幸福そうに寝息を立て始めた。







　毒々しいほど真っ赤に咲き誇ほこる薔ば薇ら園えんの中央に、黒髪の少年が立っている。

　アリシアに気づいて、ゆっくりと振り向いたその顔に走る生々しい傷を見た瞬間、ゼオルディスかと思った。

　だが、傷の位置が違う。左眼の上を傷つけられたこの少年は──カシュヴァーンだ。

「親父おやじを殺したんだ」

　そう言って彼は、真っ赤に染そまった両手をアリシアに向かって差し出してきた。

「それでも、俺のことが好きか」

　記憶より少し高い声、記憶より少し低い身長。実父を殺あやめた十五歳の少年は、顔の傷と両手から永遠のように血を流している。

「……お父様でも、誰でも、現実に人を殺すのはいけないことですわ」

　まずはひと言、そう前置きをすると、カシュヴァーンはゆっくりとこちらに近づいてきた。

「俺のことが嫌いか。赦ゆるしてくれないのか」

　薔薇を踏ふみしめ、歩くその背が伸びる。声が低くなり、顔が大人びて、そして大きくなった手には剣が握にぎられている。

　裏地のみ紺こん色いろの黒いマントを揺ゆらして、近づいてくる彼の背後にはさっきの少年の赤い死体が横たわっていた。

　姿は同じだけれど、違う。これはカシュヴァーンじゃない。

　レジオール・ハルバースト。薔薇狂いの妻から愛を得られなかったことにより、精神に変調を来きたした「怪かい物ぶつ」。

　──本当に？

「お、お父様を殺したことなら、赦しません。私は聖女でも女神でもないので、そんなことはできません」

　高く剣を振り上げられても、できないことはできない。アリシアは首を振った。

「でも、ご自身のことが嫌いなカーシュ様の代わりに、私が……あなたのことを好きになります」

　いつしか顔そのものが真っ黒に塗ぬりつぶされ、顔立ちも傷の有う無むも分からなくなった相手を、祈るように見上げて。

「だから、赦されなくても、生きて。……帰ってきて……」







「ただいま」

「ひゃああああっ!?」

　至近距離からかけられた声に、アリシアは跳はね起きた。

「カ、あ、い、いえ、ゼオ、様……？」

　寝起きのせいか、いつにも増して視界がぼんやりしているが、ここで都つ合ごうよくカシュヴァーンが出てくるはずがないのだ。どうにか探り当てた眼鏡めがねをかけて見てみれば、案の定すぐ横でゼオルディスがにやにやしている。

「帰ってきてって言っていたから、応こたえてみたんだよ。俺に言ってるようじゃなかったが」

　カシュヴァーンの夢を見ていたことなどお見通しなのだろう。酒も抜けた声で楽しそうに笑う彼に、アリシアはとりあえず謝った。

「申し訳ないですわ、起こしてしまったのですね……私ったら、せっかく寝ておとなしくなっていた方を起こしてしまうなんて……」

　子守歌を歌った後、ゼオルディスが寝息を立て始めたところまでは記憶がある。いつしか自分も寝入ってしまったようだが、寝言で彼を起こしてしまうとは。

「いや、俺のほうが先に眼が覚めたんだ。可愛かわいい寝顔を眺めていたら、お前が泣きながら『帰ってきて』なんて言うからさ」

　言われてアリシアは、自分が泣いていたことに気づいた。

　視界がぼやける訳だわ、と納なつ得とくしつつ目元を拭ぬぐうアリシアに、ゼオルディスは楽しそうに話しかける。

「それに、久しぶりにゼオ様と呼んでもらえたし」

　指摘され、アリシアははっとした。カシュヴァーンに禁じられていたこともあり、控えていた愛称がうっかり口を衝ついてしまったのだ。

「知っているだろう？　俺のことをゼオと呼んでいいのは、俺が気に入った相手だけなんだ」

　艶つやめいた笑みを浮かべたゼオルディスの雰ふん囲い気きが一転した。伸びた指が、思わせぶりに亜あ麻ま色いろの髪を梳すき始める。

「では、妃ひ殿でん下かのことも、本当はお気に入りでしたの……？」

　首筋がぞわぞわするのを感じながらアリシアが言うと、髪をいじる指先が止まった。

「なあ、アリシア」

　また雰囲気を変えたゼオルディスが、静かな声で問うた。

「俺のことが好きか？」

「え、いいえ」

　最近本当によく聞かれる、と思いながらもアリシアが即答すると、ゼオルディスはいつものように笑った。明るく、快かい活かつに。

「俺のことが好きだと言ってくれたら、カーシュを返してやるって言ったら？」

　条件そのものよりも、その前提となる事実にアリシアはぱっと顔を明るくした。

「では、カシュヴァーン様は、生きていらっしゃるのですね!?　……痛ッ!!」

　瞳ひとみを輝かがやかせて尋ね返した瞬間、強く髪を引っ張られて悲鳴を上げる。

　涙眼になるアリシアを、「怪物」の傷ついた瞳が冷たく見つめていた。

「言えよ」

「へ、陛下……？」

「ゼオ様のことが、好きだって言え」

　呼び方まで訂正され、抗こう議ぎしようとすると髪に絡からんだ指先に力がこもる。このまま怒らせ続けたら、髪だけですむとも思えない。

「──ゼオ様の、ことが……好き、で、す」

　ごめんなさい、カシュヴァーン様。心の中で夫に謝りながらも要求に応じると、ゼオルディスは表情を変えずに聞き返してきた。

「それは本心か？」

　一瞬返答に詰まった。でも、これ以上の噓うそは今のアリシアには無理だ。

「……いい、え」

「はは、だよなあ」

　たちまち明るく笑い出したゼオルディスは、ぱっとアリシアの髪を放した。

　思わず安堵の息を吐いたが、次の瞬間強く引き寄せられる。反射的に頭ず突つきの用意をしたアリシアの胸元にゼオルディスは顔を寄せてきたが、それ以上おかしな真似をする様子はなかった。

「今夜はもう、子守歌はいらない。じゃあ、おやすみ、アリシア」

　薄い胸にもたれ、ゼオルディスはすぐに寝息を立て始める。

「……寝ぼけていらしたの？」

　彼は何がしたかったのだろう。首をひねりながら、アリシアも眼鏡を外はずして瞳を閉じた。

「また、カーシュ様の夢を見られるといいんだけど……今度はルアークとかも、出て来ないかしら……」

　できればさっきのような、悲しい夢ではないほうがいい。カシュヴァーンもルアークも、もう多いなんて言わないから、何十人でも何百人でも出て来てくれればいい。

「……本物が来てくれるのが、一番いいのだけど……」

　楽しい夢は覚めた後がつらいとも言うけれど、まだすべての希望がなくなった訳ではないのだ。

　生きてさえいれば、いつかきっと会える。

　やがて眠りに落ちたアリシアを見つめて、ゼオルディスは小さくつぶやいた。

「本当に、羨うらやましいな」







　数日後、念のためにベールで顔を隠かくしたアリシアは、ゼオルディスが言っていた舞踏会会場にいた。

　場所は以前の怪かい奇き仮装舞踏会に使われた、「光の翼の間」ではない。その隣となりにある、通常は晩餐会を催す際に使われている部屋だった。

　さすがにあの規模の舞踏会を開くのは、ジスカルドなどに止められたために場所を変更したのだろう。だが集まった人数に対して、会場の広さが明らかに足りていない。

「まあ、本当に、なんだかよく分からない人がいっぱい!!」

　足の踏み場もないほど混雑した会場内に入った途と端たん、アリシアは興奮のあまり叫んでしまった。結構大きな声のはずだったが、周囲の騒さわがしさがそれ以上なので、アリシア自身にも自分の声がよく聞こえない。

　これまでに王宮を訪れた、あらゆる職業の人々がここに集まっているようだった。一見しただけでは職業どころか、年齢や性別さえ判じがたいような人々が大勢ひしめき合っている。

「ねえレネ、あの方は踊り子？　あっちの方は吟ぎん遊ゆう詩人だったわよね？」

　眼鏡の上にさらにベールなど被かぶっているものだから、アリシアの視力は今やないに等しい。しかし混こん沌とんとした空気が持ち前の好奇心に火を点つけた結果、常ならぬ判断力を発はつ揮きしていた。

「今は逆のようです」

　一方のレネは、いつもどおりの冷静な判断力で問いに答えてくれる。顔を隠す必要がない彼女は、ついでにドレスも無む駄だだとばかりに脱ぬぎ捨てて、まるで従じゆう僕ぼくのような動きやすい服装でアリシアの側についていた。

「ベールの必要はないかしら。みなさん、周りの人の顔なんかほとんど見ていないわ」

　周囲の誰かとぶつかるたびに、まくれ上がるベールを押さえながらアリシアはうきうきと声を弾はずませる。可能ならベールなしで周りの光景を見てみたかったのだが、レネは「だめです」と素そっ気けない。

「数は少ないですし、ほとんどが壁際に退たい避ひしていますが、地方伯も何人か交じっています。アリシア様の顔を知っている者もいるはずですし、見つかれば説明が必要になるでしょう。窮きゆう屈くつでしょうが、そのままでいて下さい」

　アリシアには「普通」すぎて眼に入っていないが、レネは会場内にいる人間の位置まで正確に把は握あくしているようだ。

「そうよね……ごめんなさい、レネ」

　しゅんとするアリシアに、レネも表情を変えぬまま謝罪する。

「私のほうこそ、申し訳ないです。アリシア様に余計なことを言う者を、すべて排はい除じよして構わない、ということならベールも」

　途中まで言いかけた言葉を引っ込めたレネの手に、ナイフが生はえた。

「ひゃああああっ!?」

　折しもアリシアに背後から声をかけようとしていた若者の脇腹に、銀の刃がぴたりと添えられる。近くでナイフ投げの余よ興きようを見せている大道芸人がいるせいもあり、ナイフを突きつけられた本人以外は誰も騒がない。

「や、いや、そ、その、俺、俺だよっ」

　慌てているのか、名乗りになっていない名乗りを上げる若者の声には、はっきりと聞き覚えがあった。はっと振り返ったアリシアの鼻先を、油絵の具のきつい臭においがかすめる。

「まあ、リュク!!」

　そこにいたのはついこの間、大階段を駆かけ上がっていたリュクだった。

「うん、そうだよ、アリシア」

　ライセン家を離れてから、苦労したのだろう。脳天気な笑みが似合う、人の良さそうな顔は少し輪りん郭かくが削そげている。

「げ、元気そうで、よかったわ！　よかった、本当によかった……」

　またひとり、離れ離れになった仲間たちの無事が正式に確認された。涙ぐんでしまいそうになるアリシアだったが、リュクは青くなって飛び上がった。

「うわ、い、痛い、何するんだよ、レネ!!　だから俺だって!!」

　ナイフの先でちくりとやられたのだ。一体どうしたのか、と驚くリュクに、レネは無表情のまま自分の立場を説明する。

「……私は現在、国王陛下の護衛兼アリシア様の護衛です。そして陛下からは、アリシア様とあなたを近づけないように仰おおせつかっております」

「え、ええっ!?　レネが、なんで!?　あの傭よう兵へいのおじさんはもうどうでもよくなったの!?」

　やたらと惚ほれっぽいリュクは、かつてはレネにも興味を持っていたが、バルロイ一筋の彼女に相手にされなかった。その彼女が「あの」国王の命に従っている、ということが受け入れられないらしく、さかんにレネと会場の奥にいるゼオルディスを見比べている。

「レネ……」

　すがるようなアリシアの呼びかけに、レネはもう一度リュクの脇腹を突くことで応じた。

「──誰が見ているか分からない場所で、不用意に話しかけるのはおやめ下さい。私も止めざるを得ません」

　それが、今のレネにできる精一杯の譲じよう歩ほなのだろう。リュクはまだ何か言いたそうにしていたが、これ以上突かれるのも避けたいと思ったらしく、渋しぶ々しぶ人波に紛まぎれて行ってしまった。

「……申し訳ありません」

「……いいのよ、レネ。気にしないで」

　レネにはレネの事情がある。リュクと話をしたことでバルロイを危険にさらすのは困るし、アリシアと接触したことでリュク自身が害される可能性もあるのだ。

「でも、何を言おうとしていたのかしら、リュク……」

　去り際ぎわ、言葉を口の中に溜ためていたリュク。

　何せ長い間、互いの状況もはっきりしないまま離れ離れになっていたのだ。元気だったか、とか、今までどうしていたのか、とか、他のみんなはどうしているのか、とか、聞きたいことはたくさんあっただろう。

　でも、そういうことではなかったような気がするのだ。

　リュクの姿を王宮内で見かけた、あの時から育っていた予感がふくらんでいく。

　レオニアとは一緒にいるのかとか、エルティーナにどうやって取り入ったのかとか、そういうことよりもっと聞きたいことがある。

　──リュクは何か企たくらみを持って、王宮に入り込んだのではないのか？

「アリシア様」

「ひゃあっ!?」

　不意に聞こえてきたレネの声に、アリシアはさっきのリュクのように飛び上がってしまった。

「国王陛下が、挨あい拶さつに来るようにとのことです」

　アリシアが考え事をしている間に、誰かがレネに伝言をしに来たようだ。主催者に挨拶をするなど当たり前の話だが、人口密度が高すぎて誰がどこにいるのかよく分からないのと、他のことに気を取られっぱなしだったことと、何よりあまりゼオルディスと顔を合わせたくないために完全に忘れていた。

「……行かないとだめかしら。私、あまり目立たないほうがいいと思うのだけど」

「主しゆ賓ひんも目立たないぐらいだから大丈夫、だそうです。……おかしな真似をされても困りますので、行きましょう、アリシア様」

「……そうね」

　挨拶を嫌がったからという理由で、「妻が恥はずかしがって来てくれない」などと言い出されては困る。

　あまり気は進まないものの、アリシアはレネが人をかき分けて作ってくれた通路を歩き出した。







　そう広くもない会場の奥に置かれた長なが椅い子すに腰掛け、ゼオルディスは機嫌良さそうに笑っていた。

　周りにはなんだかよく分からない人々が大量にはべっているが、見知った顔も多かった。むっつりと黙だまり込んでいるジスカルド、扇おうぎの陰かげでひたすらため息をついているエルティーナ、異様な喧けん噪そうに怯おびえたように青い顔でうつむいているマーベリック。

　他にも何人か、地方伯らしき貴族たちもいるが、彼らの表情も似たようなものである。新興貴族の大量乱立のせいで舞踏会から上品さが失われた、と日頃息巻いている彼らから見れば、このらんちき騒ぎは正気の沙さ汰たとは思えないのだろう。

「おお、来たな、俺のお姫様」

　目ざとくアリシアを見つけたゼオルディスが、にやにやしながら手招きしてくる。頰や首筋に口紅の跡あとをつけ、呪術師あたりからの贈おくり物と思われる妙な首飾りをかけた姿は、とても一国の王とは思えない。

　名前を口にしないのは、一応の配はい慮りよなのだろう。代わりの呼び方が、時にふざけて、時に真しん摯しにカシュヴァーンが口にしたものと同じであるのは、絶対にわざとだろうが。

「……お招きありがとうございます、陛下」

　変な臭いのする首飾りにちょっぴり好奇心をそそられながらも、アリシアは無難な挨拶をした。

「少しは元気になったようで何よりだ。また飛び降りられてはかなわないからなあ」

「……陛下」

　険けわしい眼つきで咎めたのは、エルティーナだ。マーベル兄妹の一件について彼女がどこまで知っているかは不明だが、少なくともミューゼの「不慮の死」がどういうものだったかは把握している様子である。

「ははは、睨にらまないで下さいよエル姉様、怖いなあ。全く俺は、本当に好きな女に好かれない」

　人妻であり、実の姉でもある女性に危険な発言をすると、ゼオルディスはぞっとしたように身を引いたエルティーナからまたアリシアへと眼を向けた。

「ところで、懐なつかしい顔を見たんじゃないか？」

　出し抜けの指摘に、アリシアはベールの下で顔を強張らせた。

「顔色が変わったな。図星か？」

「まあ、へ、陛下も眼がお悪いのですね。きっとベールの色のせいですわ」

　下へ手たな言い訳を、ゼオルディスはあっさり受け入れた。

「ふん、そういうことにしておくか。ところでな、実は今度、姉様が薦すすめてくれた絵師に肖しよう像ぞう画がを描いてもらおうと思っているんだ」

「え？」

　急な話題転換に眼を見張るアリシアに、ゼオルディスは楽しそうに計画を語る。

「俺と真の聖女アーシェルという国王夫妻を中心に、ジス義兄様やエル姉様、かわいそうな父様、それに我が友マーベリック。新生シルディーン王家の中心人物を集めた、豪ごう華かな絵にしようと思っている」

　そういった絵を描いて、王家の結けつ束そくを知らしめようとするのは常じよう套とう手段だ。

　けれど、描くのがリュクで、夫婦と彼らに関わる人々を集めた絵となると、これは。

「名づけて『家族の肖像』。いいだろう？」

　悪戯いたずらの成功を確認した、悪童のような笑顔をアリシアは息を吞のんで見つめた。

　カシュヴァーンとアリシアを中心に、ライセン家に関わる多くの人々を描えがいた『家族の肖像』。ライセンの屋や敷しきの奥、リュクが使っていた部屋に飾られたそれを模倣する意い図とは明らかだ。

　エルティーナの推すい薦せんがあったからとはいえ、ゼオルディスがあっさりとリュクを王宮に入れてくれた理由が分かった。

　この男はどこまでカシュヴァーンの真似をして、彼のものを奪えば気がすむのだろう。

「もちろん、俺と王妃の間は少し空あけて描く。なぜか分かるか？」

　唇をわななかせるアリシアに、ゼオルディスは平気な顔でそんな質問をしてきた。

「……王妃が……陛下のことを、嫌いだからですか？」

　硬かたい声で答えると、ゼオルディスはげらげら笑ってから首を振った。

「残念！　正解は、そこには可愛い王子か王女が入るからだ」

　そうですよね、と唐とう突とつにジスカルドに同意を求めれば、ジスカルドは返す言葉に困ったようだ。ちらりとアリシアを一いち瞥べつし、「王家が繁はん栄えいすればいいですね」などと適当なことを言い出す始末。

　一方アリシアは、また腹の底からふつふつと怒いかりが湧わいてくるのを感じていた。

　最も早はやゼオルディスは、カシュヴァーンの真似だけでは飽き足らない。

　彼がいつかは、と、控えめに望んでいた幸福さえ、奪い取ろうとしている。

「そろそろ前王妃の喪は明けていい、と俺は思っている。今日の舞踏会は、その先駆けだ」

　沈黙しているアリシアに、ゼオルディスはそんなことまで言い始めた。

　ぎょっとしたアリシアより大きく反応したのは、気まずそうに眼を逸そらしていたジスカルドとエルティーナである。

「私はそんなことは聞いておりませんよ!?」

「陛下、勝手なことをおっしゃらないで下さい。せめてひと月ぐらいは、おとなしく……」

　宰相夫妻が口々に非難するが、ゼオルディスは聞く耳を持たない。硬こう直ちよくしているアリシアに、いつものように笑いかけるだけだ。明るく、快活に。

「子作りは王妃の至上命題だが、その前後も大事だよな。飛び降りられたり、おかしな薬を飲んで体中が紫むらさきに腫はれ上がったり、息子をほったらかして遊び回られたりしては困る。いつまでも仲のいい家族でいたいものだよな、お姫様？」

　戯ざれ言ごとに、怒りよりも当とう惑わくが強くなる。背後でレネが眼を剝むいているが、「子作り」云うん々ぬんより他の部分にアリシアは気を取られた。

　ゼオルディスが例えとして挙あげた、二つ目と三つ目がよく分からない。特に、三つ目だ。

　誰のことを言っているのだろう。

「……娘は、ほったらかして遊び回っても、いいんですの？」

　とりあえずそこに突っ込むと、ゼオルディスは顔面蒼そう白はくの宰相夫妻を尻しり目めに薄うすく笑った。

「さあ？　俺は娘じゃないから、気持ちは」

「──陛下、ご歓かん談だんの最中、まことに申し訳ないですが」

　ややきつい口調で、エルティーナが話に割り込んできた。

「他のお客様のご挨拶も、お受けいただきますようお願いします」

　半分は危険な会話を中断させるための方便だろうが、国王の周りに挨拶待ちの顔が増えているのは事実である。会場内がぎゅうぎゅう詰めの状態だから、同じ場所で立って待つだけでもひと苦労だ。

「そうしますか。確かに、ずいぶんお待たせしてしまったようだ」

　ここは姉の顔を立てることに決めたらしく、ゼオルディスもおとなしく彼女の言に従った。

「では、また後でな、お姫様」

「……ええ……」

　お聞きすることが増えたわ、と思いながらアリシアは軽く頭を下げて国王の前を辞した。

　振り返った瞬間、見慣れた顔が視界をかすめる。

　リュクだ。呪術師だか魔術師だかを自称する老人の三角帽ぼう子しの陰に隠れ、こちらの様子をうかがっていたらしく、一瞬眼が合った。

　何か言いたそうに、その唇が小さく動いている。

　アリシアだって本当はリュクと話したい。でも、レネに迷めい惑わくもかけられない。

　もどかしい思いに囚とらわれながら、ちょっとだけ眼をつぶってくれないかとレネのほうを向いたアリシアの頰を、風が撫なでた。







「きゃああああああ!!」

「クリストン伯はく爵しやく、何を……!?」

　絶ぜつ叫きようが響ひびき渡り、狭せまい会場内をいっぱいに満たした人々が激しく動き回り始める。ある者は逃げ出そうとし、ある者は状況を確かめようと騒ぎの中心に向かう。

「きゃっ!?」

　リュクに気を取られ、とっさの反応が遅れたアリシアは押し寄せてくる人波に吞まれてしまった。体のあちこちにぶつかられ、弾はじき飛ばされて、ベールはちぎれ眼鏡まで飛ばされそうになる。

「やっ、ちょっ、な、なに……!?」

　破れたベールを意味もなく直しながら、眼鏡を押さえたアリシアは思わぬ光景を認めて絶句した。

　肩から胸にかけてを切り裂さかれ、ちょっと驚いたような顔をしているゼオルディス。その前に、レネに床に押さえつけられた中年男性。人の良さそうな、ふっくりとした頰を潰つぶされながら、取り落としたナイフに必死に手を伸ばしている。

　くるくると職業を替えながら王宮にやって来る類たぐいではない。地味だが質の良い生き地じを使った、夜会服に身を包んだこの男は──地方伯の誰かだ。

「父上……」

　あまり見覚えのない男の正体は、顔色を失ったマーベリックのつぶやきで分かった。

　地方伯クリストン伯爵。マーベリックの、父。

「これはこれは、クリストン伯爵。面白みのない方だと思っておりましたが、最高の余興を用意してくれたようで何より」

　笑うゼオルディスは、すでに余裕を取り戻していた。

　怪け我がの程度は大したことはないだろう。夜会服は首飾りごと切り払われ、おかしな臭いの発生源だった小こ瓶びんの中身が床にこぼれているが、そこに赤い色は混じっていない。

「ですが、優秀な護ご衛えいの存在をお忘れだったようだ。やはりラグラドール人とは仲良くしておくべきですね」

　馬鹿騒ぎに紛まぎれた国王の暗殺。

　似たようなことをしに、リュクもここに来たのかと疑っていたアリシアは思わずほうっと息を吐く。

　同じことをしていれば、同じように取り押さえられていたはずだ。マーベリックの父には悪いが、近くにレネのような元〈玩具おもちやの兵隊〉がいることを考えれば、今回の計画は無む謀ぼうとしか言いようがない。

「ふざけるな、国を滅ほろぼす怪物め……!!」

　後うしろ手に拘こう束そくされた状態で、レネに襟首を摑まれ床から引き上げられたクリストン伯爵のほうがよほど苦しそうだ。

「連れて行きますか、陛下」

　牢へ入れるか、とのレネの質問に、ゼオルディスは笑って首を振った。

「構わないさ、俺に言いたいことがあるんだろう？　言わせてやれ。どうせ最さい期ごなんだからな」

　国王暗殺未み遂すいの大罪を犯おかした以上、クリストン伯爵に未来はない。本人もそれは分かっていようが、ぜいぜいと喉のどを鳴らしながら、せめてもの主張を始める。

「貴様が王になって以来、この国はおかしくなる一方だ!!　連日遊び呆ほうけている貴様の懐ふところを潤うるおすために、新興貴族や農民たちがどれだけの犠ぎ牲せいを強しいられているか知っているのか!?」

　元はきっといかにも穏おだやかな、人の好よい男なのだろう。ライセン家の料理人だったダンを思わせる風ふう貌ぼうを歪ゆがめ、糾きゆう弾だんするクリストン伯爵をゼオルディスは茶化す。

「おやおや、伯爵は実に優しい御お方かただ。ご自分から領主の地位を奪った成り上がりどもに、そのような温情をかけられるとは」

　クリストン地方もまた、アリシアの出身地であるフェイトリン同様、地方伯は領主の座を追われている。それを不服に思っていることも、ひそかに自尊心の高そうなマーベリックがゼオルディスに従う理由だろう。

「願わくば、ご子息にもそれだけの優しさを見せて差し上げればよろしかったのに。あなたがなかなか爵位を手放さないものだから、ご子息は恥はじも外聞もなく俺におねだりをする始末だ」

「陛下!?」

　口をぱくぱくさせながらあ然としていたマーベリックは、いきなり恥を暴ばく露ろされて声を上うわずらせた。真っ赤になったその顔を見上げて、ゼオルディスは思わせぶりに言う。

「とりあえずこの調子では、お前を『家族の肖像』には入れてやれないかなあ、マーベリック。残念だ、お前だけは俺の友達でいてくれると思ったのに」

　爵位を与えられないばかりか、必死に維い持じしていた国王の「友達」の座さえ失ってしまう。

　今度は真まっ青さおになったマーベリックを、その父はすがるように見た。

「眼を覚ませマーベリック、この男の進む先には破は滅めつしかない!!　誇り高き地方伯の名めい誉よに懸かけて、我らが聖女アーシェル様に見捨てられたような王は誅ちゆうさねばならない……!!」

　切々と訴うつたえるクリストン伯爵に、他に仲間はいない様子だ。一緒に挨拶に来ていた別の地方伯は、「私は関係ない！」と必死になって周囲に主張している。

　たぶんクリストン伯爵は、最初から王を殺すつもりはなかったのだ。単独犯であることにくわえ、挨拶の最中にいきなり斬きりかかるという無謀さがそれを示している。

　伯爵の本当の目的は、息子。

　暴走する国王の下げ僕ぼくとして働くマーベリックに正気に戻ってほしい。その一心で、強きよう硬こう手段に出たのだろう。

「だとさ、マーベリック」

　にやにやしながら、ゼオルディスは回答を迫せまる。

「どうする？　お前も父親と同意見か？」

　オーデル夫妻もアリシアもレネも、いっせいにマーベリックを見つめる。

　ここでの答えによっては、彼の未来も失われる。

「──た、大たい逆ぎやく犯はんの処刑を進言いたします、陛下!!」

　たがが外れたような大声で、マーベリックが叫んだ。

「陛下に弓引くような輩やからは、最早父などではありません！　今この場で親子の縁えんを切ります、私自らが処刑しても構わない!!」

「マーベリック……」

　あまりの仕打ちに、クリストン伯爵の両眼に涙がにじんだ。

　父親が国王を害そうとしたのだ。臣下としてマーベリックの判断が間違っているとは言えないが、自分に累るいが及ぶのを避けたがっているようにしか見えない。

　ましてクリストン伯爵の訴えは、現在のシルディーン王国の現状を端たん的てきに示したものだ。アリシアもうっかりすると「そうですよね！」と言ってしまいそうで、自主的に口元を押さえている。

　オーデル侯爵夫妻も同意見のようだ。口にこそ出さないが、不ふ愉ゆ快かいそうにマーベリックを眺めている。

　ひとりだけ反応が違うのは、ゼオルディスだった。

「それでもこいつは、お前の父親だろう？」

　意外な発言に、場の注目がゼオルディスに集まる。

「へ、陛下……」

　てっきりいつものように笑ってくれると思っていたようで、マーベリックが狼ろう狽ばいし始めた。

　対するゼオルディスの顔は、極きわめて真ま面じ目めだ。とはいえ頰を走る傷に口元が引っ張られ、かすかに笑んでいるように見えてしまうところは変わっていないが、それ以外の表情はない。

「お前は許してやれよ」

「は、はは、は、はい……」

　続く言葉に、マーベリックはだらだらと冷や汗をかきながらうなずく。

「まあ、俺は許さないけどな」

　いきなり、ゼオルディスが破顔した。にこやかな笑いを浮かべたまま、床の上のクリストン伯爵にこう命じる。

「国王暗殺を目論もくろんだ大逆犯、クリストン伯爵は明日水刑に処す。爵位は返上、マーベリック以外の親族はひとまず蟄ちつ居きよ、領地は王家の直ちよつ轄かつ領りようとする」

　下されたのは、カシュヴァーンへのそれ以上に厳しい処しよ罰ばつだ。クリストン伯爵はがっくりとうなだれ、国王も息子も見ようとしない。

「以上だ。連れて行け、レネ」

　レネはわずかに目元を引きつらせたが、行動には迷いがなかった。見た目からは考えられないような力で大逆犯を拘束し、人波をかき分けてやっと到とう着ちやくした衛えい兵へいたちと合流する。

「へ、陛下、あの私は……ち、父の処刑を、手伝うべきですか……？」

　どうすれば、と指示を仰あおぐマーベリックに、ゼオルディスは冷たく言った。

「そんなに俺やカーシュの真似をしたいのか？　自分の父親がしたこととその処罰を、実家の連中に連絡したらどうだ」

「はい、はい……!!」

　泣きそうな顔をしながらも、指示を与えられたマーベリックは慌てて会場の外に出て行った。

「これにて余興は終わりだ。みな、騒がせて悪かったな。舞踏会を最後まで楽しんでくれ」

　斬られた服の胸元を直そうとさえせずに、ゼオルディスが大声を出す。当然のことながらオーデル夫妻が激げつ高こうした。

「陛下、いけません、せめて傷の具合を見なければ！」

「そうよゼオルディス、毒でも塗られているかもしれないでしょう!?」

　口々に言い募つのる二人を、ゼオルディスは片手を上げて制した。

「薄皮一枚斬られただけですし、毒ならとっくに症しよう状じようが出ていますよ。最初から、本気で俺を殺す気なんかなかったのでしょう。無論レネの腕もよかったのですが」

　語る口調は平静そのものだ。血が染しみてくる様子もないことを合わせると、本当に服を斬られただけですんだのだろう。

「優しいクリストン伯爵は、ご自分の命がけの説得により俺と息子が改心するとでも思っていたのでしょうね。『夢の王子様』より甘ったるい筋書だ、はは」

　明るく快活に、ゼオルディスは笑う。やがて去っていった人々も戻り始め、殺さつ伐ばつとした空気は再び混沌とした喧噪に飲み込まれていった。







「クリストン伯爵様……」

　一連の状況を愕がく然ぜんとしながら見守っていたアリシアは、なすすべもなく深いため息をついた。また増えてきた人波に押されるまま、壁際に逃のがれてひとり考えを巡めぐらせる。

　ついに、地方伯の中から公然とゼオルディスに反旗を翻ひるがえす者が現れたのだ。

　みな、何事もなかったかのような顔をしているが、今夜のことはあっという間に広まるだろう。地方伯の面々はいざ知らず、明日には違う職業に変わっているかもしれない人々や、忠誠心の低い使用人たちはこぞって噂うわさするはず。

「このままじゃ、本当に、内乱が……」

　育っていく一方の不安に押し潰されそうで、うつむいたアリシアの腕を何かがつついた。人の指にしては、妙に硬い。

「え？」

　びっくりして腕を見ると、まず眼に映ったのは、銀色の金属棒の先だった。

「ええ？」

　ぱっちりと眼を見開いたアリシアは、思わず棒の先を視線で辿たどる。

　するとそこには、銀色の伸縮する金属棒──「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」の根本を握った、リュクがいた。

　レオニアの発明品であるそれを最大限に伸ばしたリュクは、小さな声で何か言っている。

「取れ……？」

　かろうじて聞き取れたその言葉に従い、もう一度「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」の先を見た。

　以前と違い、先に開閉する口がついており、そこに小さな紙が挟はさまれている。

「……あっ」

　その紙を引き抜こうとしたアリシアは、かすかな風を意識した。

　視界の隅を、白に近い銀の髪が過よぎる。クリストン伯爵を連行していったレネが、アリシアの護衛に戻ってきたのだ。

　焦あせるアリシアだったが、その時もう一度風が吹いて、これみよがしなレネの声が流れてきた。

「暗殺未遂事件があった直後なのですから、陛下から眼を離してはいけませんね、私としたことが」

「レネ……！」

　感謝の想いでいっぱいになりながら、素早く紙片を抜き取る。リュクは急いで「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」を振り、最小限の長さに戻すとその場を離れていった。

　彼の真の目的は、これだったのだ。手にした紙を開き、内容に眼を走らせた時だった。







　人のぬくもりを持った感かん触しよくが、アリシアの肩に触ふれる。

　声も上げられず、振り仰いだ視界に広がる歪んだ笑顔。その背後には、強張ったレネの顔。

「レネはとても優秀な護衛なんだが、やる気にむらがあるのが難点だな」

　にこっと笑ったゼオルディスの視線が、アリシアの手元に注がれる。

　迷う暇ひまはなかった。

「おい!?」

　手にしていた紙片を、アリシアは口の中に押し込んだ。

　そのままもぐもぐと咀そ嚼しやくし、飲み込んでしまってから、改めてゼオルディスに向き直る。

「──な、なんですか、陛下？」

　白々しい対応に、刹せつ那なの間を置いてゼオルディスは爆笑した。

「ひ、はは、ははははは！　おいアリシア、俺はこれでも一応怪我人なんだぞ、あんまり笑わせるなよ……!!」

　斬られた首飾りの名残なごりをぶらぶらと揺らしながら、ゼオルディスはひとしきりげらげら笑った。何が起こっているのかと、周囲も遠巻きにしているが全くお構いなしだ。

「まあいいだろう。さすがの俺も、生きている女の腹を割さこうとは思わないさ」

　フロリアンを激げき怒どさせた時と似たようなひと言を口にし、傷に歪んだ瞳がアリシアの腹部を撫でる。

　ぞっとして身を引いたアリシアに笑いかけながら、彼はひとりごとのように言った。

「しかし、あれだな。やっぱりお前のお付きは、レネじゃだめか」

　レネがわざと見逃してくれたことに、ゼオルディスも気づいているようだ。

「レ、レネは何も……!!」

　庇かばおうとしたアリシアを安心させるように笑って、

「心配するな。俺はこのとおり、王宮内で命を狙ねらわれるような状態なんだからな。これぐらいのことで、優秀な護衛を手放そうとは思わない。お前が『息子』を呼んでくれるなら、話は別だが」

　ルアークを指し示す単語にぎくりとするが、レネに聞いた限りでは牢内でのやり取りはゼオルディスも知らないはずだ。誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかってはいけないと、アリシアは必死に無反応を決め込む。

　だが続く発言には、反応せずにはいられなかった。

「差し当たって、優秀な絵師を捕とらえてもらう必要がありそうだしな。なあ？　レネ」

「……はい」

　短くうなずいたレネがすっと姿を消すのを、アリシアは愕然として見つめた。

「陛下、リュクはその……、絵、絵がうまいだけで、締め切りは守れませんし、強くもありませんし、放っておいても何もできないと思いますわ……!!」

　放っておくと絵も描かないかもしれないけど、と思いながらアリシアが言えば、ゼオルディスはくすくす笑う。明るく、快活に。

「そんなに悲ひ愴そうな顔をするなよ。あいつはエル姉様の紹介なんだから、それほどひどい眼に遭あわせようとは思っていないさ。今のところは」

　曖昧な言葉にかえって表情を曇くもらせるアリシアに、さらに言う。

「それに、すぐにノーラを呼んでやるから」

　突然出てきたのは、女主人とメイドの枠わくを超えた、アリシアの大好きな友達の名前。

「ついでに我が友、ティルも呼ぶつもりなんだ。最近俺の周りからどんどん人が減って、寂さびしいからなあ」

　動きを止めたアリシアの肩を、ゼオルディスは優しく抱いた。

「さあ、俺のお姫様、何かあってはいけないから一緒にいような？　そして舞踏会が終わったら、また子守歌を歌ってくれ」

　甘い声でそうささやくと、ゼオルディスはアリシアを伴ともなって元の長椅子に戻っていく。

　クリストン伯爵の騒ぎでベールを失い、素顔をさらしたアリシアを見て何人かがひそひそとささやき合い始めた。噂は本当だったんだ、次代の王妃、などといった単語が聞こえてくる。

　やはりと言うべきか、アリシアが王宮に留め置かれていることも水面下で噂が広がっていたようだ。国王暗殺未遂事件にくわえ、次の王妃についての話題もどんどん広がっていくだろう。

　閉へい塞そく感かんを増していく状況の中、大嫌いな男に肩を抱かれてアリシアは小さくつぶやいた。

「……私も、ノーラにもノーラの旦だん那な様にも、早くお会いしたいですわ」

　腹に収めてしまった紙片に書かれた文字を、思い出しながら。




　──おぼっちゃんが仲間を集めて助けに行く。待っていてくれ。


髪を切られたリュクの知人より










　終章







　真夜中過ぎ、レイデン家の書しよ斎さいにて報告を聞き終えたティルナード・レイデン伯はく爵しやくは、怒いかりと後こう悔かいが胸を焼くのを感じていた。

「クリストン伯爵……!!」

　力になれなかった。無念の思いが、やや女顔の優しげな面おもてににじむ。

「申し訳ありません。俺がこの情報を摑つかんだ時、伯爵はすでに処刑された後でした」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでしゃべる銀ぎん髪ぱつの青年は、ティルナードの伝令係としてあちこちを飛び回っているジェダである。元々はティルナードの護ご衛えいとして仕つかえている彼は、「弟」であるルアーク同様、諜ちよう報ほう活動にも優すぐれているのだ。

　シルディーン王家の南東、クリストン地方の地方伯であるクリストン伯爵に、ティルナードは何度か使者を送っていた。

　新国王ゼオルディス陛へい下かの所業は眼に余る。地方伯を重ちよう用ようして下さることはありがたいが、あまりにも性急であり、あまりにも人心を無視している。

　今や新しん興こう貴族抜きでは、シルディーン王国が立ち行かないことは誰の眼にも明らかなのだ。これ以上無む謀ぼうな政策を続ければ、国全体が傾くのは必至。

　この国難を前にして、地方伯や新興貴族といった対立は無意味である。始し祖そエルナンド、及および彼に王権を授さずけた神と聖女に対して申し開きのできない事態に陥おちいる前に、心ある者同士、共に立ち上がろうではないか……と。

　同じような呼びかけを、ティルナードは他の貴族たちに対しても行っていた。ゼオルディスの政策により被害を被こうむっている新興貴族や、地方伯の中でも国王になびく様子がない者を束たばねて暴君を討とう伐ばつするためだ。

　フェイトリン地方を分割統とう治ちする「フェイトリン五家」のひとつ、ロベル家当主キリアンなどは、元々援えん助じよをしてきた仲である。「どうにかして、私が他の四家を説得します!!」という、意気込みにあふれた返事が早い段階で届いた。

「……僕が、追いつめてしまったのだろうか……」

　キリアンと同じ反応を、クリストン伯爵にも期待していた。

　息子がゼオルディスの側そば近ちかくに仕えているクリストン伯爵を味方にできれば、俄が然ぜん有利になる。伯爵自身は失われた領主の地位に恋れん々れんとしている風ふうでもなく、マーベリックの行ゆく末すえに心を痛めているとの噂うわさを聞きつけ、力になってくれると判断したのだ。

　だがクリストン伯爵は、ティルナードの意見を無視もしなければ罵ば倒とうすることもなく、あるいは逆に説得してくるようなことこそなかったが、実に淡たん々たんとした反応のみを繰くり返していた。

『申し訳ないが、私には私の考えがあります』

　素そっ気けない文面を数度返してくれただけの伯爵を、内心頼りにならないと思っていた自分をティルナードは恥はじた。

　たったひとりで、あのゼオルディスに立ち向かったクリストン伯爵。誰も巻き込むことなく、苦く渋じゆうの選せん択たくを行った彼。

　息子の呼びかけにも応じず、ずっと領地を動かずにいた伯爵は、王宮に行く直前になって妻に修道院に入るよう命じたとのことだ。事実上の離婚宣言であり、理由を聞かされていなかった伯爵夫人は半狂乱になったらしいが、今頃元夫の死をどう受け止めているだろうか。

　息子は、国王は、どうだろうか。

「レイデン伯爵のせいでは、ないと思います。なぜなら……ええと、そんなことはないと思いますので」

　相変わらず、ジェダは致ち命めい的てきに会話が下へ手ただ。しかし彼が慰なぐさめようとしてくれていることだけは、ティルナードにも伝わった。

「分かっているさ。伯爵は、良心の呵か責しやくに耐たえきれなかったんだ。どうかあの方の進む道に、翼つばさの加か護ごがあらんことを……」

　沈しずんだ声で聖句を唱えたティルナードは、もっと沈んだ声で亡なき人に語りかける。

「しかし残念ですが、あなたの死によって、ご子息はとにかくとして陛下が変わるとは思えません……」

　変わるならひと月ほど前、王おう妃ひミューゼが「不ふ慮りよの死」を遂とげた段階で変わっていてもよかったはずだ。だが妹の死に気落ちしてか、フロリアンまで王宮を去ったらしいのに、ゼオルディスのやることはひどくなる一方である。

「ですが、僕が必ず、ゼオを止めます……!!」

　決意を新たにしたティルナードの耳に、軽く扉とびらを叩たたく音が聞こえた。

「ティルナード様、起きていらっしゃいますか」

「わ、うわ、セイグラム!?　ま、待てよ!!」

　散乱していた手紙束を文ふ机づくえに押し込み、ジェダに姿を消すよう合図したティルナードは、なんでもない風を装いながら執しつ事じを出で迎むかえた。







「失礼いたします、ティルナード様。最近遅くまで起きていらっしゃいますね。私も雌めす猫ねこも心配しておりますよ」

　挨あい拶さつもそこそこにそんなことを言い始めたのは、長い黒髪をひとつに縛しばった眼鏡めがねの青年。ティルナードの教育係兼けん執事のセイグラム・アーレイだ。

「お前な、ノーラは今やガーゼット侯こう爵しやくの令れい嬢じようであり、僕の婚こん約やく者しやなんだぞ!?　いいかげん雌猫扱いはやめろよ!!」

　後うしろめたさも手伝って、いつも以上の大声で怒ど鳴なってもセイグラムは涼すずしい顔だ。

「ええ、そうです。今や反逆罪で処刑されかけている、あのガーゼット侯爵閣かつ下かの養女ですね」

　あっさりと切り返され、返す言葉に詰つまる。

　元アリシア付きのメイドであり、今は先にやすんでいるはずのノーラ・テルペスは、紆う余よ曲きよく折せつを経へてガーゼット侯爵の養女として迎えられた。名家レイデン家に嫁とつぐに相応ふさわしい地位を手に入れ、晴れてティルナードの婚約者となったのだ。

　ところが現在、グラネウスその人が国王の地位を狙ねらった反逆者として、王宮に幽ゆう閉へいされている身の上である。実際の首しゆ謀ぼう者しやがカシュヴァーンであること、ガーゼット家が地方伯の中でも別格の名家であることなどのためにまだ幽閉ですんでいるが、処刑は時間の問題だろう。

「そのことを盾たてにして、陛下はティルナード様と雌猫に王宮へ来るよう命じられたそうですが」

　さらなる攻撃に、ティルナードは劣れつ勢せいを悟さとった。

「お、お前、僕宛あての書状を勝手に見たな……!?」

　苦し紛まぎれに正論を口にするが、それで怯ひるむようなセイグラムではない。

「ただでさえあなたは、追放されたライセン強きよう公こう爵しやくの被ひ後こう見けん人にんとして肩かた身みが狭せまいのです。現在の状況を鑑かんがみれば、断る手はないでしょうね」

　以前から王宮より、顔を見せに来るようにとの連絡は来ていた。しかし後見人が追放されたことで体調を崩くずした、アズベルグ地方を襲しゆう撃げきした〈翼の祈いのり〉の者たちがレイデンにも流入してきたなど、様々な言い訳で時間を稼かせぎ続けていた。

　ゼオルディスも、他に楽しい玩具おもちやがたくさんあるからだろう。今まではあまり深く追及してこなかったが、状況が変わってしまった。

　ティルナードはゼオルディスの「友達」として、王宮に留とめ置かれるだろう。そして、あれこれと理由をつけて各地から女性たちを呼び集めている王は、きっとノーラにも……

「どうなさいました、ティルナード様」

　おぞましい未来を幻げん視しし、大きく身を震ふるわせたティルナードを見つめるセイグラムの眼がきらりと光った。その手には、いつの間にかお得意の鞭むちが握にぎられている。

「レオニアとリュクを追い払って以来、様子がおかしいとは思っていましたが……ティルナード様。何か私に、隠かくしごとをなさっていませんか」

　ずばりと心臓を突き刺さすようなひと言に、ティルナードは奥歯を嚙かみ締める。

　カシュヴァーンが追放されて「家族」が散り散りになった後、共にレイデン地方の出身であるレオニアとリュクはなんとか故郷に逃げ延のび、一時はレイデン家に身を寄せていた。

　シルディーン王宮に囚とらわれているはずの元聖女アーシェル・クロエを救い出し、可能なら暴君ゼオルディスを討うちたい。普段のぼそぼそしゃべりからは想像もつかないような、毅き然ぜんとした態度でレオニアはティルナードに訴うつたえた。

　もちろん、ティルナードも同じ気持ちだった。「ゼオをやっつけてライセン夫妻を取り戻す」と息巻き、協力を約束したのだが、強固に反対したのがセイグラムだ。

『今の状況で、国王に逆らうなど無謀の極きわみ。そもそも名門地方伯の出身であるティルナード様にとって、地方伯を大切にする国王陛下のどこに不満がおありなので？』

　あのゼオルディスが、本心から地方伯を、他人を大切に扱うはずがない。

　そう訴えるティルナードとセイグラムが言い争うのを聞いて、レオニアはリュクの首根っこを摑んで出て行った。世話になった、とだけ言い残して。

「ぼ、僕はな、セイグラム……いつまでも、お前の判断に従っているばかりの子供じゃないんだ」

　ちょっと予定とは違うが、ここまで切り込まれてはもうどうしようもない。

　第一ここでセイグラムに負けるようでは、「怪かい物ぶつ」ゼオルディスなどにはとても勝てないだろう。

　そう決意したティルナードは、ぱしぱしと大気を切り裂さいて鳴る鞭のほうをできるだけ見ないようにしながら口を開く。

「クリストン伯爵には、残念なことになってしまったが……すでにあちこちの貴族たちから、秘ひ密みつ裏りに協力は取りつけている」

　一度文机にしまい込んだ書状の束を、ティルナードは取り出し広げてみせた。

「レオニアやリュクとも連れん携けいして、王宮内の情報も順調に集まっている。古参の使用人が大勢いなくなり、警備はもちろん日常生活にも支し障しようを来きたすような状況だそうだ」

　去っていったレオニアたちを、ティルナードは内密にジェダに追わせていた。以来ティルナードの援助を受けながら、二人はひそかに王宮内の動向を探さぐり、ついにはエルティーナと結んでリュクが潜せん入にゆうに成功した。

　エルティーナに迷めい惑わくをかけないよう、レオニアたちにはティルナードの名は出さないように言ってある。あくまでライセンの屋や敷しきにいられなくなったために、王宮で職が欲しいのだと頼んだが、隠された意図は無事に伝わったようだ。

「セイグラム、お前だって本当は分かっているはずだ。僕の背中にひどい言葉を刻きざんだあいつが、いつまでも地方伯だけを贔屓ひいきしてくれるはずがない」

　身分を偽いつわり、各地を転々としたゼオルディスとティルナードは幼おさない頃に出会い、ティルナードはゼオルディスにひどくいじめられた。刃物で刻みつけられた言葉はまだ背にも心にも残っており、着替えのたびに気持ちを沈ませる。

「クリストン伯爵の件で分かるように、地方伯の中にも国王のやり方にはついていけない、と思っている人間が大勢いるはずだ。あちこちで反乱も起こりつつあるようじゃないか。僕らが起たてば、必ずそれに呼応する動きが出てくるだろう」

　急きゆう激げきに税率が上がったことによる小しよう規き模ぼな乱は、すでに国内各地で勃ぼつ発ぱつしている。新興貴族が領主である地方はもちろん、この機に乗じて税率をいじろうとした強ごう欲よくな領主が討たれた例さえあった。

「第一僕は、ノーラをゼオに差し出すなんて絶対御ご免めんだ！　あいつ、アリシア様とレネとクロエ様とオーデル侯こう爵しやく夫人と一緒に楽しみたいのでぜひ、なんて書状をよこしやがったんだぞ!?　絶対に絶対に、王宮へなんてやらない!!」

　親交のあった女性たちを、ゼオルディスはあれこれ理由をつけて次々と王宮に集めてしまった。本人に聞けば「ミューゼが死んで寂さびしい」とでも抜かすのだろうが、自じ業ごう自じ得とくだ、とティルナードは思ってしまう。

　今にも消えてしまいそうな、儚はかなげな美少女だったミューゼ。「不慮の死」の内情ははっきりとは分からないが、ゼオルディスに眼をつけられることさえなければ、きっと彼女も死なずにすんだはず。

「お前がどう言おうが、僕はあのクソ国王に反旗を翻ひるがえす!!　いいなッ、セイグラム!?」

　カシュヴァーンのように口汚く、決然とした意思をこめてティルナードが宣せん言げんする。

　だが、はあはあと荒い息を吐いている主に、セイグラムは冷静に聞き返してきた。

「クリストン伯爵が、どうされたのです？」

　その、抑よく揚ようのない問いかけにティルナードははっと気がつく。

「……あっ……、ああ、そうか、ごめん！」

　クリストン家の顚てん末まつは、たった今ジェダに聞いたばかりなのだ。

「あの、な。クリストン伯爵が、ゼオの暗殺を」

「まあ、存じていますがね」

　間の悪い思いをしながら始めた説明を、セイグラムがさえぎる。

「ジェダは逐ちく一いち、私に報告をしてきていますので」

　室内が無音になった。

　と思ったら、一いち陣じんの風とともに出現したジェダが、床に額ひたいをこすりつけんばかりにして絶ぜつ叫きようした。

「申し訳ありませんでした、レイデン伯爵!!」

　頭の中が真っ白になったティルナードだったが、すぐに事態を理解して真っ赤になる。

　──また、セイグラムにはめられたのだ。







「も、申し訳ありませんですむか！　お前、お前なあ、本当に僕とセイグラムのどっちが主人だと思っているんだ!?」

「申し訳ありません、ええと、その、大変申し訳ありません!!」

　謝罪も下手なジェダがぺこぺこと頭を下げるが、ティルナードの怒りは収まらない。

　前後見人・ユーランの墓参りの時といい、仮か装そう舞ぶ踏とう会かいの時といい、いつものけ者扱いされることに腹が立つ。毎回それに気づかない自分に対する怒りもこめて、ティルナードは大声で使用人たちを叱しかった。

「ことは僕だけの問題じゃないんだぞ!?　国家の行く末に関わることだっていうのに、なんなんだお前らは!?　今年成人して、結婚までする男を、何もできない子供だとでも思っているのか!?」

「私もお聞きしたいですね、ティルナード様」

　憤いきどおるティルナードに対し、ジェダはひたすらぺこぺこしているが、セイグラムは小こ憎にくらしいぐらい冷静だ。

「……何をだよ」

「あなたが今後のことを、どこまで考えていらっしゃるかです」

　眼鏡を押し上げ、セイグラムは語り始めた。

「味方を集め、暴君を討つ。いかにも男の子が好みそうな、熱い物語で結構だとは思います」

「……お前は今自分が『男の子』だったとしても、絶対鼻で笑いそうな話だよな……」

　動じる気配さえないセイグラムに押され、思わず弱々しく突っ込んでしまうが、セイグラムはやはり動じなかった。

「しかしこれは現実です。賢かしこいティルナード様にはお分かりかと思いますが、国王を討つということは、次の王が玉座に着くということ」

「ああ、もちろんだ。だからライセンが考えていたように、未来の義ち父ち上うえがその座に」

　王宮に幽閉されているグラネウスをカシュヴァーンに代わって担かつぎ、可能なら内外から同時にゼオルディスを追いつめればいい。今のがたがたになった王家の状況を見れば可能ではないかと、ティルナードは意気込むが、

「我々がいかに迅じん速そくに反乱を起こそうが、実際に国王を倒すまでには時間がかかります。その間にガーゼット侯爵閣下が処刑される可能性は極めて高いですし、あの方が処刑された瞬しゆん間かん、誰が次代の王になるべきかという争いが起こりかねない」

　セイグラムは、非情かつ現実的な指し摘てきをしてきた。

「じゃ、じゃあ別の候補を探せと言うのか？　だが主おもだった地方伯は、今のところゼオの旗き下かにあるし……オーデル侯爵は宰さい相しようになられたし、大体あの方は僕も苦手だし……」

　眉まゆ根ねを寄せるティルナードに、セイグラムはさっと提案した。

「いるではないですか。名門地方伯の血を引き、ひそかに他貴族たちと手を結んで、打倒国王を目指す勇ゆう敢かんな方が。おまけにその方は、ガーゼット侯爵閣下の義理の息子になる予定です」

　眼を見張ったティルナードは、わなわなと震え出す。

　遅まきながら分かってきたのだ。セイグラムが言わんとしていることが。

「やはり自覚されていなかったのですか。要するにあなたが、国王の座を賭かけてあのゼオルディス陛下と戦うということになるのですよ」

「ぼ、ぼぼ、僕が、国王!?」

　ひっくり返った声を上げたティルナードは、すぐに猛もう烈れつに首を振ってまくし立てた。

「む、無理だ、そんなの、僕はそんなこと……!!」

「今年成人して、結婚までするのでしょう？　なら国王にもなれますよ」

「ふざけるなよセイグラム、お前の冗じよう談だんは笑えないんだ!!」

　普段から笑えないが、今は特に聞くに堪たえない。笑いごとじゃない、と色を成す主あるじを、セイグラムは冷ややかに見み下おろした。

「では、熱い夢物語に憧あこがれるのはやめて、現実を見て下さい」

　はっと言葉を失ったティルナードに、冷たい忠告は続く。

「この際ですからはっきり申し上げます。あの雌猫との婚約は破は棄きし、ガーゼット家との縁えんは切りなさい。そしてすぐに王宮へ赴おもむき、国王陛下のご希望どおりの女性を妻に迎えなさい」

　ジェダが自分まで怒られているかのように首を竦すくめているが、セイグラムは態度を変えずに言い切った。

「婚約で留めておいて正解でした。今ならまだ間に合いま……」

　乾いた音が室内に響ひびいた。

　ティルナードがセイグラムの頰ほおを叩いたのだ。

「レイデン伯爵!?」

　ジェダが驚いているが、ティルナードの意識に最も早はや彼の存在はない。無言でずれた眼鏡を直すセイグラムを睨にらみ、怒りのままにつぶやく。

「──本当に、ふざけるな」

　初めてセイグラムの頰を打った手が痛いが、謝る気にはなれない。

「僕はノーラ以外の女性とは結婚しない。ガーゼット侯爵閣下だって、まあその、あの趣しゆ味みには若じやつ干かんついていけないけど、素晴らしい方だと思っている」

　保身のために二人との縁を切るなど考えられない。大人の都つ合ごうで多くの後見人たちの間を引き回されてきた身には、絶対にそんなことはできない。

「大体お前だって、そんな主についてくるものか。僕を試すな、セイグラム。そのためにノーラやガーゼット侯爵、そしてお前自身を貶おとしめるような発言は、絶対に許さない!!」

　いいかげんセイグラムとだって長い付き合いだ。彼が本心から言っているのではないことぐらい分かっている。

　むしろこの茶番は過保護の表れであり、だからこそ腹が立った。

　いつになったら自分は、セイグラムが信じるに足る主になれるのだろう。

「いいだろう、国王にだってなんだってなってやる。そうしたらノーラが王妃、お前は宰相、ジェダは近衛このえだ!!　これなら文句はないな、セイグラム!?」







「ティルナード様!!」

　涙を含ふくんだ声が聞こえ、柔やわらかな体が抱きついてくる。

　一瞬セイグラムかと思って怯おびえたティルナードだったが、豊満な胸をぎゅっと押しつけるようにして彼の背に腕うでを回しているのは……赤毛の美女、婚約者のノーラだった。

「よかった、うまくいった……」

　どうやらジェダの手引きで緞どん帳ちようの陰かげに潜ひそんでいたらしく、奇き襲しゆう成功に彼は安あん堵どの表情を浮かべている。

「ティルナード様、嬉うれしいです、やっぱりあなたを選んでよかったですわ……!!」

「え、あ、いや、その、ノーラ、ちょ、どうして、あの、胸、いや、ちょっ、う、嬉しいけど、どうして……!?」

　感極まったノーラの、薄い夜よ着ぎ越ごしに触ふれる体のぬくもりに動どう揺ようしまくるティルナードに、セイグラムは深々と頭を下げる。

「まずは、失礼な発言の数々をお詫わびし、取り消させていただきます」

　まだ少し赤い頰の上で、眼鏡の縁ふちがきらりと光った。心得たジェダに軽く腕を引かれ、渋しぶ々しぶとノーラが離れたのを見み計はからって、

「その上で、新たな失礼な発言をお許し下さい。最初からこのように毅然として命じて下されば、あなたの執事は従いましたのに。どうしてこそこそと、外そと堀ぼりを埋うめてから事を進めようとなさったのですか」

「!!」

　真っ当な指摘に驚いたティルナードだったが、すぐに猛もう然ぜんと言い返した。

「お、お前、そんなことを言ってるけど、レオニアとリュクを出て行かせたじゃないか!?」

　冷れい酷こくな処置を見て、ティルナードは思ったのだ。この男には最早後戻りできないぐらいにまで計画が進行してから言わないと、口でも実行力でも絶対負けると。

「あの時だって、あなたは言い訳を並べるばかりで、きちんとした命令をなさらなかった」

「言い訳って……！　し、知らない仲じゃないし、目的は一緒なんだから協力しようって言っても、お前はだめだって言い続けたじゃないか……!!」

　見かねたレオニアたちが自みずから出て行くぐらいには、言い合いをしたのだ。努力不足のような発言は到とう底てい我が慢まんならないが、セイグラムは全く動じない。

「だからそこで、命令すればよかったでしょう」

「命令したって、お前は絶対反対するだろう!?」

「反対はしますよ、もちろん。あらゆる理由を挙あげて、あなたの意見を叩きつぶしたと思います」

「だったら……！」

　どうして僕はこいつを執事に選んでしまったのだろう。今さらの後悔すら感じているティルナードに向かい、セイグラムは変わらない口調で続けた。

「ですが、その上であなたが『やれ』とおっしゃるなら、私は従います」

　鞭をしまいながらの唐とう突とつな台詞せりふに、勝手に口が開あいてしまう。

　ぽかんとしているティルナードに「口を閉じなさい、みっともない」とごく普通に注意してから、セイグラムはさらに言った。

「理性と損得で物事を考えるのは、私の役目です」

　故イーダルが望んだ〈強い王〉そのものとして君くん臨りんするゼオルディスに下手に逆らえば、カシュヴァーン以上にひどい目に遭あわされる可能性がある。そんなことは誰の眼にも明らかだ。

「ですが、ティルナード様。あなたは理性と損得を超えて、人を動かすことができる人だ。であるからこそ、私は従っているのです」

　まだ口を閉じていないティルナードに対し、セイグラムは呆あきれたようにため息をついた。

「……あなたはいつになったら私と、私を従わせることができるあなた自身を信じられるようになるんですか？」

「いや、ちょっと、お前こそいいかげん鞭に物を言わせるのはやめろよな!?」

　また懐ふところに手を入れたセイグラムを、ティルナードは急いで止めた。

「……お前……、いや」

　理解が、じわじわと心に染しみ通っていく。いつしかティルナードの唇くちびるにも、呆れたような笑みが浮かんでいた。

「悪かった、とは言わないぞ。どう考えても、お前が言ってることは無茶苦茶だからな」

　なにが理性だ、とぼやきたいところだが、今はそんなことはどうでもいい。

「でも、言いたいことは分かった」

　セイグラムと自分自身を見くびっていたようだ。ティルナードはもう一度、ひそかに恥じ入った。

　自分勝手で陰いん険けんで、人を人とは思わぬような行動ばかりのこの男はとっくに、自分のことを信じてくれていたのに。

　しかし悠ゆう長ちように恥じ入ってばかりはいられない。

　反省を生かし、目的に向かって歩む主こそが、セイグラムには相応しいだろう。

「『怪物』を討ち、僕たちのお姫様を守るんだ。……そのためになら、国王にだってなんだって、なってやる」














　さり気なく伸ばした手で、ノーラの手を握る。恥ずかしそうに軽く握り返してくれる婚約者と手を繫つないだまま、ティルナードはセイグラムに命じた。

「だから、お前のすべてを懸かけて協力しろ、セイグラム。それに、ジェダもだ」

「御ぎよ意い」

「御意！」

　あくまで冷静にセイグラムが応じ、ジェダも嬉しそうに彼を真似た。











終　










　あとがき




　怒ど濤とうの展開が続いております「死神姫」ですが、読者の皆様はいかがお過ごしでしょうか？　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十三作目、本ほん編ぺんとしては十二作目の『死神姫の再婚　─誰だれにも言えない初恋の君─』を読んでいただきましてありがとうございました!!　そろそろサブタイトルを考えるのが苦しいです!!







　前巻でいろいろとアレがアレしてしまった（婉えん曲きよく表現）ので、ご心配をおかけしたようですが、差し当たって今回である程度は解消されたかと思います。……たぶん。

　代わって別問題が生じたと言いますか、ゼオルディスの好感度の下がりっぷりと言ったらないような気もしますが、ここまでやるといっそ清すが々すがしいですかね……。むしろ見事な小物ぶりを発はつ揮きしているマーベリックのほうが、よりだめな気もしますね……。ジスカルドとかも、能力はある人なんだからもっと義弟をなんとかしてほしいですよね……。

　消しよう息そくが分かった人の中にも不ふ審しんな動きをしている人がたくさんですが、反面アリシアの意思表示は大変明確になりました。大切な「家族」を取り戻すため、さらにたくましく図ずう々ずうしくがんばってほしいものです。

　全体の話が重い分、前巻からちょこちょこ出ている変な夢のシーンが書いていて楽しかったですね。個人個人では残念部分が目立つ「死神姫」キャラですが、全員が心をひとつにして合体したらスーパーキャラに……！　なるかなと一瞬思ったけど、残念部分も合体するからだめか……!!







　ここから告知です。「コミックビーズログ　キュン！」にて絶ぜつ賛さん連れん載さい中ちゆうの「死神姫」が、このたび単行本になりました！　今作と同時発売で、若じやつ干かんお財さい布ふに優しくないかもですがよろしくお願いします。冨ふ士じ原わら良りよう様の描えがくカシュヴァーンとアリシアは、岸きし田だメル様とはまた違った魅み力りよくがあって、とてもすてきです……!!　なお連れん載さい自体はまだ続きますので、「キュン！」の購こう読どくは継けい続ぞくしましょうみなさん!!　今作と同時期発売の「キュン！」では巻かん頭とうカラーですので、ぜひチェックして下さいね!!

　そして小説の新作「イノセント・スター　光を欲ほつする暗あん黒こく星せい」も実は同時発売です。イラストはさらちよみ様にお願いしました!!　「死神姫」とは全く雰ふん囲い気きの異なる、少年向けバトルテイストが入ったファンタジーなお話になります。ラブコメ要素もないことはないですが、コメの要素のほうが強いかも……？

「死神姫」と同じなのはヒーローが黒ずくめの残念なイケメンであることぐらいですかね。カシュヴァーンとはまたベクトルの違う、オレ様ナルシスト系残念男子・ディガンに振り回される、かわいそうなへたれヒロイン・エリッセの奮ふん闘とうをお楽しみ下さい。でも彼女も意外と図太いです。どうやら根が図太いヒロインが好きらしいです。




　たくさんのわがままを聞いて下さった担当・山内様、ネタばれ防ぼう止しのために表紙のカシュヴァーンの構こう図ずにこだわって下さったイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。








二〇一一年九月　　小野上明夜　　　　　　
















著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

初恋は幼稚園の時、相手はちょっと髪が長くて可愛いけれど元気いっぱいの男の子でした。チョコレートまで渡したことを覚えています。ただ、中学生ぐらいから二次元に恋をしてしまったので、三次元での恋とは縁遠くなりました!!




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




岸田メルです!!　とあるアニメに出てくる病弱な少女が初恋の相手です!!

たしか84年のアニメなので、え、自分１歳？

いやいや、それはおかしいので多分再放送を見て、なんだと思いますが、例えば自分の乗った三輪車を押してもらう妄想をするとか、一緒に保育園に行く妄想をしたりとか、なんかちょっと危険な幼児でした。なんというか、そのまま大人になっちゃいましたね。




http://maigo.jp/
















イラスト／岸田メル

デザイン／しいばみつお（伸童舎）












死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─誰だれにも言いえない初はつ恋こいの君きみ─








小お野の上がみ明めい夜や
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